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はじめに 

この年次報告書は，「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」及び「高知市男女共同参画推進プラン2021（以

下「プラン 2021」）」に基づき，本市の男女共同参画の推進に関する施策の実施状況を明らかにするために作成した

ものです。実施状況の公表は，男女共同参画社会の実現に向けた効率的かつ効果の高い施策を展開するために，

事業内容を市民にわかりやすく説明し，行政の透明性を高めていくことを目的としています。 

男女共同参画社会を実現するためには，市民と行政が一体となって取り組む必要があります。そのためには，庁内

各課がこれまで以上に男女共同参画の視点をもって取り組み，市民の皆さまの理解を深め，協力を得ることが不可欠

です。 

プラン 2021 の特徴 

(1) 施策の実施状況報告に対する評価（点検）

「プラン 2021」の推進に当たっては，前年度の施策の実施状況の報告について，推進委員会の評価（点検）を受け

ます（評価は中間及び最終のみ）。 

(2) 評価（点検）と公表

推進委員会による評価（点検）の結果は，毎年度公表します。

(3) 男女共同参画の視点の浸透

各施策における，男女共同参画の視点からの考え方を明確にし，その浸透を図ります。

(4) 女性活躍推進への取組

「女性活躍推進法」の市町村推進計画として「女性活躍推進法」及びその基本方針に基づいた取組を実施します。

プラン 2021 体系図 

めざす将来像ジェンダー平等社会の実現 

基本目標 取組の方向性 

1 一人ひとりの人権が尊重される社会をつくり

ましょう 

(ア) 多様な性の尊重と固定的な役割分担意識の解消

(イ) 政策，方針決定過程における男女平等の促進

２ ＤＶやハラスメントのない社会をつくりましょう (ア) ＤＶ・性犯罪等暴力を根絶するための啓発の充実

(イ) ＤＶ・性犯罪等暴力の被害者への支援

（ウ）あらゆるハラスメントを防止するための啓発の充実

３ 家庭や働く場においてジェンダー平等を実現

しましょう 

（※「女性活躍推進法」推進計画） 

(ア) ワーク・ライフ・バランスの推進

(イ) 育児・介護における多様なニーズに対応した支援の拡充

(ウ) 女性活躍の推進

４ 地域で，防災で，男女共同参画をすすめま

しょう 

(ア) 地域活動における女性の参画の促進

(イ) 防災分野における女性の参画の促進

５ 生涯にわたる健康生活を充実させましょう (ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康支援
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「プラン 2021」の効果的な推進と進行管理のために，PDCA サイクルに基づき，取組の継続的な改善と

推進を実施します。 

① 個別事業の実施

 前年度の取組状況及び高知市男女共同参画推進委員会の意見・提言を踏まえ，個別事業の概要及び

活動指標（目標）を設定し，事業を実施します。 

② 個別事業の自課評価

 事業実施の翌年度に個別事業実施状況報告表にて，事業の報告及び自課評価を行います。 

③ 基本目標の実施状況の報告

 基本目標ごとに数値目標の達成状況等を取りまとめ，高知市男女共同参画推進委員会に報告します。 

④ 高知市男女共同参画推進委員会による評価（点検） ※点数評価は中間と最終のみ

 高知市男女共同参画推進委員会によるヒアリングを実施し，点検（評価）を行います。 

⑤ 事業担当課へ意見・提言をフィードバック

 高知市男女共同参画推進委員会の意見・提言を事業担当課へフィードバックします。 

    （事業担当課は翌年度の事業計画に反映させることを検討します。） 

⑥ 高知市男女共同参画推進本部へ評価結果を報告

 推進委員会による評価（点検）結果を高知市男女共同参画推進本部へ報告します。 

⑦ 年次報告書として公表

 年次報告表，個別事業の実施状況報告表等を取りまとめ公表します。 

①

個
別
事
業
の
実
施
(
改
善
)

②
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別
事
業
の
自
課
評
価

④
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市
男
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共
同
参
画
推
進
委

員
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に
よ
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(
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)

⑥
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市
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共
同
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⑤事業担当課へ意見・提言をフィードバック

プラン 2021 の進め方 

⑦

年
次
報
告
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と
し
て
公
表
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１ 指標の進捗状況 

高知市男女共同参画推進プラン2021では，ジェンダー平等社会の実現に向けて，５つの基本目標を掲げ

て取り組んでいます。各基本目標に対しては，17項目の指標を設定しています。各指標の進捗状況は次の

とおりとなっています（表１）。 

指標の進捗状況（表１） 

基本目標 No 目標
令和４年度

実績値
対前年比

目標値
(R７年度末)

担当課

1
市の審議会等で女性委員がい
ない審議会数

13会（120会中） -2会 0会 人権同和・男女共同参画課

部長副部長　9.5％ +0.6% 14％以上

課長　21.6％ +2.5% 22％以上

課長補佐　44.8% -2.0% ４５％以上

― ― 増加

家庭生活　27.5％
（R1）

― ― 35％以上

職場　25.9％
（R1）

― ― 40％以上

学校教育　63.2％
（R1）

― ― 75％以上

地域活動の場　46.2％
（R1）

― ― 50％以上

政治の場　13.2％
（R1）

― ― 20％以上

法律や制度上　32.5％
（R1）

― ― 35％以上

慣習・しきたり　15.7％
（R1）

― ― 25％以上

社会全体　15.3％
（R1）

― ― 25％以上

4
DVについて誰（どこ）にも相談
しなかった人の割合

― ― 30％以下

5
DVを内容まで知っていると答
えた人の割合

― ― 70％以上

6
セクシュアル・ハラスメントを内容ま
で知っていると答えた人の割合

― ― 70％以上

7 待機児童数 3人 -8人 ０人 保育幼稚園課

8
高知市男女共同参画推進企業
表彰の表彰企業数

6社 -２社 毎年３社以上 人権同和・男女共同参画課

9
高知市男性職員の育児休業取
得率

32.4% +14.5% 36％以上 人事課

10
高知市職員の技術職に占める
女性の割合

11.3% -0.1% 15％以上 人事課

社会資源「集いの場」状況 602 -8 705以上 ―

いきいき百歳体操（か所） 373か所（R1） ３５３か所 -10か所 ― 基幹型地域包括支援センター

子育てサークル・子育て支援
サークル（登録団体数）

23団体（R1） 8団体 -3団体 ― 子ども育成課

地域子育て支援センター（か所） 14か所（R1） 16か所 +1か所 ― 子ども育成課

子育てサロン（か所） 18か所（R1） 18か所 ０ ― 高知市社会福祉協議会

子どもの居場所・子ども食堂（か
所）

36か所（R1） 40か所 +5か所 ― 高知市社会福祉協議会

サロン（か所） 86か所（R1） 84か所 -2か所 ― 高知市社会福祉協議会

認知症カフェ（か所） 23か所（R1） ２９か所 +3か所 ― 基幹型地域包括支援センター

地域交流デイサービス【ミニデ
イ】（か所）

34か所（R1） ３１か所 -3か所 ― 高齢者支援課

宅老所（か所） 22か所（R1） ２２か所 0 ― 高齢者支援課

いきいき百歳大交流大会（開催
数）

1（R1） 1 +1 ― 基幹型地域包括支援センター

12 自治会長に占める女性の割合 14.1% -1.3% 25％以上 人権同和・男女共同参画課

13
防災士認定登録者に占める女
性の割合

34.1% +3.2% 50％以上 防災政策課

14
健康寿命
（65歳の平均自立期間）

男性　１７．６８年
女性　２１．８９年

男性　+0.03年
女性　+0.50年

男性　18.27年
女性　21.77年

健康増進課

15 子宮頸がん検診受診率 16.1% +1.9% 20％以上 健康増進課

16 乳がん検診受診率 19.0% +1.7% 22％以上 健康増進課

17
低出生体重児出生率
（出生百対）

9.8
(R2)

-1.3 9.4以下 母子保健課

16.0％
(R1)

30.2％
(R1)

男性　17.47年
女性　20.97年

15.1％
（R1）

26人
（R2.4）

３社
（R2）
9.9％
（R1）
9.4％
（R2）

下記10項目の合計　630
（R1）

基準値

13会（118会中）
（R2）

人権同和・男女共同参画課

２　DVやハラ
スメントのない
社会をつくりま

しょう

市職員の女性管理職（課長補佐
以上）の割合

人事課

１　一人ひとり
の人権が尊重
される社会を
つくりましょう

人権同和・男女共同参画課
男女の地位が「平等」と回答した
人の割合

部長副部長　11.6％
（R2）

課長　14.1％
（R2）

課長補佐　42.4％
（R2）

各項目の数値は以下のとおり

3

2

65.1％
(R1)

44.1％
(R1)

43.0％
(R1)

５　生涯にわた
る健康生活を
充実させましょ

う

４　地域で，防
災で，男女共同
参画をすすめ

ましょう

10
（H30）

18.8％
（R1）

11

３　家庭や働く
場においてジェ
ンダー平等を
実現しましょう
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２ 施策（基本目標）に対する取組状況 

 令和４年度は，５つの基本目標に沿った取組として，20の担当課で57の個別事業を実施しました。（５ペ

ージ）。個別事業の取組状況については，事業担当課にて自己評価（点検・評価）を行っています（個別事

業実施状況報告（点検シート）12～68ページ）。 

 令和４年度の事業担当課の自己評価をみると，評価 Ａ「目標達成」が26事業（45.6％），評価Ｂ「目標を

概ね達成」が23事業（40.4％）となり，評価Ａと評価Ｂを合わせた割合は86.0％となっています（下表２）。 

 また，個別事業の取組状況については高知市男女共同参画推進委員会が評価（点検）を行い，各基本目

標の進捗状況について意見・提言を行いました（６～11ページ）。 

令和４年度の個別事業の取組状況（表２） 

A（目標達成） B（概ね達成） C（少し下回った） D（大きく下回った） 

基本目標１ 
9 4 1 0 

64.3% 28.6% 7.1% 0.0% 

基本目標２ 
8 5 0 0 

61.5% 38.5% 0.0% 0.0% 

基本目標３ 
2 8 3 0 

15.4% 61.5% 23.1% 0.0% 

基本目標４ 
4 1 2 0 

57.1% 14.3% 28.6% 0.0% 

基本目標５ 
3 5 2 0 

30.0% 50.0% 20.0% 0.0% 

全体 
26 23 8 0 

45.6% 40.4% 14.0% 0.0% 
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基本目標 取組の方向性
事業
№  事業・取組 担当課

事業費
（千円）

合計
（千円）

関連す
る数値
目標

数値目標

1 男女共同参画の日「８月１日」事業 人権同和・男女共同参画課 48 ③

2 広報・啓発と情報発信（市民等向け） 人権同和・男女共同参画課 5 ③

3 広報・啓発と情報発信（庁内向け） 人権同和・男女共同参画課 125 ③

4 多様な性のあり方を尊重する取組の推進 人権同和・男女共同参画課 0 ③

5 レインボースクール 人権・こども支援課 167 ③

6 学校における男女平等教育の推進 人権・こども支援課 0 ③

7 健康教育（性に関する指導）の推進 学校教育課 0 ③

8 市職員に対する研修 人事課 100 ③

9 ソーレにおける広報・啓発及び情報提供 ソーレ 5,464 ③

10 男のセルフマネジメント講座 ソーレ 127 ③

11 審議会等の女性登用の推進 人権同和・男女共同参画課 0 ①

12 各役職段階に占める女性職員の割合の向上 人事課 0 ②

13 女性リーダーの育成 ソーレ 424 ③

14 政治分野への女性の参画に関する情報の提供・啓発 ソーレ ー ③

15 人権啓発の推進 人権同和・男女共同参画課 1,457 ⑤

16 ＤＶ防止啓発 人権同和・男女共同参画課 0 ⑤

17 ＤＶ・デートＤＶに関する啓発及び情報提供 ソーレ 346 ⑤

18 児童虐待予防推進事業 子ども家庭支援センター 837 ⑤

19 情報モラル教育の推進 少年補導センター 574 ⑤

20 人権全般における相談体制の充実 人権同和・男女共同参画課 48 ④

21 ＤＶ等被害者支援ネットワーク会議の連携強化 人権同和・男女共同参画課 0 ④

22 相談事業（ＤＶに関するもの） ソーレ 0 ④

23 相談体制の充実 ソーレ 654 ④

24 ハラスメント防止研修 人事課 0 ⑥

25 ＳＯＧＩ職員研修 人権同和・男女共同参画課 69 ⑥

26 出前講座 ソーレ 58 ⑥

27 性的少数者に関する電話相談 ソーレ 156 ー

28 男女共同参画推進企業表彰 人権同和・男女共同参画課 20 ⑧

29 男性職員の子育て参加の促進 人事課 0 ⑨

30 「高知市労働ニュース」の充実・情報提供の拡充 産業政策課 9 ー

31 男性対象家事の基礎講座の開催 ソーレ 163 ー

32 地域の子育て支援・子育て相談 子ども育成課 118,639 ⑪

33 ファミリー・サポート・センター事業 子ども育成課 12,767 ー

34 多様な保育サービスの充実 保育幼稚園課 41,583 ⑦

35 生活支援サービスの充実 基幹型地域包括支援センター 279 ⑪

36 高知市職員の技術職に占める女性の割合の向上 人事課 0 ⑩

37 ひとり親家庭等の相談及び就業自立支援 子育て給付課 6,154 ー

38 雇用促進・就労支援 産業政策課 17,138 ー

39 女性消防吏員増加に向けた取組 消防局総務課 0 ー

40 女性のための就業支援講座 ソーレ 592 ⑫

41 地域コミュニティ再構築事業 地域コミュニティ推進課 7,448 ⑫

42 スポーツ指導者の育成 スポーツ振興課 218 ⑫

43 消防団の充実強化 消防局総務課 0 ⑫

44 女性のチャレンジ・エンパワーメント支援 ソーレ 191 ⑫

45 避難所運営体制の整備 地域防災推進課 1,513 ー

46 れんけいこうち防災人づくり塾 防災政策課 6,828 ⑬

47 女性防災プロジェクト ソーレ 553 ⑬

48
さまざまな世代やライフスタイルに応じた健康づく
りのための講座等の開催

基幹型地域包括支援センター 28,845 ⑭

49 生涯学習活動の促進 文化振興課 ー ⑭

50 スポーツ推進事業 スポーツ振興課 1,381 ⑭

51 がん検診 健康増進課 89,646 ⑮⑯

52 成人歯周病検診 健康増進課 2,672 ⑭

53 こころの相談窓口 健康増進課 262 ⑭

54 思春期保健事業 母子保健課 0 ー

55 妊娠・出産期等の支援 母子保健課 1,798 ⑰

56 幼児健診 母子保健課 23,289 ⑰

57 相談事業 ソーレ 1,756 ⑭

　

地
域
で
、

防
災

 

で
、

男
女
共
同

参
画
を
す
す
め

ま
し
ょ

う

（ア）地域活動におけ
る女性の参画の促進

⑫高知市における自治会長
に占める女性の割合

16.0％　→　25％以上

⑬防災士認定登録者に占め
る女性の割合

30.2％　→　50％以上（イ）防災分野におけ
る女性の参画の促進

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
生
活

を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ

う

（ア）あらゆるライフ
ステージにおける心と
体の健康支援

⑭健康寿命（65歳の平均自
立期間）

男性 17.47年／女性
20.97年　→　男性
18.27年／女性 21.77年

⑮子宮頸がん検診受診率
15.1％　→　20％以上

⑯乳がん検診受診率
18.8％　→　　22％以上

⑰低出生体重児出生率
10％　→　9.4％以下

149,649

8,894

7,857

　

Ｄ
Ｖ
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う

（ア）ＤＶ・性犯罪等
暴力を根絶するための
啓発の充実 ④ＤＶについて誰（どこ）に

も相談しなかった人の割合
65.1％　→　30％以下

⑤ＤＶを内容まで知ってい
ると答えた人の割合

44.1％　→　70％以上

⑥セクシュアル・ハラスメン
トを内容まで知っていると
答えた人の割合

43.0％　→　70％以上

（イ）ＤＶ・性犯罪等
暴力の被害者への支援

（ウ）あらゆるハラス
メントを防止するため
の啓発の充実

3,214

702

283

 

家
庭
や
働
く
場
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
実
現
し
ま
し
ょ

う

（ア）ワーク・ライ
フ・バランスの推進

⑦待機児童数
26人　→　０人

⑧高知市男女共同参画推進
企業表彰の表彰企業数

３社　→　毎年３社以上

⑨高知市男性職員の育児休
業取得率

9.9％　→　36％以上

⑩高知市職員の技術職に占
める女性の割合
9.4％　→　15％以上

⑪社会資源「集いの場」状況
630　→　705以上

（イ）育児・介護にお
ける多様なニーズに対
応した支援の拡充

（ウ）女性活躍の推進

192

173,268

23,884

高知市男女共同参画推進プラン2021 令和４年度事業一覧

～　めざす将来像　「ジェンダー平等社会の実現」　～

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ

う

（ア）多様な性の尊重
と固定的な役割分担意
識の解消

①市の審議会等で女性がい
ない審議会数

13会→０会

②市職員の女性管理職（課
長補佐以上）の割合

部長副部長　11.6％　→
14％以上

課長　　　14.1％　→
22％以上

課長補佐　42.4％　→
45％以上

③男女の地位が「平等」と回
答した人の割合（全8項目）
→ 増加（社会全体 25％以
上ほか全8項目）

（イ）政策，方針決定
過程における男女平等
の促進

6,036

424

１

２

３

４

５
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【令和４年度】　高知市男女共同参画推進プラン2021　年次報告表

【指標の現状値】

５年度
（中間年度）

個別事業（No.１～14）の取組状況は12～25ページ

％

７年度

会
〔　　会〕

％

％

％

―

６年度

会
〔　　会〕

％

％

％

13会
〔120会〕

9.5%

課長補佐

21.6%

44.8%

会
〔　　会〕

％11.4%

％

％

15会
〔115会中〕

個
別
事
業

　地道な広報，研修などの方策に加え，次のような観点での取組も検討されたい。
１　子ども期の教育の重要性を念頭に置き，高知市立の学校，教育施設に対し，ジェンダー平等教育推進へ
の協力依頼や情報提供等，必要な支援を積極的に行うこと。中核市である高知市のリーダーシップに期待
する。
２　審議会委員に適した女性委員の育成，情報収集などの取組によって女性委員の登用をより強力に進め
るとともに，登用された女性委員が少数派になることについての不安を解消できるような手立て（同時に
複数の女性委員を登用するなど。）も講じていくこと。
３　政治分野，行政分野等の各分野において，男女共同参画実現に向けた取組を牽引できるような女性リー
ダーを長期的視点で養成する方策の充実・強化。

45％以上
【44％以上】

増加

22％以上
【19％以上】

39.2%

15.7%

指
標

最終目標
【中間目標】

0会以下
【５会以下】

指標

24会
〔138会中〕

―

計画策定時
（R元年度）

３年度

―

（ア） 多様な性の尊重と固定的な役割分担意識の解消

① 市民に向けてＳＯＧＩやジェンダー平等について広報・啓発を行います。
② 児童生徒の発達段階に応じた男女平等，男女共同参画についての教育を行います。
③ 家庭・職場・学校・地域で，ジェンダー平等の学習会・研修会等を実施します。
④ 市民意識調査を実施し，男女共同参画に関する実態把握を行います。
⑤ ソーレ等と連携し，積極的な情報提供，啓発活動を実施します。

推進委員会からの意見・提言

取
組
の
方
向
性

(イ) 政策，方針決定過程における男女平等の促進

① 積極的に女性の登用を促すよう，庁内外に働きかけをしていきます。
② 女性が政治の場へ参画する一歩となるような人材育成に取り組みます。
③ ソーレ等と連携し，女性リーダー養成にむけた講座・研修会を実施します。
④ 政治分野への女性の参画に関する情報の提供・啓発を行います。

8.9%

19.1%

46.8%

―

市の審議会等で女性委員がいない審議
会数

市職員の女性管理職
（課長補佐以上）の割
合

男女の地位が「平等」と回答した人の割
合

部長副部長

課長

４年度

社会全体
15.3％
他７項目

14％以上
【13％以上】

一人ひとりの人権が尊重される社会をつくりましょう1
基本目標
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【令和４年度】　高知市男女共同参画推進プラン2021　年次報告表

【指標の現状値】

個別事業（No.15～27）の取組状況は26～38ページ

（ア） DV・性犯罪等暴力を根絶するための啓発の充実

① 人権尊重の意識を高めるよう，関係機関と連携し，予防啓発を行います。
② 若年層を対象としたDV防止等の啓発を強化していきます。

個
別
事
業

推進委員会からの意見・提言

　ＤＶやハラスメントに関する情報へのアクセスを容易にする方策として，ＩＴを駆使する情報発信やオンライ
ン研修などの取組が進められており，その成果が出てきていることは評価できる。想定される被害者の中
には，声をあげられない人も多く含まれていると考えられる。このような被害者にも届くことを念頭に置
き，今後も取組を進めていただきたい。
　また，このような啓発事業に加え，相談，支援体制をより一層充実させ，広く周知していく方策についても
引き続き工夫されたい。

（イ） DV・性犯罪等暴力の被害者への支援

① 相談窓口の周知を図ります。
② 関係機関との連携を強化し，DV等暴力の被害者が安心して相談，支援を受けられる体制を充実していきます。

DVを内容まで知っていると答えた人の割
合

セクシュアル・ハラスメントを内容まで知っ
ていると答えた人の割合

44.1% ― ― ―

43.0% ― ― ―

― ％ ―
30%以下

【－】

70％以上
【－】

％ ―
70％以上

【－】

―

取
組
の
方
向
性

(ウ) あらゆるハラスメントを防止するための啓発の充実

① ハラスメントを正しく理解するための広報・啓発を行います。
② 相談窓口の周知を含めた相談体制を充実させます。
③ 市職員等を対象とした各種ハラスメント研修を実施します。

指
標

指標
計画策定時
（R元年度）

３年度 ４年度
５年度

(中間年度)
６年度 ７年度

最終目標
【中間目標】

DVについて誰（どこ）にも相談しなかった
人の割合

65.1% ― ―

％

DVやハラスメントのない社会をつくりましょう2
基本目標
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【令和４年度】　高知市男女共同参画推進プラン2021　年次報告表

【指標の現状値】

推進委員会からの意見・提言

　家事，育児，看護，介護については女性が担うものという古い固定的性別役割意識がいまだ残っており，男女
が同じように働いても，職場におけるキャリア形成に事実上の男女差が生じ，さらには，昇進に向けた女性の意
欲の喪失につながるという状況がある。このことがジェンダー平等の達成のみならず，社会における人材の豊か
さと働きやすさを阻害しているとの問題意識を持ち，改善に向けた取組を進めていくべきである。家事・子育
て・介護等は夫婦が同じように担うものという，職場風土，社会風土の形成に向けた全階層向けの教育体制，研
修体制の充実を目指していく必要がある。
　また，特に女性が少ないとされる技術系分野については，高知市の技術系職員と委託先企業が，技術系にか
かわる人材の多様性の課題と，技術系男性のワーク・ライフ・バランスの課題を共有し，その解決に向けて一緒に
議論することなども考えられる。そのことは，ジェンダー平等の達成はもちろん，高知市の技術職の人材の豊か
さと働きやすさにつながるのではないか。

高知市職員の技術職に占める女性の割合

社会資源「集いの場」状況

9.1% 11.4% 11.3% ％ ％ ％
15％以上

【12%以上】

630 610 602

％
36％以上

【22%以上】

個
別
事
業

高知市男性職員の育児休業取得率 9.9% 17.9% 32.4% ％ ％

705以上
【675以上】

個別事業（No.28～40）の取組状況は39～51ページ

社 社
毎年3社以上

【毎年3社以上】

11人 3人 人 人 人

高知市男女共同参画推進企業表彰の表彰企業
数

3社 8社 6社 社

取
組
の
方
向
性

（ア） ワーク・ライフ・バランスの推進

① 男性の家事・育児・介護への参画を促進・支援します。
② 市の男性職員の育児休業等の取得率の向上をめざします。
③ 労働者の意識改革につながる働きやすい職場環境づくりを支援します。

（イ） 育児・介護における多様なニーズに対応した支援の拡充

① 男性も女性も子育てしながら，仕事との両立を図ることができるよう，多様な保育サービスの充実を図ります。
② 子育て支援体制の充実を図ります。
③ 介護をとりまく環境整備を支援します。

(ウ) 女性活躍の推進

① 職業能力の開発のための講座や，再就職のための就労相談を行います。
② ひとり親家庭の相談及び就業による自立を支援します。
③ 市の女性職員の職域拡大を推進します。

指
標

指標
計画策定時
（R元年度）

３年度 ４年度
５年度

(中間年度)
６年度 ７年度

最終目標
【中間目標】

待機児童数 34人
0人

【10人以下】

家庭や働く場においてジェンダー平等を実現しましょう3
基本目標
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【令和４年度】　高知市男女共同参画推進プラン2021　年次報告表

【指標の現状値】

個別事業（No.41～47）の取組状況は52～58ページ

推進委員会からの意見・提言

　女性防災プロジェクトのような動きは，全国的にも珍しく，高く評価できる一方で，男性が地域の防災活動の中心を担
う場面はまだまだ多い。男女とも，地域や防災活動に支障なく参加しやすいような環境を整備していくことが必要であ
る。具体的には，学校などに働きかけて，地域の防災活動に若年層を誘い込むことで性別のバランスを改善する方策が
考えられる。
　また，自主防災組織や自治会長といった地域の指導的地位に占める女性の割合を調査して数値目標を設定するとと
もに，その割合が低いという現状を強力に転換していく方策として，性別，年齢層などの複数の観点から多様な参画を
実現している組織（地域・防災組織）に補助金配分で重点支援をしていくことも考えられる。
　このような実効性ある取組を進めていくことで，地域・防災分野においても女性リーダーの育成が進むことが期待さ
れる。

25%以上
【22%以上】

防災士認定登録者に占める女性の
割合

30.2% 30.9% 34.1% % % %
50%以上

【40%以上】

15.4% 14.1% % % %

個
別
事
業

取
組
の
方
向
性

（ア） 地域活動における女性の参画の促進

① 男女を問わず，幅広い世代の市民の参画により，地域活動等の活性化を支援します。
② ソーレ等と連携し，地域や社会活動における女性リーダーを育成するための講座等を開催します。

（イ） 防災分野における女性の参画の促進

① 女性の視点による防災対策を強化します。
② 防災に関する地域の女性リーダーの育成・増加を図ります。

指
標

指標
計画策定時
（R元年度）

３年度 ４年度
５年度

（中間年度）
６年度 ７年度

最終目標
【中間目標】

自治会長に占める女性の割合 13.7%

地域で，防災で，男女共同参画をすすめましょう4
基本目標
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【令和４年度】　高知市男女共同参画推進プラン2021　年次報告表

取
組
の
方
向
性

【指標の現状値】

推進委員会からの意見・提言

9.4以下
【9.5以下】

個
別
事
業

　出産・育児については色々なサポートや休暇も知られていて活用しやすくなってきているが，介護に当たる職員のため
の諸制度についてもより一層の充実を求める。
　また，生涯にわたる健康生活の充実のためには，競技スポーツだけでなく，誰もが気軽に行うことができるウォーキン
グ等で健康を保持・増進することが効果的である。通勤・通学，日常の散歩においても歩道は必須であるので，女性や高
齢者，子どもなどが安心して歩くことのできる幅のある平坦な歩道の整備等「安心して歩けるまちづくり」をぜひ目指し
てほしい。

個別事業の取組状況（No.48～57）は59～68ページ

14.2% 16.1%

乳がん検診受診率 18.8% 17.3% 19.0%

（ア） あらゆるライフステージにおける心と体の健康支援

① さまざまな世代やライフスタイルに応じた健康づくりのための講座等を開催します。
② 男女ともに健康を保持・増進することができるよう，支援活動を行います。
③ こころの健康づくりについて普及・啓発を行います。
④ 心身の発育・発達と性に関する教育を行います。
⑤ 女性特有のがん検診受診率向上に向けた取組を行います。
⑥ 妊娠期から子育て期に至るまでの切れ目ない支援を行います。

指
標

指標
計画策定時
（R元年度）

３年度 ４年度
５年度

（中間年度）
６年度 ７年度

最終目標
【中間目標】

健康寿命（65歳の平均自立期間）
男性17.47年
女性20.97年

男性17.65年
女性21.39年

男性17.68年
女性21.89年

男性　　　年
女性　　　年

男性　　　年
女性　　　年

男性　　　年
女性　　　年

男性18.27年
女性21.77年
【男性17.71年
女性21.21年】

%
22%以上
【20%以上】

低出生体重児出生率（出生百対）
10.0
（H29）

11.1

（H31）

9.8

（R2）

%

%
20%以上
【17%以上】

% %

%

子宮頸がん検診受診率 15.1%

生涯にわたる健康生活を充実させましょう5
基本目標
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【令和４年度】　高知市男女共同参画推進プラン2021　年次報告表

〔目標の明確化，シンプル化について〕
・ 目標項目が多すぎるとその重要性や責任が曖昧になり，目標未達の原因がつかみづらくなるのでは考える。５年,10
年事業を継続的に推進し，目標未達のないように努力すべきである。

・ 男女共同参画について，私は男女平等の実現と認識していた。今回説明を受け，資料を読んで，広義に解釈すれば何
にでも当てはまるものだと再認識した。様々な人権課題に取り組む中で男女共同参画としての目標がぼやけることを懸
念する。

・ 何のためにその事業を行っているか，その実際の効果検証に注力できればもっと良いものになっていくと思われる。

〔評価対象事業の絞り込みについて〕
・ 全庁をあげてジェンダー平等を意識した取組は重要だと思うが，市役所の恒常業務として当然やるべき事項と，男女
共同参画推進プラン「ジェンダー平等社会の実現」のために，特に重点的に取り組む目標を区別しても良いのではない
か。

・ 様々な経緯で絞り込まれてきた事業数ではあるが，カテゴリを整理して「戦略的に展開する事業」に絞り込んでもよい
のではないか。

〔重点項目について〕
◎ 高知市役所における実現
・ 幹部職員への女性登用等，市として方針決定しているので，様々な課題はあると思うが，市だけで実施できることは
早急に実現してほしい。

・ 庁内向け，庁外向け，児童・生徒向けの事業を区分しても良いのではないか。庁内向けの目的は，市民の模範となる体
制を構築すること。児童・生徒向けは将来の大人に対する早期の啓発である。一番難しいのは庁外の成人によって構成
されている社会であるが，企業ごとの事情もあり，簡単ではないと思う。これら３分野を同時進行するのではなく，手を
付けやすい庁内の体制及び意識改革と児童・生徒向け啓発活動でまずは目に見える成果を出していく，というように進
めることについて考えてはどうか。

◎学校での教育体制の充実
・ 教育が果たす役割は大きい。学校への出前授業も大事だが，意欲ある教員を募り，育成することも考えては。女性防
災プロジェクト（事業No.47）のような，教員の中にジェンダーのエキスパートを育成していくことも重要と考える。

・ ジェンダー平等社会の実現には学校における教育が重要であるが，十分な授業時間が確保できない状況で，どのよ
うにして子どもたちに理解させ，行動できる人間への成長につなげるかが課題。学校でも家庭でもこの分野の教育に熱
心になっていくための強力な仕組みが必要ではないか。

〔その他〕
・ 選択的夫婦別姓が社会問題として議論されている中においては，委員委嘱書についても旧姓の使用が認められるべ
きと考える。ジェンダー平等を推進していく高知市として多様性の視点から検討を求めたい。

　全体に関すること

推進委員会からの意見・提言
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特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

R
6

R
7

【
課

題
等

】
・
今

後
，
年

代
に

応
じ

た
情

報
発

信
を

行
っ

て
い

く
こ

と
は

良
い

こ
と

と
思

う
。

・
パ

ネ
ル

展
等

の
来

場
者

数
や

内
容

に
対

す
る

意
見

，
感

想
等

が
分

か
ら

な
い

。
・
そ

の
時

に
市

役
所

や
図

書
館

に
行

か
な

け
れ

ば
展

示
を

み
る

こ
と

は
な

い
。
S
N
S
を

活
用

す
べ

き
。
写

真
や

動
画

に
し

て
，
イ

ン
ス

タ
や

Y
o
uT

ub
e
で

公
開

し
，

フ
ォ

ロ
ワ

ー
も

増
や

せ
る

よ
う
宣

伝
す

べ
き

。
市

民
の

関
心

を
集

め
る

き
っ

か
け

に
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
男

女
共

同
参

画
推

進
に

関
す

る
啓

発
作

品
応

募
数

　
3
0
0
点

以
上

を
維

持
す

る
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
　
ほ

か
全

８
項

目
増

加

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等 オ
ー
テ
ピ

ア
高
知

図
書
館

で
の
図

書
企

画
展

R
4
【
N
o
.1
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

多 様 な 性 の 尊 重 と 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 の 解 消

2
広

報
・
啓

発
と

情
報

発
信

（
市

民
等

向
け

）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

1
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
・令

和
４
年

度
に

開
始

し
た

課
公

式
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

を
中

心
に

S
N
S
や

パ
ネ

ル
展

示
等

，
引

き
続

き
様

々
な

手
段

に
よ

る
啓

発
を

行
い

，
タ

ー
ゲ

ッ
ト
を

意
識

し
た

に
効

果
的

な
啓

発
が

行
え

る
よ

う
努

め
る

。

R
5

R
6

R
7

　
様

々
な

ツ
ー

ル
を

用
い

て
男

女
共

同
参

画
や

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
，
多

様
な

性
に

関
す

る
視

点
を

社
会

に
広

げ
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
コ

ロ
ナ

禍
が

少
し

落
ち

着
い

て
き

た
た

め
，
出

前
講

座
の

依
頼

が
増

加
し

た
。

・
パ

ネ
ル

展
を

行
う
際

に
は

，
市

広
報

紙
や

課
In
st

ag
ra

m
，
庁

内
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

等
で

情
報

発
信

を
行

い
，
広

い
広

報
に

努
め

た
。

・
イ

オ
ン

モ
ー

ル
高

知
で

の
パ

ネ
ル

展
，
高

知
市

総
合

防
災

訓
練

で
の

ブ
ー

ス
出

展
な

ど
庁

外
で

の
啓

発
を

強
化

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
市

民
や

企
業

に
向

け
て

男
女

共
同

参
画

や
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

，
多

様
な

性
に

関
す

る
啓

発
，
情

報
発

信
や

学
習

機
会

の
提

供
を

行
う

。
<
市

民
向

け
啓

発
>
パ

ネ
ル

展
，

出
前

講
座

等
<
企

業
向

け
啓

発
>
啓

発
紙

の
作

成
・配

布
，
に

じ
い

ろ
の

ま
ち

宣
言

賛
同

企
業

の
募

集
等

<
情

報
発

信
>

 市
広

報
紙

，
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

に
よ

る
広

報
，

啓
発

動
画

の
作

成
◆

男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら
の

目
的

・
パ

ネ
ル

展
６
回

（
男

女
共

同
参

画
，
L
G
B
T
，
国

際
女

性
デ

ー
な

ど
）

・
高

知
市

総
合

防
災

訓
練

で
の

ブ
ー

ス
出

展
・
出

前
講

座
等

1
8
回

（
地

域
，
学

校
，
市

職
員

，
企

業
な

ど
　
延

べ
1
,1

1
6
名

参
加

）

自
課

評
価

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】
・

事
業

費
が

市
民

向
け

が
少

な
く
，
庁

内
向

け
が

多
い

の
は

腑
に

落
ち

な
い

点
が

あ
る

。

担
当

課
人

権
同

和
・
男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

3
2
7

5
【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

，
多

様
な

性
に

関
す

る
パ

ネ
ル

展
を

年
１
回

以
上

開
催

す
る

。
・
要

請
に

応
じ

て
出

前
講

座
講

師
を

派
遣

す
る

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
　
ほ

か
全

８
項

目
増

加

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

R
4
【
N
o
.2
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
庁

内
向

け
掲

示
板

で
の

情
報

発
信

・
男

女
共

同
参

画
推

進
本

部
部

局
推

進
員

会
の

活
動

を
行

う
。

・ミ
ニ

フ
ラ

ッ
グ

，
ピ

ン
バ

ッ
ジ

等
で

A
L
L
Y
（ア

ラ
イ

）
の

見
え

る
化

を
推

進
さ

せ
る

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
　
ほ

か
全

８
項

目
増

加

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

担
当

課
人

権
同

和
・
男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

8
4
5

1
2
5

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

【
課

題
等

】
・
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
は

児
童

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

啓
発

の
た

め
の

有
効

な
教

材
に

な
る

の
で

，
効

果
的

な
活

用
法

の
工

夫
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。
た

と
え

ば
，
事

業
N
o
.5

の
レ

イ
ン

ボ
ー

ス
ク

ー
ル

実
施

の
事

前
ま

た
は

事
後

指
導

に
活

用
す

る
と

，
児

童
が

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
に

つ
い

て
深

く
考

え
る

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
，
初

任
者

研
修

や
教

職
員

の
研

修
団

体
な

ど
で

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
を

活
用

し
た

指
導

法
を

紹
介

し
て

も
ら

い
，
広

く
教

職
員

に
存

在
を

広
め

る
こ

と
も

有
効

で
は

な
い

か
と

思
う
。

・事
業

費
が

市
民

向
け

が
少

な
く
，
庁

内
向

け
が

多
い

の
は

腑
に

落
ち

な
い

点
が

あ
る

。

　
庁

内
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

意
識

の
浸

透
，
多

様
な

性
の

あ
り
方

に
つ

い
て

の
理

解
促

進
を

図
る

こ
と

で
，
そ

れ
ら

に
配

慮
し

た
施

策
の

実
施

に
つ

な
げ

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
男

女
共

同
参

画
推

進
本

部
部

局
推

進
員

会
の

活
動

報
告

を
男

女
共

同
参

画
推

進
本

部
本

部
会

，
幹

事
会

の
他

に
，
掲

示
板

に
も

掲
載

す
る

こ
と

で
，
庁

内
全

体
に

男
女

共
同

参
画

の
意

識
の

浸
透

を
図

っ
た

。
・
活

動
し

た
部

局
推

進
員

か
ら

，
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
視

点
に

つ
い

て
理

解
が

深
ま

っ
た

と
の

声
が

あ
り
，
庁

内
に

お
け

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

の
理

解
促

進
に

寄
与

で
き

て
い

る
。

・
職

員
が

に
じ

い
ろ

の
ま

ち
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

を
モ

チ
ー

フ
に

し
た

ピ
ン

バ
ッ

ジ
を

身
に

付
け

，
A
L
L
Y
の

見
え

る
化

の
取

組
を

継
続

し
た

。

　
庁

内
向

け
啓

発
・
情

報
発

信
を

通
じ

，
男

女
共

同
参

画
や

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
，
多

様
な

性
に

つ
い

て
の

意
識

の
浸

透
を

図
る

。
・
庁

内
向

け
掲

示
板

に
よ

る
情

報
発

信
・
男

女
共

同
参

画
推

進
本

部
部

局
推

進
員

会
の

活
動

推
進

・Ａ
L
L
Y
（ア

ラ
イ

）の
見

え
る

化
推

進

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

・
庁

内
向

け
掲

示
板

で
パ

ネ
ル

展
や

ソ
ー

レ
の

講
座

等
に

関
す

る
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

・
男

女
共

同
参

画
推

進
本

部
部

局
推

進
員

会
の

活
動

と
し

て
「
多

様
な

性
の

尊
重

と
固

定
的

な
役

割
分

担
意

識
の

解
消

に
向

け
た

若
年

層
へ

の
啓

発
」
を

テ
ー

マ
に

，
小

学
生

向
け

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
啓

発
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
を

作
成

し
た

（
全

5
回

の
活

動
）
。

・職
員

研
修

等
で

ピ
ン

バ
ッ

ジ
等

を
配

布
し

，
A
L
L
Y

の
見

え
る

化
を

進
め

た
。

自
課

評
価

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
・引

き
続

き
，
庁

内
向

け
掲

示
板

で
の

情
報

発
信

と
，

男
女

共
同

参
画

推
進

本
部

部
局

推
進

員
会

の
活

動
（
テ

ー
マ

：
防

災
分

野
に

お
け

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

）
を

行
う
。

・
A
L
L
Y
の

見
え

る
化

推
進

に
つ

い
て

，
ピ

ン
バ

ッ
ジ

，
ミ

ニ
フ

ラ
ッ

グ
以

外
の

方
法

も
検

討
す

る
。

R
5

R
6

R
7

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

多 様 な 性 の 尊 重 と 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 の 解 消

3
広

報
・
啓

発
と

情
報

発
信

（
庁

内
向

け
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

1
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

小
学
生
向

け
ジ
ェ

ン
ダ
ー

平
等

R
4
【
N
o
.3
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

多 様 な 性 の 尊 重 と 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 の 解 消

4
多

様
な

性
の

あ
り
方

を
尊

重
す

る
取

組
の

推
進

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

1
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
・
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

登
録

制
度

に
つ

い
て

の
周

知
を

図
る

と
と

も
に

，
引

き
続

き
適

切
な

運
用

に
つ

い
て

努
め

る
。

R
5

R
6

R
7

　
生

物
学

的
な

性
別

，
性

自
認

，
性

的
指

向
に

関
わ

ら
ず

，
個

人
と

し
て

尊
重

さ
れ

，
そ

の
個

性
と

能
力

を
発

揮
す

る
機

会
が

確
保

さ
れ

る
社

会
づ

く
り
を

目
指

す
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

登
録

制
度

の
活

用
が

で
き

る
行

政
サ

ー
ビ

ス
一

覧
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
こ

と
で

，
登

録
す

る
こ

と
の

メ
リ
ッ

ト
を

発
信

し
た

。
・
申

請
時

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
配

慮
，
手

続
き

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
へ

の
対

応
等

，
適

切
に

実
施

で
き

た
。

・
県

内
市

町
村

等
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

制
度

導
入

検
討

時
の

問
い

合
わ

せ
や

視
察

に
対

応
し

た
。

・
高

知
市

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

登
録

制
度

の
運

用 ◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

・R
５
.３

.３
１
時

点
登

録
件

数
　
 1

6
件

（う
ち

R
４
年

度
件

数
　
５
件

）
自

課
評

価

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】

担
当

課
人

権
同

和
・
男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

0
0

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
高

知
市

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

登
録

制
度

の
適

切
な

運
用

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
ほ

か
全

８
項

目
増

加

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

R
4
【
N
o
.4
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
児

童
・
生

徒
か

ら
肯

定
的

な
評

価
を

得
て

，
実

施
申

請
校

も
増

加
し

て
お

り
，
一

定
効

果
が

あ
る

と
思

う
。
申

請
が

あ
っ

た
全

校
は

も
と

よ
り
，
申

請
の

無
い

学
校

に
も

働
き

か
け

て
実

施
で

き
た

ら
良

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う
。

【
課

題
等

】
・
子

ど
も

の
小

学
校

で
講

演
が

あ
っ

た
。

参
観

日
と

し
て

保
護

者
も

一
緒

に
聴

講
す

る
機

会
に

恵
ま

れ
た

。
会

で
も

出
て

い
た

が
，

実
施

す
る

学
校

数
は

増
や

し
て

い
け

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

・
当

事
者

か
ら

聞
く
話

は
，

テ
キ

ス
ト
や

資
料

で
学

ぶ
よ

り
大

き
な

効
果

が
あ

る
の

で
，

こ
れ

か
ら

の
若

い
世

代
の

啓
発

の
た

め
に

は
す

ば
ら

し
い

取
組

だ
と

思
う

。
年

８
回

程
度

の
実

施
で

は
市

内
全

校
へ

の
派

遣
は

長
期

に
及

ぶ
こ

と
に

な
る

。
ま

た
，

よ
り
理

解
を

定
着

さ
せ

る
た

め
に

１
回

だ
け

で
は

な
く
継

続
し

た
教

育
（
小

中
で

１
回

ず
つ

実
施

）
が

必
要

な
の

で
，

講
師

の
増

員
や

実
施

校
・
リ
ピ

ー
ト
校

を
増

や
す

た
め

に
，

よ
り
多

く
の

予
算

化
に

取
り
組

ん
で

ほ
し

い
。

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

多 様 な 性 の 尊 重 と 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 の 解 消

5
レ

イ
ン

ボ
ー

ス
ク

ー
ル

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

1
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

自
課

評
価

R
6

R
7

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
　
学

校
か

ら
の

申
請

は
年

々
増

加
し

て
お

り
，
児

童
・生

徒
の

感
想

文
か

ら
も

肯
定

的
評

価
を

得
て

い
る

。
毎

年
新

た
な

児
童

・
生

徒
・
保

護
者

へ
の

教
育

・
啓

発
が

必
要

で
あ

り
，
一

度
実

施
し

て
終

わ
り
で

は
な

く
，
継

続
し

た
学

び
の

機
会

の
提

供
が

望
ま

れ
て

い
る

。
　

本
事

業
の

初
年

度
（
R
2
）
へ

の
申

請
が

1
2
校

，
２
年

目
(R

３
)は

1
5
校

，
３
年

目
と

な
る

今
年

度
は

2
5
校

と
年

を
追

う
ご

と
に

，
申

請
を

す
る

学
校

が
増

加
し

て
い

る
。

ま
た

，
２

年
目

は
６
校

，
３
年

目
は

1
0
校

の
リ
ピ

ー
トで

の
申

請
が

あ
る

。
　

こ
れ

ら
の

状
況

を
踏

ま
え

，
よ

り
多

く
の

児
童

生
徒

，
保

護
者

へ
の

啓
発

を
進

め
る

た
め

，
木

～
金

の
午

前
，

午
後

の
４
コ

マ
を

年
２
回

，
計

８
コ

マ
（
８
校

）
で

実
施

し
て

い
る

本
事

業
を

，
土

曜
に

も
開

催
で

き
る

よ
う
に

し
，
1
2
コ

マ
（1

2
校

）
で

授
業

や
講

演
等

を
開

催
で

き
る

よ
う

予
算

措
置

の
要

望
を

行
い

，
令

和
５
年

度
実

施
の

予
定

。
　

県
内

に
お

い
て

自
身

の
経

験
に

基
づ

き
，

啓
発

や
講

演
活

動
に

携
わ

る
方

は
ま

だ
ま

だ
少

数
で

あ
る

。
今

後
も

引
き

続
き

県
内

在
住

の
性

的
指

向
・
性

自
認

に
関

わ
る

団
体

の
方

と
の

連
携

も
行

い
，

よ
り
多

く
の

児
童

生
徒

，
保

護
者

へ
の

学
び

や
啓

発
に

つ
な

げ
た

い
。

R
5

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

　
性

的
指

向
・
性

自
認

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

の
で

き
る

講
師

に
つ

い
て

の
相

談
や

，
中

学
校

進
学

に
向

け
て

の
制

服
の

問
題

で
悩

む
児

童
に

対
す

る
各

学
校

等
か

ら
の

相
談

も
増

え
て

き
て

い
る

。
　
令

和
４
年

度
は

，
実

施
予

定
8
校

に
対

し
，
2
5
校

か
ら

応
募

が
あ

っ
た

。
　
5
･6

年
保

健
体

育
科

に
お

い
て

，
性

的
指

向
・
性

自
認

に
つ

い
て

の
記

述
が

あ
り
，
子

ど
も

た
ち

は
毎

年
，
進

学
・

進
級

し
新

し
く
学

ぶ
内

容
で

あ
る

。

　
外

部
講

師
を

派
遣

し
，
教

職
員

・
保

護
者

・
児

童
生

徒
が

「
性

の
多

様
性

」
に

つ
い

て
学

ぶ
場

を
提

供
す

る
。

　
ト
ラ

ン
ス

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

方
か

ら
直

接
話

を
聞

く
こ

と
で

，
そ

の
人

の
生

き
様

か
ら

「
あ

り
の

ま
ま

に
生

き
る

こ
と

の
素

晴
ら

し
さ

」
を

心
で

感
じ

る
と

と
も

に
，
自

分
自

身
を

含
む

「
性

の
多

様
性

」
に

つ
い

て
学

ぶ
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
「
多

様
な

性
の

あ
り
方

」
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
で

，
性

別
に

と
ら

わ
れ

る
こ

と
な

く
，
自

分
ら

し
さ

や
一

人
一

人
の

個
性

を
尊

重
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

認
識

し
，
理

解
を

深
め

る
。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

担
当

課
人

権
・こ

ど
も

支
援

課
効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

４
日

間
で

8
校

の
小

中
学

校
に

対
し

，
暁

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 大

久
保

暁
さ

ん
を

講
師

と
し

て
派

遣
し

，
性

の
多

様
性

に
つ

い
て

ご
自

身
の

経
験

を
も

と
に

講
話

を
行

っ
た

。
参

加
者

は
小

学
生

・
中

学
生

・
教

職
員

を
合

わ
せ

，
の

べ
1
,2

3
5
名

と
な

っ
た

。

令
和

４
年

度
の

実
施

日
６
/
1
6
(木

）
午

前
，
午

後
の

２
校

で
実

施
６
/
1
7
(金

）
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

1
0
/
2
7
(木

）
　
　
　
　
　
　
　
〃

1
0
/
2
8
(金

）
　
　
　
　
　
　
　
〃

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら
の

配
慮

が
あ

る
か

。

1
6
6

1
6
7

　
市

立
小

・
中

・
義

務
教

育
・
特

別
支

援
学

校
（
5
9
校

）
の

う
ち

，
8
校

へ
の

派
遣

を
目

標
と

す
る

。
令

和
3
年

度
は

，
高

知
県

出
身

で
京

都
在

住
の

ト
ラ

ン
ス

ジ
ェ

ン
ダ

ー
大

久
保

暁
さ

ん
を

招
聘

の
予

定
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
　
ほ

か
全

８
項

目
増

加

写
真

等

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮

R
4
【
N
o
.5
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
市

立
小

・
中

・
義

務
教

育
・
特

別
支

援
学

校
（
5
9
校

）
に

お
い

て
，
男

女
平

等
や

男
女

共
同

参
画

を
実

現
す

る
た

め
の

人
権

学
習

が
計

画
・

実
践

さ
れ

，
令

和
４
年

度
末

の
人

権
教

育
実

践
概

要
に

お
い

て
「
女

性
」
の

人
権

課
題

へ
の

取
組

実
績

と
し

て
記

載
さ

れ
る

学
校

の
割

合
を

1
0
0
％

と
す

る
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
　
ほ

か
全

８
項

目
増

加

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

多 様 な 性 の 尊 重 と 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 の 解 消

6
学

校
に

お
け

る
男

女
平

等
教

育
の

推
進

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

1
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4

Ａ
　
学

校
で

行
わ

れ
る

授
業

は
，
文

部
科

学
省

の
定

め
た

学
習

指
導

要
領

を
基

準
と

し
て

，
各

学
校

で
編

成
さ

れ
た

教
育

課
程

の
も

と
，
各

教
科

，
道

徳
，
総

合
的

な
学

習
，
特

別
活

動
な

ど
標

準
授

業
時

数
に

照
ら

し
て

進
め

ら
れ

て
い

る
。

　
本

事
業

は
，
日

々
の

授
業

に
対

し
，
人

権
課

題
の

視
点

と
の

関
連

を
考

慮
し

，
授

業
を

構
成

し
，
児

童
生

徒
へ

の
支

援
・
指

導
を

行
う
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

あ
る

。
　
今

後
も

，
年

次
研

や
校

内
研

等
，
様

々
な

教
職

員
研

修
の

場
に

お
い

て
，
高

知
市

の
1
3
の

人
権

課
題

の
一

つ
と

し
て

「
女

性
」
の

視
点

に
触

れ
，
教

職
員

へ
の

啓
発

を
進

め
て

い
く
。

R
5

R
6

R
7

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

　
市

立
小

･中
･義

務
教

育
学

校
（
5
9
校

）
に

お
い

て
，
男

女
平

等
や

男
女

平
等

参
画

を
実

現
す

る
た

め
の

人
権

学
習

が
計

画
的

に
実

践
さ

れ
，
令

和
４
年

度
末

の
実

践
概

要
報

告
集

に
お

い
て

「
女

性
」
の

人
権

課
題

へ
の

取
組

実
績

と
し

て
記

載
さ

れ
る

学
校

の
割

合
が

１
０
０
％

で
あ

っ
た

。

　
学

校
に

お
け

る
男

女
平

等
に

関
す

る
学

習
や

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

の
学

習
を

推
進

す
る

た
め

，
人

権
教

育
に

関
す

る
情

報
提

供
や

各
学

校
へ

の
指

導
・
支

援
を

行
う
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
次

代
を

担
う
子

ど
も

た
ち

が
，
成

長
し

て
い

く
過

程
に

お
い

て
個

性
と

能
力

を
発

揮
で

き
る

よ
う
，
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
学

び
理

解
す

る
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

，
指

導
・
支

援
し

て
い

く
。

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

【
課

題
等

】

担
当

課
人

権
・こ

ど
も

支
援

課

写
真

等

　
例

年
，
年

間
２
回

実
施

す
る

人
権

教
育

主
任

研
修

会
の

年
度

当
初

の
会

に
て

，
高

知
市

の
1
3
の

人
権

課
題

に
つ

い
て

児
童

生
徒

の
発

達
段

階
に

合
わ

せ
学

習
計

画
を

立
て

，
年

度
末

に
は

各
学

校
で

実
践

さ
れ

た
内

容
を

取
り
ま

と
め

た
実

践
概

要
報

告
を

作
成

し
交

流
を

行
う
こ

と
を

提
案

し
て

い
る

。
　
令

和
４
年

度
に

実
施

さ
れ

た
，
校

内
研

修
や

年
次

研
修

等
で

の
研

修
等

に
お

い
て

，
人

権
教

育
は

特
別

な
こ

と
を

す
る

の
で

は
な

く
，
す

べ
て

の
教

育
活

動
の

中
で

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
や

，
家

庭
科

で
の

「
家

族
の

役
割

」
な

ど
の

機
会

に
，
男

女
平

等
の

視
点

に
留

意
し

学
習

す
る

な
ど

，
指

導
者

の
少

し
の

配
慮

に
よ

り
，
様

々
な

形
で

啓
発

が
行

わ
れ

る
こ

と
を

積
極

的
に

伝
え

て
い

く
よ

う
に

し
た

。

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

0
0

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
小

さ
い

頃
か

ら
の

教
育

は
良

い
と

思
う
。
子

ど
も

た
ち

だ
け

で
な

く
保

護
者

も
対

象
と

し
た

講
演

や
研

修
が

あ
れ

ば
，
大

人
に

も
勉

強
に

な
る

部
分

や
気

づ
き

が
あ

る
は

ず
。

自
課

評
価

Ａ
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》 R
4
【
N
o
.6
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
胎

児
人

形
や

エ
プ

ロ
ン

シ
ア

タ
ー

等
の

教
材

を
用

い
た

体
験

型
学

習
を

促
し

，
命

の
大

切
さ

を
具

体
的

に
学

習
で

き
る

よ
う
に

指
導

・支
援

す
る

。
・
養

護
教

諭
の

研
修

会
等

で
性

に
関

す
る

指
導

の
取

組
を

啓
発

す
る

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
ほ

か
全

８
項

目
増

加

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
小

さ
い

頃
か

ら
の

教
育

は
良

い
こ

と
と

思
う
。
子

ど
も

た
ち

だ
け

で
な

く
保

護
者

も
対

象
と

し
た

講
演

や
研

修
が

あ
れ

ば
，
大

人
に

も
勉

強
に

な
る

部
分

や
気

づ
き

が
あ

る
は

ず
。

【
課

題
等

】

写
真

等

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

0
0

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

　
講

演
内

容
を

メ
モ

を
取

り
な

が
ら

真
剣

に
聞

き
，
性

感
染

症
や

人
工

妊
娠

中
絶

問
題

な
ど

，
同

世
代

の
性

へ
の

問
題

点
や

考
え

方
を

身
近

な
問

題
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ま

た
，
命

の
歴

史
を

振
り
返

り
な

が
ら

，
赤

ち
ゃ

ん
の

成
長

，
自

分
た

ち
の

成
長

を
実

感
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
　
児

童
生

徒
が

発
言

す
る

場
面

や
，
考

え
て

ワ
ー

ク
す

る
場

面
も

あ
り
，
自

分
自

身
に

置
き

換
え

て
考

え
ら

れ
る

学
習

が
で

き
た

。

　
学

校
に

お
け

る
「性

に
関

す
る

指
導

」に
つ

い
て

，
体

育
科

・
保

健
体

育
科

の
他

に
生

活
科

，
理

科
，

家
庭

科
，
道

徳
科

等
関

連
教

科
に

お
い

て
も

実
施

す
る

他
に

，
学

校
行

事
と

い
っ

た
特

別
活

動
等

，
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

て
計

画
的

に
実

施
す

る
。

 子
供

た
ち

の
心

身
の

発
育

・発
達

や
性

に
関

す
る

内
容

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

，
健

康
づ

く
り
の

大
切

さ
を

認
識

さ
せ

る
。
ま

た
，
危

険
を

回
避

す
る

と
と

も
に

，
自

ら
の

健
康

を
管

理
し

，
改

善
す

る
能

力
を

育
て

る
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

・
生

命
や

人
格

の
尊

重
，

男
女

平
等

や
男

女
相

互
の

理
解

と
協

力
の

重
要

性
，

自
己

や
他

者
を

尊
重

す
る

態
度

を
育

み
，

望
ま

し
い

人
間

関
係

を
築

い
て

い
け

る
資

質
や

能
力

を
育

て
る

。
・
心

の
健

康
や

思
春

期
に

お
け

る
自

己
形

成
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
で

，
不

安
や

悩
み

に
適

切
に

対
処

す
る

こ
と

が
で

き
る

意
思

決
定

や
行

動
選

択
が

で
き

る
能

力
を

育
て

る
。

担
当

課

　
性

に
関

す
る

外
部

講
師

派
遣

事
業

に
よ

る
授

業
で

は
，
胎

児
人

形
に

触
れ

る
体

験
型

学
習

や
自

分
た

ち
の

成
長

と
心

と
体

の
変

化
を

感
じ

る
内

容
で

あ
っ

た
。

　
学

校
の

実
態

に
合

わ
せ

て
，
開

催
時

期
が

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
流

行
期

と
重

な
り
，
急

遽
，
Z
o
o
m

で
教

室
へ

配
信

講
演

の
対

応
を

と
っ

た
。
今

後
，
開

催
時

期
や

講
演

場
所

を
検

討
し

て
い

く
こ

と
も

で
き

た
。

　
助

産
師

や
産

婦
人

科
医

師
に

よ
る

専
門

的
な

立
場

か
ら

，
ス

ラ
イ

ド
や

動
画

を
工

夫
し

て
，
児

童
生

徒
に

わ
か

り
や

す
く
命

の
大

切
さ

を
具

体
的

に
学

習
で

き
た

。

学
校

教
育

課

自
課

評
価

R
6

R
7

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
・
体

育
科

,保
健

体
育

科
に

お
け

る
「
性

に
関

す
る

指
導

」
は

，
全

校
で

実
施

さ
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

の
で

，
指

導
の

進
め

方
や

他
教

科
等

と
の

関
わ

ら
せ

方
等

，
よ

り
良

い
も

の
と

な
る

よ
う
支

援
し

て
い

く
。

・
体

育
科

・
保

健
体

育
科

で
の

指
導

を
よ

り
深

め
る

た
め

の
方

法
と

し
て

，
外

部
講

師
を

招
い

た
指

導
や

，
胎

児
人

形
や

沐
浴

人
形

な
ど

を
用

い
た

体
験

型
学

習
の

提
案

も
引

き
続

き
行

う
。

・
養

護
教

諭
の

研
修

会
等

で
，
性

に
関

す
る

指
導

の
取

組
を

啓
発

す
る

。

R
5

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

多 様 な 性 の 尊 重 と 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 の 解 消

7
健

康
教

育
（
性

に
関

す
る

指
導

）
の

推
進

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

1
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.7
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
こ

う
ち

人
づ

く
り
広

域
連

合
実

施
の

階
層

別
研

修
を

受
講

す
る

こ
と

で
，
各

階
層

で
男

女
の

人
権

に
関

す
る

啓
発

を
継

続
す

る
。

・
職

員
の

意
識

改
革

の
た

め
に

，
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
２

年
目

課
長

補
佐

級
職

員
を

派
遣

す
る

。
・
女

性
リ
ー

ダ
ー

職
員

育
成

の
た

め
，

研
修

機
関

等
へ

計
画

的
に

派
遣

す
る

こ
と

で
女

性
職

員
の

能
力

開
発

の
機

会
を

継
続

す
る

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
ほ

か
全

８
項

目
増

加

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

【
課

題
等

】

担
当

課
人

事
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

4
8

1
0
0

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
こ

う
ち

人
づ

く
り
広

域
連

合
実

施
の

研
修

へ
対

象
と

な
る

職
員

を
派

遣
し

，
人

権
に

関
す

る
啓

発
及

び
意

識
改

革
を

行
っ

た
。

・
派

遣
研

修
に

つ
い

て
は

，
各

部
局

研
修

委
員

会
か

ら
派

遣
職

員
の

推
薦

を
受

け
，
選

考
を

行
っ

た
。

・
男

女
の

人
権

に
対

す
る

啓
発

等
，
人

権
に

対
す

る
市

職
員

の
意

識
啓

発
・
能

力
発

揮
促

進
の

た
め

に
研

修
を

実
施

す
る

。
・
階

層
別

研
修

や
管

理
職

の
研

修
等

に
男

女
共

同
参

画
社

会
づ

く
り
研

修
を

実
施

，
全

職
員

ま
た

意
思

決
定

権
限

の
あ

る
管

理
職

員
の

意
識

改
革

を
促

す
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》
〇

人
権

研
修

…
階

層
別

研
修

（
一

般
研

修
1
4
8
人

，
新

任
係

長
6
9

人
）
，

人
権

研
修

推
進

員
研

修
（
9
2
人

）
，
職

場
人

権
研

修
（
2
,7

5
4

人
）

〇
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
…

２
年

目
課

長
補

佐
級

職
員

研
修

（
3
0

人
）

〇
派

遣
研

修
…

市
町

村
ア

カ
デ

ミ
ー

「
管

理
職

を
目

指
す

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
講

座
」
（
１
人

）
，

国
際

文
化

ア
カ

デ
ミ
ー

「
女

性
リ
ー

ダ
ー

の
た

め
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
研

修
」
（
１
人

）

　
男

女
の

人
権

に
対

す
る

啓
発

等
の

研
修

を
実

施
し

た
。

人
権

研
修

推
進

員
研

修
に

つ
い

て
は

，
毎

年
受

講
率

が
高

く
，

人
権

研
修

の
実

施
に

真
剣

に
取

り
組

む
所

属
長

の
姿

勢
が

伺
え

る
。

職
場

人
権

研
修

に
つ

い
て

は
，

コ
ロ

ナ
前

と
同

程
度

ま
で

受
講

者
数

が
回

復
し

た
。

　
ま

た
，

前
年

度
開

催
中

止
と

な
っ

た
「
管

理
職

を
目

指
す

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
講

座
」
に

つ
い

て
，

令
和

４
年

度
は

職
員

を
派

遣
し

た
。

　
こ

う
ち

人
づ

く
り
広

域
連

合
と

連
携

し
，
男

女
共

同
参

画
社

会
づ

く
り
に

係
る

研
修

や
人

権
研

修
を

実
施

す
る

。
　
ま

た
，
女

性
職

員
の

能
力

開
発

や
意

識
改

革
の

た
め

，
自

治
大

学
校

や
市

町
村

ア
カ

デ
ミ
ー

な
ど

各
種

研
修

機
関

へ
積

極
的

に
派

遣
す

る
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

C
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
　
研

修
を

受
講

し
や

す
い

環
境

を
整

え
て

い
く
。

　
ま

た
，
各

部
局

研
修

委
員

会
と

も
協

力
し

な
が

ら
，

引
き

続
き

，
各

種
研

修
機

関
へ

職
員

を
派

遣
し

て
い

く
。

R
5

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

多 様 な 性 の 尊 重 と 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 の 解 消

8
市

職
員

に
対

す
る

研
修

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

1
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.8
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A

R
6

R
7

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

A

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

5
,
8
5
9

5
,
4
6
4

◆
事

業
（
概

要
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

1
ア

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

9
ソ

ー
レ

に
お

け
る

広
報

・
啓

発
及

び
情

報
提

供

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

D
o

（
実

施
）

R
5

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
　
ほ

か
全

８
項

目
増

加

＜
広

報
・
啓

発
＞

・
ソ

ー
レ

ス
コ

ー
プ

発
行

（
年

４
回

）
　
各

7
,0

0
0
部

・
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

発
信

件
数

　
延

べ
4
,8

6
5
件

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

に
よ

る
情

報
発

信
　
　
F
ac

e
b
o
o
k
　
リ
ー

チ
数

　
　
　
　
　
　
1
8
,7

0
6

　
　
T
w

it
te

r　
イ

ン
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

数
　
2
5
3
,9

4
7

(新
)I
ns

ta
g
ra

m
イ

ン
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

数
　
  
5
,7

7
6

・
ホ

ー
プ

ペ
ー

ジ
の

全
面

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
よ

る
わ

か
り
や

す
い

情
報

発
信

（
令

和
５
年

2
月

末
）

・
人

権
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

（
高

知
市

）
に

お
け

る
啓

発
パ

ネ
ル

展
示

及
び

ミ
ニ

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
配

布

＜
情

報
提

供
＞

・
図

書
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

蔵
書

数
　
1
1
,1

5
2
冊

・
本

・
利

用
登

録
者

数
　
8
,1

9
8
人

（
う
ち

新
規

1
0
5
人

）
・
図

書
団

体
貸

出
　
1
8
件

（
市

町
村

1
4
、
大

学
4
）

・新
聞

ク
リ
ッ

ピ
ン

グ
　
更

新
2
4
回

引
き

続
き

社
会

情
勢

の
変

化
に

注
視

し
な

が
ら

男
女

共
同

参
画

や
ジ

ェ
ン

ダ
ー

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

、
情

報
紙

、
メ

ル
マ

ガ
、
S
N
S
、
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
た

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
通

じ
て

わ
か

り
や

す
い

情
報

発
信

に
努

め
る

。
ま

た
、
動

画
配

信
に

も
工

夫
を

こ
ら

し
、
さ

ま
ざ

ま
な

形
で

知
る

機
会

を
提

供
す

る
。

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

多 様 な 性 の 尊 重 と 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 の 解 消

全
て

の
指

標
に

お
い

て
目

標
を

達
成

し
、
ま

た
大

き
く
超

え
て

い
る

も
の

が
あ

っ
た

。
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

は
徐

々
に

で
は

あ
る

が
登

録
者

が
増

加
し

、
着

実
に

広
報

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
S
N
S
で

は
若

い
世

代
に

利
用

が
多

い
と

さ
れ

る
In
st

ag
ra

m
を

新
た

に
開

始
し

た
ほ

か
、
わ

か
り
や

す
く
伝

わ
る

よ
う
動

画
配

信
を

行
い

、
広

報
を

強
化

し
た

。

図
書

団
体

貸
出

件
数

も
、
周

知
に

よ
り
年

々
増

加
し

て
い

る
。

写
真

等
　

（
人

権
フ

ェ
ス

タ
出

展
の

様
子

を
In
st

ag
ra

m
で

紹
介

）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

＜
広

報
・
啓

発
＞

情
報

紙
「ソ

ー
レ

・
ス

コ
ー

プ
」発

行
（年

４
回

），
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

発
行

，
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に

よ
る

情
報

発
信

＜
情

報
提

供
＞

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

図
書

・Ｄ
Ｖ

Ｄ
・情

報
等

を
提

供
す

る
。

図
書

・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

購
入

，
図

書
団

体
貸

出
，

新
聞

ク
リ
ッ

ピ
ン

グ

　
社

会
情

勢
の

変
化

に
注

視
し

な
が

ら
，
男

女
共

同
参

画
や

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
に

関
す

る
県

民
の

理
解

を
深

め
る

た
め

，
さ

ま
ざ

ま
な

形
で

知
る

機
会

を
提

供
す

る
。

決
算

額
（
千

円
）

・情
報

紙
　
7
,0

0
0
部

発
行

・メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
発

信
件

数
　
延

べ
4
,0

0
0
件

・Ｓ
Ｎ

Ｓ
に

よ
る

情
報

発
信

　
F
ac

e
b
o
o
k
　
リ
ー

チ
数

　
　
　
　
　
　
1
0
,0

0
0

　
T
w

it
te

r　
イ

ン
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

数
　
2
0
0
,0

0
0

・図
書

・D
V
D
を

貸
し

出
す

。
・団

体
貸

出
先

　
1
0
件

・新
聞

ク
リ
ッ

ピ
ン

グ
　

月
2
回

更
新

担
当

課
ソ

ー
レ

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

R
4
【
N
o
.9
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

－
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉに

関
す
る
講

座

　
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
多

様
性

へ
の

理
解

を
深

め
，

性
自

認
・
性

的
指

向
の

尊
重

に
つ

な
げ

る
講

座
を

開
催

す
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

1
ア

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

1
0

S
O
G
Ｉに

関
す
る
講

座

引
き

続
き

、
次

年
度

も
S
O
G
Iに

関
す

る
講

座
を

実
施

し
、
性

の
多

様
性

か
ら

自
分

自
身

の
こ

と
を

考
え

、
多

様
性

を
認

め
合

う
こ

と
の

大
切

さ
を

学
ん

で
い

た
だ

く
。

実
施

時
期

　
9
月

　
定

員
3
0
名

S
O
G
I講

座
　
「
性

の
多

様
性

か
ら

じ
ぶ

ん
に

つ
い

て
考

え
る

」

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

多 様 な 性 の 尊 重 と 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 の 解 消

市
民

に
向

け
た

S
O
G
I及

び
ジ

ェ
ン

ダ
ー

へ
の

理
解

に
つ

い
て

講
座

を
行

い
、
啓

発
に

努
め

た
。

性
的

マ
イ

ノ
リ
テ

ィ
の

基
礎

的
な

知
識

と
対

応
に

つ
い

て
学

ん
で

い
た

だ
く
こ

と
が

で
き

た
。

参
加

者
数

は
目

標
3
0
名

に
対

し
オ

ン
ラ

イ
ン

を
含

め
2
9

名
と

わ
ず

か
に

届
か

な
か

っ
た

が
、
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

の
ピ

ー
ク

時
期

と
重

な
っ

た
こ

と
が

影
響

し
た

も
の

と
思

わ
れ

、
や

む
を

得
な

い
も

の
と

考
え

る
。
（
B
A
.5

対
策

強
化

期
間

中
）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

・Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉに

関
す
る
講
座
　
参
加
者
数
　
3
0
名

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
　
ほ

か
全

８
項

目
増

加

・
S
O
G
Iに

関
す

る
講

座
L
G
B
T
ｓ
の

多
様

な
生

き
方

は
社

会
の

チ
カ

ラ
」
～

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
私

た
ち

の
気

づ
き

と
社

会
の

受
容

～
　
　
参

加
者

数
　
会

場
1
6
名

，
オ

ン
ラ

イ
ン

1
3
名

　
　
開

催
日

　
９
月

４
日

（日
）

　
　
講

師
：
原

　
ミ
ナ

太
さ

ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

共
生

社
会

を
つ

く
る

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
マ

イ
ノ
リ
テ

ィ
支

援
全

国
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

共
同

代
表

理
事

）
「

写
真

等

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

－
1
2
7

R
4
【
N
o
.1
0
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

【特
に

良
か

っ
た

点
等

】

【
課

題
等

】
・
働

き
か

け
で

改
善

が
な

い
の

で
あ

れ
ば

，
具

体
的

に
原

因
を

取
り
除

く
必

要
が

あ
る

。
予

め
構

成
者

が
決

ま
っ

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

，
女

性
を

含
む

よ
う

に
設

置
規

程
の

見
直

し
も

必
要

と
思

う
。

・
条

例
第

3
条

（
3
）
で

は
、

「
男

女
が

・
・
・
立

案
及

び
決

定
に

共
同

し
て

参
画

す
る

機
会

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

」
、

第
1
3
条

で
は

「
附

属
機

関
等

の
委

員
の

構
成

は
男

女
の

い
ず

れ
か

一
方

の
委

員
数

が
総

数
の

4
0
％

未
満

と
な

ら
な

い
よ

う
努

め
る

」
と

あ
る

が
、
平

成
1
7
年

に
条

例
制

定
以

来
目

標
を

達
成

で
き

て
な

い
の

で
あ

れ
ば

、
条

例
が

形
骸

化
し

な
い

よ
う
、
審

議
会

個
々

の
目

的
・
内

容
を

検
証

し
て

、
目

標
の

設
定

方
法

の
見

直
し

が
必

要
だ

と
思

う
。

ま
た

、
女

性
比

率
も

全
体

で
は

な
く
、

審
議

会
毎

の
比

率
を

見
て

い
く
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

・
女

性
委

員
を

含
ま

な
い

審
議

会
に

お
い

て
，

女
性

委
員

を
登

用
し

て
い

く
た

め
の

阻
害

要
因

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

か
。

各
審

議
会

等
で

違
う
と

思
う
の

で
，
担

当
課

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
と

担
当

課
で

の
分

析
が

必
要

で
は

な
い

か
。

D
o

（実
施

）
C

he
ck

（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

政 策 ， 方 針 決 定 過 程 に お け る 男 女 平 等 の 促 進

1
1

審
議

会
等

の
女

性
登

用
の

推
進

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

1
イ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
・
引

き
続

き
庁

内
へ

の
働

き
か

け
を

継
続

す
る

と
と

も
に

，
よ

り
効

果
的

な
手

段
を

検
討

し
て

い
く
。

R
5

R
6

R
7

　
政

策
・
方

針
決

定
過

程
へ

の
男

女
平

等
の

促
進

に
よ

り
，
多

様
な

市
民

の
意

見
を

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
女

性
委

員
を

含
ま

な
い

審
議

会
　
1
3
会

（
前

年
度

1
5

会
）

・
女

性
委

員
比

率
　
3
0
.7

%
（
前

年
度

3
1
.1

%
）

・前
年

度
か

ら
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

っ
た

。

　
市

が
所

管
す

る
各

種
審

議
会

の
女

性
委

員
比

率
の

向
上

及
び

女
性

委
員

が
い

な
い

審
議

会
等

の
数

を
減

少
さ

せ
る

た
め

，
庁

内
関

係
課

へ
調

査
，
働

き
か

け
等

を
継

続
的

に
行

う
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

・
庁

内
に

お
い

て
審

議
会

等
へ

の
女

性
委

員
の

登
用

に
つ

い
て

理
解

を
求

め
る

た
め

，
男

女
共

同
参

画
推

進
本

部
本

部
会

，
幹

事
会

に
お

い
て

，
女

性
委

員
の

登
用

及
び

取
組

状
況

を
報

告
し

た
。

・
改

選
時

期
を

迎
え

る
審

議
会

の
あ

る
担

当
課

に
女

性
委

員
の

登
用

を
呼

び
か

け
た

。

自
課

評
価

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

担
当

課
人

権
同

和
・男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R3
R4

R5
◆

推
進

委
員

会
か

ら
点

検
コ

メ
ン

ト

0
0

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

R6
R7

・事
業

実
施

方
法

は
適

切
か

。
・事

業
コ

ス
ト，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・事
業

の
活

動
指

標
の

達
成

状
況

は
順

調
か

。
・事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
委

員
の

改
選

時
期

を
迎

え
る

審
議

会
等

の
担

当
課

へ
の

働
き

か
け

を
行

う
。

  
庁

内
掲

示
板

で
女

性
の

委
員

登
用

に
つ

い
て

働
き

か
け

を
行

う
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

市
の

審
議

会
等

で
女

性
が

い
な

い
審

議
会

数
：０

会

効 率 性
写

真
等

R
4
【
N
o
.1
1
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

【
課

題
等

】
・
男

女
で

実
績

・
能

力
に

大
差

は
な

い
と

思
う

。
管

理
的

地
位

へ
の

登
用

に
支

障
が

あ
る

の
で

あ
れ

ば
．

解
決

す
る

た
め

に
必

要
な

研
修

や
制

度
の

見
直

し
等

具
体

的
な

取
組

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
等

の
情

報
提

供
な

ど
個

々
の

意
識

に
訴

え
る

こ
と

で
役

職
者

が
増

え
る

の
か

疑
問

。
取

り
組

ん
で

い
る

と
思

う
が

，
例

え
ば

課
題

と
し

て
挙

げ
て

い
る

長
時

間
労

働
の

削
減

の
た

め
の

具
体

的
な

目
標

の
設

定
，

女
性

管
理

者
育

成
講

座
，

女
性

の
登

用
基

準
の

明
確

化
な

ど
人

事
面

で
女

性
管

理
職

を
増

や
す

た
め

の
具

体
的

・
継

続
的

な
取

組
が

必
要

で
は

な
い

か
と

思
う

。
・
次

年
度

は
本

気
で

取
り
組

ん
で

み
た

ら
ど

う
か

。
最

も
困

難
で

重
要

な
課

題
。

市
役

所
が

他
の

組
織

や
企

業
の

先
進

事
例

に
な

る
と

良
い

。
各

部
署

か
ら

代
表

を
集

め
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

を
作

り
，

阻
害

要
因

を
追

及
し

て
改

善
策

を
考

え
る

こ
と

に
よ

り
，

ラ
イ

フ
ワ

ー
ク

バ
ラ

ン
ス

の
観

点
か

ら
，

そ
ん

な
目

標
に

こ
だ

わ
る

こ
と

は
な

い
と

い
う

結
論

に
至

っ
て

も
良

い
と

思
う

。
ま

た
，

他
所

（
県

内
外

・
海

外
）
の

先
進

事
例

を
研

究
し

て
み

て
は

ど
う

か
。

・
審

議
会

や
役

職
へ

の
女

性
登

用
が

増
え

な
い

の
は

な
ぜ

か
。

女
性

リ
ー

ダ
ー

を
育

成
し

て
い

も
，

実
際

に
増

え
て

い
な

い
の

で
，

根
本

的
な

原
因

へ
の

対
策

が
必

要
だ

と
思

う
。

担
当

課
が

別
々

で
あ

る
と

，
自

課
の

指
標

達
成

の
た

め
に

な
る

の
で

，
他

課
と

も
連

携
を

図
っ

て
い

け
れ

ば
よ

い
の

で
は

。

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

C
　
女

性
職

員
の

活
躍

の
た

め
に

は
，
長

時
間

勤
務

の
是

正
や

男
性

の
家

事
・
育

児
等

へ
の

参
加

，
固

定
的

性
別

役
割

分
担

意
識

の
解

消
等

が
課

題
で

あ
り
，
女

性
職

員
に

限
ら

ず
広

く
職

員
全

体
へ

の
意

識
付

け
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。
そ

の
た

め
に

も
，
引

き
続

き
庁

内
掲

示
を

活
用

し
，
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
や

女
性

活
躍

に
関

す
る

情
報

提
供

に
努

め
て

い
き

た
い

。

R
5

・
高

知
市

特
定

事
業

主
行

動
計

画
に

お
い

て
，
令

和
７
年

度
時

点
の

数
値

目
標

等
を

設
定

し
て

お
り
，

数
値

目
標

を
達

成
す

る
た

め
，
特

定
事

業
主

行
動

計
画

に
加

え
て

，
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
情

報
等

に
つ

い
て

，
庁

内
掲

示
を

活
用

し
て

周
知

を
図

っ
た

。
◆

検
証

《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

○
令

和
４
年

度
の

実
績

（
女

性
職

員
の

割
合

）
・
部

長
・
副

部
長

級
9
.5

％
・
課

長
級

：
2
1
.6

％
・
課

長
補

佐
級

：
4
4
.8

％

　
各

役
職

段
階

に
占

め
る

女
性

職
員

の
割

合
に

つ
い

て
，
数

値
目

標
（
令

和
７
年

度
末

時
点

）
の

達
成

に
は

至
っ

て
い

な
い

も
の

の
，
全

体
的

に
右

肩
上

が
り
で

推
移

し
て

い
る

。

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

政 策 ， 方 針 決 定 過 程 に お け る 男 女 平 等 の 促 進

1
2

各
役

職
段

階
に

占
め

る
女

性
職

員
の

割
合

の
向

上

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

1
イ

N
o
.

事
業

名

　
女

性
が

能
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
職

場
環

境
を

形
成

し
，
多

角
的

な
視

点
で

業
務

を
推

進
す

る
こ

と
で

，
住

民
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

　
高

知
市

特
定

事
業

主
行

動
計

画
に

基
づ

き
，
事

務
系

の
職

種
に

つ
い

て
男

女
の

区
別

な
く
実

績
・能

力
に

基
づ

き
，
管

理
的

地
位

へ
の

登
用

を
行

う
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

0
0

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

自
課

評
価

R
6

R
7

C

人
事

課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

・
女

性
職

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
つ

い
て

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
い

よ
う
な

情
報

や
，
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
情

報
等

を
庁

内
掲

示
に

よ
り

周
知

す
る

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

市
職

員
の

女
性

管
理

職
（
課

長
補

佐
以

上
）

の
割

合
：
部

長
副

部
長

1
4
%
以

上
　
課

長
2
2
%

以
上

　
課

長
補

佐
4
5
%
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

担
当

課

R
4
【
N
o
.1
2
】

23



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

B
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・
女

性
の

活
躍

応
援

（
連

続
講

座
）

　
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

を
学

び
，
必

要
に

応
じ

て
自

分
の

ス
キ

ル
を

活
用

し
，
そ

の
場

の
運

営
に

あ
た

る
力

を
養

う
。

　
職

場
等

で
活

用
で

き
る

ス
キ

ル
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

を
学

び
，
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

資
質

を
養

う
こ

と
で

，
男

女
共

同
参

画
に

寄
与

す
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

1
イ

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

1
3

女
性

リ
ー

ダ
ー

の
育

成

次
年

度
は

，
職

場
や

地
域

で
活

動
す

る
女

性
が

，
よ

り
多

く
受

講
で

き
る

よ
う
，
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
に

よ
る

講
座

と
し

，
企

業
等

へ
紹

介
し

受
講

を
呼

び
か

け
る

。
＜

内
容

＞
職

場
等

で
中

核
的

な
人

材
と

し
て

活
躍

し
て

い
る

方
が

活
用

で
き

る
ス

キ
ル

を
身

に
付

け
ら

れ
る

も
の

と
し

，
併

せ
て

，
男

女
共

同
参

画
推

進
事

業
や

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
講

座
等

の
受

講
も

よ
び

か
け

，
男

女
共

同
参

画
の

総
合

的
な

視
点

を
養

っ
て

い
た

だ
く
。

実
施

時
期

　
未

定
内

　
　
容

　
　
タ

イ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

政 策 ， 方 針 決 定 過 程 に お け る 男 女 平 等 の 促 進

女
性

が
働

く
な

か
で

抱
え

る
ジ

レ
ン

マ
や

働
き

続
け

る
こ

と
へ

の
不

安
を

払
拭

し
，
前

向
き

に
キ

ャ
リ
ア

を
考

え
る

思
考

へ
受

講
者

を
導

く
こ

と
が

出
来

た
。
ま

た
，
ロ

ジ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

＆
プ

レ
ゼ

ン
ス

キ
ル

を
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
交

え
て

学
び

，
意

見
の

取
り
ま

と
め

や
発

表
な

ど
か

ら
個

々
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

が
で

き
た

。
連

続
し

た
講

座
を

通
し

て
女

性
活

躍
に

必
要

な
マ

イ
ン

ド
＆

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

っ
た

。
第

１
回

を
オ

ン
ラ

イ
ン

視
聴

可
と

し
た

こ
と

で
前

年
を

超
え

る
参

加
が

あ
っ

た
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

・
女

性
の

活
躍

応
援

（
連

続
講

座
）
　
参

加
者

数
　
3
0
名

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
　
ほ

か
全

８
項

目
増

加

女
性

リ
ー

ダ
ー

応
援

塾
（
連

続
講

座
）

1
0
月

2
日

1
0
月

2
3
日

1
1
月

2
0
日

①
　
マ

イ
ン

ド
ア

ッ
プ

セ
ミ
ナ

ー
「
明

日
の

私
に

ご
期

待
く
だ

さ
い

。
」（

講
演

）
　
②

③
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
「
女

性
×

は
た

ら
く
」

（
講

座
）

＜
講

師
＞

①
　
堀

井
利

江
（オ

フ
ィ

ス
ホ

リ
イ

代
表

）
②

③
小

安
美

和
（株

式
会

社
W

ill
 L

ab
　
代

表
取

締
役

）
　
参

加
者

　
①

 ５
２
名

（う
ち

オ
ン

ラ
イ

ン
３
４
名

）
　
　
　
　
　
　
 ②

③
 ３

０
名

写
真

等

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

9
1

4
2
4

R
4
【
N
o
.1
3
】

24



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

A
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・情
報

提
供

及
び

啓
発

情
報

提
供

に
よ

り
，
政

治
分

野
へ

の
女

性
の

参
画

に
つ

な
げ

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

1
イ

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

1
4

政
治

分
野

へ
の

女
性

の
参

画
に

関
す

る
情

報
の

提
供

・
啓

発

今
後

も
情

報
紙

や
S
N
S
等

を
効

果
的

に
活

用
し

，
政

治
分

野
へ

の
女

性
の

参
画

の
必

要
性

や
そ

の
課

題
に

つ
い

て
わ

か
り
や

す
く
情

報
提

供
・
啓

発
を

行
う
。

情
報

紙
　
ソ

ー
レ

ス
コ

ー
プ

　
2
5
周

年
企

画
に

掲
載

予
定 そ

の
他

　
S
N
S
等

で
随

時
発

信

一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 を つ く り ま し ょ う

政 策 ， 方 針 決 定 過 程 に お け る 男 女 平 等 の 促 進

ソ
ー

レ
ス

コ
ー

プ
２
０
２
２
年

１
０
月

号
に

掲
載

し
，
７
０
０
０

部
を

発
行

，
関

係
機

関
や

町
内

会
等

に
配

付
し

，
周

知
し

た
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

集
計

結
果

と
と

も
に

分
析

を
加

え
，
女

性
の

政
治

参
画

に
関

す
る

意
識

に
つ

い
て

，
よ

り
わ

か
り
や

す
く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

ジ
ェ

ン
ダ

ー
カ

フ
ェ

は
，
定

員
を

超
え

る
申

込
が

あ
り
，
満

席
と

な
っ

た
。
１
０
代

～
８
０
代

ま
で

幅
広

い
年

代
が

参
加

し
た

，
女

性
議

員
が

少
な

い
理

由
や

な
ぜ

増
や

す
筆

王
が

あ
る

の
か

と
い

っ
た

こ
と

を
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

学
ぶ

有
意

義
な

機
会

と
な

っ
た

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

  
情

報
紙

等
へ

政
治

分
野

へ
の

女
性

の
参

画
に

関
す

る
情

報
を

掲
載

し
，
啓

発
す

る
。

男
女

の
地

位
が

「
平

等
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

（
全

８
項

目
）
：
社

会
全

体
2
5
%
以

上
　
ほ

か
全

８
項

目
増

加

＜
情

報
提

供
＞

女
性

を
取

り
巻

く
課

題
に

関
す

る
実

態
調

査
（
ウ

エ
ブ

調
査

年
４
回

実
施

）
に

お
い

て
，
テ

ー
マ

の
一

つ
に

女
性

の
政

治
参

画
を

と
り
あ

げ
，
７
月

の
参

議
院

議
員

選
挙

前
に

開
始

し
た

。
結

果
を

情
報

紙
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
周

知
し

た
。
情

報
紙

に
は

県
内

有
識

者
の

寄
稿

も
掲

載
し

，
市

民
の

皆
様

が
課

題
に

対
す

る
理

解
を

深
め

て
い

た
だ

く
よ

う
工

夫
し

た
。

[実
施

時
期

]　
６
月

１
５
日

～
７
月

１
５
日

[回
答

者
数

]　
２
７
３
名

（う
ち

県
内

２
６
４
名

）
女

性
１
６
６
名

　
男

性
９
８
名

　
そ

の
他

回
答

な
し

等
９
名

＜
啓

発
＞

男
女

共
同

参
画

講
座

（
ジ

ェ
ン

ダ
ー

カ
フ

ェ
）
の

テ
ー

マ
の

一
つ

に
「
女

性
と

政
治

参
画

」
を

取
上

げ
た

。
テ

ー
マ

「
女

性
議

員
は

な
ぜ

増
え

な
い

の
か

」
１
１
月

５
日

（
土

）
講

師
　
濱

田
真

理
（
一

般
社

団
法

人
ジ

ェ
ン

ダ
ー

総
合

研
究

所
共

同
代

表
）

参
加

者
２
０
名

（
う
ち

男
性

２
名

）

写
真

等
w

e
b
調

査
の

情
報

提
供

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

－
－

R
4
【
N
o
.1
4
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

Ｄ Ｖ ・ 性 犯 罪 等 等 暴 力 を 根 絶 す る た め の 啓 発 の 充 実

1
5

人
権

啓
発

の
推

進

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

2
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
・引

き
続

き
出

前
講

座
等

の
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

く
。
そ

の
中

で
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

等
，
状

況
に

応
じ

た
手

法
を

検
討

す
る

。
R
5

R
6

R
7

　
市

民
一

人
ひ

と
り
が

人
権

尊
重

の
理

念
に

対
す

る
理

解
を

深
め

，
社

会
全

体
の

人
権

意
識

の
高

揚
を

は
か

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
コ

ロ
ナ

禍
が

落
ち

着
い

て
き

た
た

め
出

前
講

座
が

増
え

て
き

て
い

る
。

依
頼

テ
ー

マ
は

「
に

じ
い

ろ
の

ま
ち

を
め

ざ
し

て
」
「
災

害
と

人
権

」
「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

っ
て

な
ん

だ
ろ

う
」

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

を
め

ざ
し

て
」
な

ど
性

の
多

様
性

や
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

の
視

点
に

関
す

る
も

の
が

多
く
あ

っ
た

。
・
企

業
向

け
講

演
会

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
し

た
。

　
人

権
尊

重
の

意
識

を
高

め
る

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
。
（
講

演
会

，
関

係
機

関
と

連
携

し
た

人
権

啓
発

，
出

前
講

座
な

ど
）

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

●
啓

発
活

動
　
計

3
2
回

・
部

落
差

別
を

な
く
す

る
強

調
旬

間
記

念
講

演
会

演
題

：
「
人

の
世

に
熱

と
光

を
－

水
平

社
創

立
の

思
想

に
学

ぶ
-
」

講
師

：
駒

井
　
忠

之
さ

ん
　
参

加
者

 2
0
4
名

・
部

落
差

別
を

な
く
す

る
強

調
旬

間
地

域
講

演
会

演
題

：
『
熱

と
光

を
た

ぐ
り
寄

せ
る

～
「
私

た
ち

」
の

社
会

を
つ

く
る

た
め

に
』

講
師

：
三

木
　
幸

美
さ

ん
　
参

加
者

 4
0
名

・
企

業
向

け
講

演
会

演
題

：
『
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
の

本
質

と
「
ビ

ジ
ネ

ス
と

人
権

」
』

講
師

：
田

瀬
　
和

夫
さ

ん
　
視

聴
回

数
　
7
0
0
回

・
人

権
の

花
運

動
（
人

権
擁

護
委

員
と

の
連

携
）
実

施
　
小

学
校

等
1
0
か

所
・
野

球
冠

協
賛

試
合

（
高

知
県

人
権

啓
発

セ
ン

タ
ー

主
催

）
で

の
啓

発
 計

１
回

・
出

前
講

座
　
1
8
回

　
計

1
,1

1
6
名

自
課

評
価

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】

担
当

課
人

権
同

和
・
男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

1
,
6
9
1

1
,
4
5
7

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
講

演
会

等
の

啓
発

活
動

を
年

５
回

以
上

と
す

る
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

D
V
を

内
容

ま
で

知
っ

て
い

る
と

答
え

た
人

の
割

合
：
7
0
%
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

R
4
【
N
o
.1
5
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

Ｄ Ｖ ・ 性 犯 罪 等 等 暴 力 を 根 絶 す る た め の 啓 発 の 充 実

1
6

Ｄ
Ｖ

防
止

啓
発

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

2
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

C
・Ｄ

Ｖ
で

悩
ん

で
い

る
方

に
必

要
な

情
報

が
届

く
よ

う
に

広
報

手
段

や
啓

発
方

法
を

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

る
。
ま

た
，
若

年
層

へ
の

広
報

と
し

て
S
N
S
を

積
極

的
に

活
用

し
て

い
く
。

R
5

R
6

R
7

　
Ｄ

Ｖ
等

に
つ

い
て

正
し

い
認

識
が

持
て

る
よ

う
，
若

年
齢

期
か

ら
の

啓
発

に
努

め
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
テ

ィ
ッ

シ
ュ

等
配

布
数

は
目

標
数

に
届

か
な

か
っ

た
。

・
昨

年
度

作
成

し
た

啓
発

動
画

に
よ

る
広

報
を

庁
内

の
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

や
課

イ
ン

ス
タ

フ
ラ

ム
で

行
っ

た
。

・
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
相

談
先

の
周

知
に

努
め

る
。

・
Ｄ

Ｖ
に

つ
い

て
正

し
い

知
識

を
持

て
る

よ
う
，
若

年
層

へ
の

啓
発

に
努

め
る

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

・
パ

ネ
ル

展
開

催
（
1
1
月

1
4
日

～
1
1
月

2
5
日

，
会

場
：
市

役
所

本
庁

舎
）

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
3
2
枚

，
テ

ィ
ッ

シ
ュ

5
4
7
個

の
配

布
・
庁

内
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

で
の

放
送

（
1
1
月

1
4

日
～

1
1
月

2
5
日

）
・
課

In
st

ag
ra

m
で

の
記

事
掲

載
・
庁

内
ト
イ

レ
へ

の
D
V
カ

ー
ド
の

設
置

（
3
9
箇

所
）

自
課

評
価

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】
・
事

業
N
o
.1

と
同

様
。
S
N
S
に

広
告

を
だ

し
て

宣
伝

啓
発

し
て

ほ
し

い
。
対

象
者

の
多

く
は

S
N
S
利

用
者

。
イ

ン
ス

タ
や

Y
o
uT

ub
e
に

地
域

限
定

で
広

告
を

出
す

の
は

安
価

。

担
当

課
人

権
同

和
・
男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

5
6
0

0
【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
Ｄ

Ｖ
等

の
防

止
啓

発
の

た
め

に
，
パ

ネ
ル

展
開

催
（
年

１
回

以
上

）
，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・
テ

ィ
ッ

シ
ュ

の
配

布
（
2
,8

0
0
枚

（
個

）
）
，
庁

内
ト
イ

レ
へ

の
Ｄ

Ｖ
カ

ー
ド
の

設
置

（
3
7
箇

所
）
を

継
続

す
る

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

D
V
を

内
容

ま
で

知
っ

て
い

る
と

答
え

た
人

の
割

合
：
7
0
%
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

高
知
市
役

所
で
の

パ
ネ
ル

展

R
4
【
N
o
.1
6
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

B
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・
啓

発
（
講

演
会

，
出

前
講

座
）

　
Ｄ

Ｖ
の

防
止

を
広

く
県

民
に

啓
発

す
る

た
め

に
講

演
会

や
出

前
講

座
を

実
施

す
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

2
ア

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

1
7

Ｄ
Ｖ

・
デ

ー
ト
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
啓

発
及

び
情

報
提

供

Ｄ
Ｖ

防
止

啓
発

講
演

会
を

引
き

続
き

実
施

し
，
サ

テ
ラ

イ
ト会

場
の

開
設

や
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

な
ど

と
と

も
に

，
パ

ー
プ

ル
リ
ボ

ン
ツ

リ
ー

の
設

置
な

ど
を

通
じ

て
参

加
す

る
こ

と
か

ら
の

啓
発

も
同

時
に

取
り
組

む
。
（
次

年
度

も
学

校
等

に
ツ

リ
ー

設
置

を
依

頼
す

る
）

出
前

講
座

に
つ

い
て

は
，
学

校
，
企

業
，
団

体
等

へ
の

啓
発

が
広

が
る

よ
う
，
広

報
チ

ラ
シ

を
全

面
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
広

く
周

知
す

る
。
コ

ロ
ナ

5
類

移
行

に
よ

り
，
利

用
が

増
加

す
る

こ
と

を
見

込
み

，
広

報
を

強
化

し
，
啓

発
の

重
要

性
を

伝
え

て
い

く
。

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

Ｄ Ｖ ・ 性 犯 罪 等 等 暴 力 を 根 絶 す る た め の 啓 発 の 充 実

講
演

会
は

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
の

設
置

も
あ

っ
た

こ
と

か
ら

，
目

標
を

大
き

く
超

え
る

参
加

者
数

と
な

っ
た

。

多
岐

に
亘

る
参

加
型

の
啓

発
活

動
を

行
い

，
学

生
，
市

町
村

，
S
N
S
を

通
じ

た
一

般
市

民
へ

の
広

報
な

ど
イ

ン
パ

ク
ト
あ

る
啓

発
を

行
う
こ

と
が

で
き

た
。

出
前

講
座

に
つ

い
て

は
，
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

の
影

響
で

件
数

と
し

て
の

目
標

達
成

に
は

至
ら

な
か

っ
た

が
，
感

染
症

沈
静

化
と

と
も

に
活

用
が

増
え

（
1
月

以
降

4
件

）
前

年
を

超
え

る
実

績
と

な
っ

た
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

・講
演

会
（オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

）　
参

加
者

数
1
0
0
名

・
出

前
講

座
　
1
0
件

D
V
を

内
容

ま
で

知
っ

て
い

る
と

答
え

た
人

の
割

合
：
7
0
%
以

上

・
Ｄ

Ｖ
防

止
啓

発
講

演
会

参
加

者
数

　
1
7
7
名

会
場

9
7
名

(う
ち

男
性

2
2
名

)
※

四
万

十
市

に
サ

テ
ラ

イ
ト会

場
設

置
オ

ン
ラ

イ
ン

8
0
名

　
実

施
日

　
1
1
月

1
3
日

　
講

師
　
髙

山
　
直

子
（カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
）

啓
発

事
業

（
1
1
/
8
～

2
5
）

ﾊ
ﾟｰ
ﾌ
ﾟﾙ

ﾘﾎ
ﾞﾝ

ﾂ
ﾘｰ

の
設

置
（
高

知
大

学
，
県

立
大

学
）

ミ
ニ

の
ぼ

り
旗

の
設

置
（
市

町
村

役
場

）
の

ぼ
り
旗

，
啓

発
パ

ネ
ル

展
示

，
く
ろ

し
お

く
ん

来
館

イ
ベ

ン
ト
の

実
施

（
ソ

ー
レ

館
内

）

・
出

前
講

座
　
　
7
件

写
真

等
左

：講
演

会
　
右

：ﾊ
ﾟｰ
ﾌ
ﾟﾙ

ﾘﾎ
ﾞﾝ

ﾂ
ﾘｰ

(県
立

大
）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

3
3
8

3
4
6

R
4
【
N
o
.1
7
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
実

務
者

会
及

び
新

規
ケ

ー
ス

連
絡

会
を

毎
月

開
催

し
，

関
係

機
関

と
の

情
報

共
有

や
援

助
方

針
の

見
直

し
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り
，

要
保

護
児

童
等

へ
の

適
切

な
支

援
を

図
る

。
・
児

童
虐

待
に

つ
い

て
の

正
し

い
理

解
と

認
識

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
児

童
虐

待
予

防
講

演
会

（
年

１
回

）
を

実
施

す
る

。
・
関

係
機

関
に

対
し

，
児

童
虐

待
対

応
研

修
及

び
子

育
て

応
援

支
援

研
修

を
継

続
し

行
う

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

D
V
を

内
容

ま
で

知
っ

て
い

る
と

答
え

た
人

の
割

合
：
7
0
%
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

【
課

題
等

】

担
当

課
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

8
4
6

8
3
7

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
実

施
(実

務
者

会
議

年
2
4
回

・
新

規
ケ

ー
ス

連
絡

会
年

1
2
回

・
代

表
者

会
議

年
１
回

・
個

別
ケ

ー
ス

会
議

年
2
2
9
回

)
を

開
催

し
，
児

童
虐

待
予

防
を

メ
イ

ン
と

し
て

男
女

の
人

権
尊

重
に

も
触

れ
た

。

・
児

童
虐

待
予

防
講

演
会

を
，
令

和
４
年

1
1
月

1
3

日
に

開
催

。
（
参

加
者

4
4
名

,ア
ン

ケ
ー

ト
回

収
率

9
8
%
）
広

報
紙

あ
か

る
い

ま
ち

以
外

に
，
各

関
係

機
関

へ
の

チ
ラ

シ
の

配
布

し
，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，
S
N
S

（
fa

ce
b
o
o
k
，
L
IN

E
）
，
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

等
を

利
用

し
，
積

極
的

に
呼

び
か

け
し

参
加

者
を

募
っ

た
。

・
関

係
機

関
に

対
し

，
児

童
虐

待
対

応
研

修
等

を
実

施
。
（
延

べ
８
回

，
延

参
加

者
1
5
1
名

）
ま

た
，
併

せ
て

子
育

て
支

援
研

修
も

行
っ

た
。

　
子

ど
も

の
い

る
家

庭
に

お
け

る
Ｄ

Ｖ
は

，
児

童
の

人
権

を
著

し
く
侵

害
し

，
そ

の
心

身
の

成
長

や
人

格
の

形
成

に
重

大
な

影
響

を
与

え
る

と
と

も
に

，
将

来
の

世
代

の
育

成
に

も
懸

念
を

及
ぼ

す
問

題
で

あ
り
，

関
係

機
関

等
が

連
携

し
つ

つ
，

適
切

な
対

応
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
母

親
が

被
害

者
で

あ
る

場
合

，
長

期
の

支
配

下
で

依
存

傾
向

が
強

く
，

判
断

能
力

の
低

下
や

，
経

済
的

自
立

に
段

階
的

な
対

応
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
，

特
に

女
性

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

や
母

子
生

活
支

援
施

設
と

の
連

携
が

重
要

と
な

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

  
講

演
会

の
テ

ー
マ

「
沈

黙
の

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
～

そ
の

笑
顔

の
内

側
に

～
」
は

，
参

加
者

が
偏

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

た
が

，
男

性
も

一
定

数
参

加
が

あ
り
，
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

も
一

定
の

理
解

を
得

て
い

る
。

　
児

童
虐

待
対

応
研

修
に

お
い

て
は

，
児

童
虐

待
対

応
に

か
か

る
発

生
予

防
，
早

期
発

見
・
早

期
対

応
推

進
が

メ
イ

ン
と

な
っ

て
い

る
。
子

育
て

の
部

分
で

は
，
日

頃
か

ら
母

だ
け

で
は

な
く
父

に
つ

い
て

も
積

極
的

な
子

育
て

へ
関

わ
り
を

持
つ

こ
と

も
現

場
で

は
，
伝

え
て

お
り
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
つ

い
て

も
触

れ
る

等
し

て
意

識
啓

発
し

て
い

る
。

・
要

保
護

児
童

の
早

期
発

見
や

適
切

な
対

応
を

図
る

た
め

に
，

関
係

機
関

，
関

係
団

体
及

び
児

童
の

福
祉

に
関

連
す

る
職

務
に

従
事

す
る

者
等

に
よ

り
構

成
さ

れ
る

「
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
」
に

お
い

て
，

当
該

児
童

に
関

す
る

情
報

や
支

援
に

つ
い

て
の

考
え

方
を

共
有

し
，

適
切

な
連

携
の

も
と

で
対

応
す

る
。

・
児

童
虐

待
問

題
に

対
す

る
深

い
関

心
と

理
解

促
進

，
ま

た
，

虐
待

の
発

生
予

防
，

早
期

発
見

・
早

期
対

応
推

進
の

た
め

，
児

童
虐

待
対

応
研

修
の

実
施

や
，

広
報

紙
，

講
演

等
を

通
じ

て
，

継
続

的
な

広
報

・
啓

発
活

動
を

行
う

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
　

令
和

５
年

度
も

引
き

続
き

講
演

会
を

通
し

て
の

一
般

市
民

向
け

へ
の

児
童

虐
待

予
防

の
啓

発
と

関
係

機
関

へ
の

児
童

虐
待

対
応

研
修

を
行

い
，

ま
た

，
必

要
に

応
じ

て
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

が
関

係
機

関
へ

出
向

い
て

，
研

修
を

行
っ

て
い

る
出

前
講

座
の

対
応

も
行

う
こ

と
と

し
て

お
り
，

児
童

虐
待

予
防

を
積

極
的

に
推

進
し

て
い

く
。

　
昨

年
度

は
尼

崎
市

教
育

員
会

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

黒
光

さ
お

り
氏

を
招

き
，

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
が

ど
の

よ
う

な
日

常
を

経
験

し
て

い
る

の
か

か
ら

始
ま

り
，

周
囲

は
ど

の
よ

う
に

意
識

し
て

，
関

わ
れ

ば
良

い
の

か
，

現
場

や
当

事
者

の
思

い
に

耳
を

傾
け

る
こ

と
に

繋
が

る
講

演
を

し
て

い
た

だ
い

た
。

毎
年

市
民

向
け

の
講

演
会

テ
ー

マ
は

変
更

し
て

お
り
，

今
年

度
は

ス
テ

ッ
プ

フ
ァ

ミ
リ
ー

を
テ

ー
マ

と
し

，
子

ど
も

の
気

持
ち

を
第

一
に

考
え

る
中

で
，

家
族

の
多

様
化

に
ど

の
よ

う
に

向
き

あ
っ

て
い

け
ば

良
い

の
か

講
演

し
て

い
た

だ
く
予

定
で

あ
る

。
　

講
演

会
は

市
民

向
け

と
し

て
，

広
く
参

加
者

を
募

っ
て

い
る

た
め

，
今

後
は

よ
り
充

実
し

た
講

演
に

す
る

た
め

に
啓

発
方

法
は

講
師

と
も

協
議

し
，

参
加

者
を

少
し

で
も

増
や

し
て

い
け

る
よ

う
広

報
を

工
夫

し
て

い
く
。

　
 関

係
機

関
へ

の
虐

待
対

応
研

修
で

は
，

事
例

を
上

げ
て

積
極

的
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
も

行
い

，
関

係
職

員
の

対
応

力
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
今

後
も

継
続

し
て

い
く
こ

と
と

し
て

い
る

。

R
5

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

Ｄ Ｖ ・ 性 犯 罪 等 等 暴 力 を 根 絶 す る た め の 啓 発 の 充 実

1
8

児
童

虐
待

予
防

推
進

事
業

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

2
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.1
8
】

29



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・小
中

学
生

の
段

階
で

こ
の

よ
う
な

知
識

を
身

に
つ

け
る

こ
と

は
重

要
で

，
良

い
取

組
と

思
う
。
実

態
調

査
ア

ン
ケ

ー
トを

行
っ

て
い

る
こ

と
も

評
価

し
た

い
。

ア
ン

ケ
ー

トは
実

態
を

調
査

で
き

る
他

，
ア

ン
ケ

ー
トに

回
答

し
た

側
へ

の
意

識
づ

け
と

も
な

る
。

男
女

共
同

参
画

推
進

は
意

識
づ

け
が

重
要

な
の

で
，
他

の
取

組
に

も
ア

ン
ケ

ー
トを

活
用

し
て

は
ど

う
か

。
・小

さ
い

頃
か

ら
の

教
育

は
良

い
こ

と
と

思
う
。
子

ど
も

た
ち

だ
け

で
な

く
保

護
者

も
対

象
と

し
た

講
演

や
研

修
が

あ
れ

ば
，

大
人

に
も

勉
強

に
な

る
部

分
や

気
づ

き
が

あ
る

は
ず

。

【
課

題
等

】
・
出

前
講

座
等

の
依

頼
に

全
て

対
応

し
て

い
る

こ
と

は
良

い
こ

と
と

思
う
。
依

頼
の

無
い

学
校

等
が

あ
れ

ば
，

状
況

確
認

等
の

上
，
実

施
を

働
き

か
け

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
。

・
依

頼
の

あ
っ

た
学

校
等

で
情

報
モ

ラ
ル

の
講

演
や

出
前

授
業

を
実

施
す

る
。
依

頼
へ

の
対

応
　
1
0
0
％

・イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

トの
危

険
性

を
伝

え
る

と
と

も
に

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
の

必
要

性
や

正
し

い
ネ

ッ
トと

の
付

き
合

い
方

等
を

指
導

，
広

報
し

て
い

く
よ

う
啓

発
を

行
う

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

D
V
を

内
容

ま
で

知
っ

て
い

る
と

答
え

た
人

の
割

合
：
7
0
%
以

上

写
真

等

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

5
2
8

5
7
4

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
学

校
か

ら
の

依
頼

に
は

1
0
0
％

対
応

で
き

た
。
（
9
8
団

体
・
2
0
7
回

）
・学

校
か

ら
は

，
実

際
に

あ
っ

た
トラ

ブ
ル

や
事

案
を

も
と

に
授

業
を

実
施

し
て

く
れ

た
こ

と
で

児
童

生
徒

に
は

ス
ト

レ
ー

ト
に

指
導

が
入

り
，
助

か
っ

た
と

い
う
声

や
，
色

々
な

校
種

や
職

種
の

方
が

来
て

い
た

だ
い

た
こ

と
で

，
よ

り
専

門
的

な
観

点
で

授
業

を
展

開
し

て
く
れ

て
効

果
的

だ
っ

た
と

い
う
声

を
い

た
だ

い
た

。
・
全

市
立

小
中

学
校

の
児

童
生

徒
を

対
象

に
行

っ
た

「
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
利

用
に

か
か

わ
る

実
態

調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
」

の
結

果
を

授
業

内
容

に
取

り
入

れ
る

こ
と

で
，
児

童
生

徒
た

ち
が

自
分

の
こ

と
と

し
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

て
い

た
と

の
声

も
い

た
だ

い
た

。

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
に

関
す

る
正

し
い

知
識

を
身

に
付

け
，
ネ

ッ
トト

ラ
ブ

ル
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
，
情

報
モ

ラ
ル

教
育

を
進

め
る

。
・
講

演
，
出

前
研

修
・
広

報
，
啓

発

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
未

成
年

の
健

全
育

成
と

い
う
観

点
か

ら
加

害
者

に
も

被
害

者
に

も
さ

せ
な

い
と

い
う
意

識
で

啓
発

・
指

導
に

取
り
組

む
。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

担
当

課
少

年
補

導
セ

ン
タ

ー
効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

・
学

校
等

か
ら

の
出

前
授

業
の

依
頼

に
は

1
0
0
％

対
応

し
た

。
・基

本
的

な
情

報
モ

ラ
ル

授
業

だ
け

で
は

な
く
，
依

頼
し

て
き

た
学

校
の

実
態

や
発

達
段

階
に

応
じ

て
，

当
該

教
員

と
教

材
や

課
題

内
容

の
確

認
等

を
行

い
，
常

に
授

業
内

容
を

変
化

さ
せ

な
が

ら
授

業
実

践
し

た
。

・
少

年
補

導
セ

ン
タ

ー
の

職
員

を
派

遣
す

る
際

も
，

小
学

校
・
中

学
校

の
補

導
教

員
が

行
く
場

合
や

，
教

員
と

警
察

籍
の

職
員

が
ペ

ア
に

な
っ

て
行

く
場

合
等

，
依

頼
内

容
に

応
じ

て
変

え
て

い
く
工

夫
を

し
た

。
・
小

・
中

・
義

そ
れ

ぞ
れ

の
新

入
生

の
全

保
護

者
向

け
に

「
正

し
く
使

お
う
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
」
と

い
う
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
を

入
学

時
に

配
付

し
，
啓

発
を

行
っ

た
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
・
令

和
5
年

度
よ

り
児

童
生

徒
の

家
庭

学
習

に
G
IG

A
タ

ブ
レ

ッ
ト
を

活
用

す
る

こ
と

が
推

進
さ

れ
る

こ
と

に
な

り
，

ネ
ッ

ト
ト
ラ

ブ
ル

の
増

加
や

低
年

齢
化

が
予

想
さ

れ
る

。
今

ま
で

以
上

に
学

校
と

連
携

し
て

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

推
進

や
啓

発
が

必
要

に
な

る
と

考
え

る
。
ま

た
，

年
々

新
し

い
ソ

フ
トや

機
能

が
開

発
さ

れ
て

い
る

の
で

，
新

し
い

技
術

に
対

応
で

き
る

知
識

や
授

業
内

容
・
課

題
の

習
得

，
研

究
を

し
て

い
く
よ

う
に

す
る

。

R
5

自
課

評
価

R
6

R
7

A

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

Ｄ Ｖ ・ 性 犯 罪 等 等 暴 力 を 根 絶 す る た め の 啓 発 の 充 実

1
9

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

推
進

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

2
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.1
9
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（実
施

）
C

he
ck

（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

Ｄ Ｖ ・ 性 犯 罪 等 暴 力 の 被 害 者 へ の 支 援

2
0

人
権

全
般

に
お

け
る

相
談

体
制

の
充

実

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

2
イ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
・引

き
続

き
研

修
等

に
参

加
し

，
職

員
の

資
質

向
上

に
努

め
る

。
・
人

権
擁

護
委

員
と

連
携

し
，
人

権
の

花
や

「
人

権
擁

護
委

員
の

日
」な

ど
の

啓
発

活
動

を
行

っ
て

い
く
。

R
5

R
6

R
7

　
あ

ら
ゆ

る
人

権
課

題
の

解
決

と
す

べ
て

の
人

の
人

権
が

尊
重

さ
れ

る
社

会
の

実
現

を
目

指
す

。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
研

修
等

を
通

じ
て

，
職

員
の

資
質

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

，
人

権
相

談
に

対
し

て
も

適
切

に
対

応
で

き
た

。
・様

々
な

人
権

問
題

に
つ

い
て

の
相

談
に

応
じ

，
関

係
機

関
と

連
携

し
必

要
な

支
援

を
行

う
・
特

設
人

権
相

談
所

の
開

設
・
相

談
に

あ
た

る
職

員
の

資
質

の
向

上
を

目
的

に
各

種
研

修
会

へ
参

加
す

る

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

・
人

権
相

談
　
2
9
件

（
う
ち

，
D
V
に

関
す

る
も

の
1
0

件
）

必
要

に
応

じ
，
専

門
の

窓
口

を
案

内
し

た
。

・
職

員
が

各
種

研
修

へ
参

加
（
人

権
啓

発
指

導
者

養
成

研
修

会
，
県

主
催

犯
罪

被
害

者
等

支
援

研
修

会
他

）
し

，
資

質
向

上
を

図
っ

た
。

・特
設

人
権

相
談

（
人

権
擁

護
委

員
に

よ
る

相
談

）
に

つ
い

て
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

案
内

し
た

。
・
人

権
擁

護
委

員
の

周
知

を
目

的
に

，
６
月

1
日

「
人

権
擁

護
委

員
の

日
」
に

合
わ

せ
，
市

本
庁

舎
１
階

で
啓

発
活

動
を

行
っ

た
。

自
課

評
価

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【課
題

等
】

・
事

業
名

称
か

ら
す

る
と

相
談

件
数

が
少

な
い

よ
う
に

思
う
。
窓

口
の

周
知

方
法

等
が

分
か

ら
な

い
が

，
工

夫
す

べ
き

で
は

。

担
当

課
人

権
同

和
・男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R3
R4

R5
◆

推
進

委
員

会
か

ら
点

検
コ

メ
ン

ト

15
48

【特
に

良
か

っ
た

点
等

】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・人
権

相
談

の
受

付
，
必

要
な

機
関

に
つ

な
げ

る
。

・
研

修
等

を
通

じ
て

相
談

に
あ

た
る

職
員

の
資

質
向

上
及

び
相

談
窓

口
の

周
知

を
図

る
。

・
法

務
局

人
権

擁
護

委
員

と
連

携
し

，
市

民
か

ら
の

予
約

に
応

じ
て

特
設

人
権

相
談

所
を

開
設

す
る

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

D
V
に

つ
い

て
誰

（ど
こ

）に
も

相
談

し
な

か
っ

た
人

の
割

合
：
3
0
%
以

下

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・事
業

実
施

方
法

は
適

切
か

。
・事

業
コ

ス
ト，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・事
業

の
活

動
指

標
の

達
成

状
況

は
順

調
か

。
・事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R6
R7

R
4
【
N
o
.2
0
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（実
施

）
C

he
ck

（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

Ｄ Ｖ ・ 性 犯 罪 等 暴 力 の 被 害 者 へ の 支 援

2
1

Ｄ
Ｖ

等
被

害
者

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

の
連

携
強

化

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

2
イ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
・引

き
続

き
定

期
的

に
ネ

ッ
トワ

ー
ク

会
議

を
開

催
す

る
。
ま

た
，
庁

内
関

係
各

課
と

密
に

連
絡

を
取

り
合

い
，
情

報
共

有
す

る
こ

と
で

，
連

携
を

深
め

る
。

・
女

性
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
等

の
庁

外
機

関
と

も
連

携
を

図
っ

て
い

く
。

R
5

R
6

R
7

・
被

害
者

が
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

で
心

身
と

も
に

傷
つ

い
て

い
る

こ
と

，
個

別
の

状
況

が
あ

る
こ

と
に

留
意

し
，
そ

の
人

の
立

場
に

配
慮

し
た

対
応

を
徹

底
す

る
。
不

適
切

な
対

応
に

よ
り
,被

害
者

に
更

な
る

被
害

（二
次

的
被

害
）が

生
じ

る
こ

と
の

な
い

よ
う
配

慮
す

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
庁

内
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

会
議

に
て

，
関

係
各

課
と

の
情

報
共

有
，
意

見
交

換
を

行
っ

た
。
ま

た
同

日
，
女

性
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

研
修

を
受

講
し

た
。

・
県

主
催

の
会

議
へ

出
席

し
，
庁

外
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

・緊
急

か
つ

重
大

な
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
,ス

ム
ー

ズ
な

庁
内

・
庁

外
の

連
携

を
図

る
。

・
相

談
者

の
安

全
に

配
慮

し
，
Ｄ

Ｖ
等

被
害

者
支

援
の

知
識

や
能

力
を

持
つ

職
員

の
育

成
に

務
め

る
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

・
庁

内
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

会
議

を
4
月

2
6
日

に
開

催
。

・
県

主
催

の
会

議
へ

出
席

（
2
回

）
。

自
課

評
価

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【課
題

等
】

担
当

課
人

権
同

和
・男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R3
R4

R5
◆

推
進

委
員

会
か

ら
点

検
コ

メ
ン

ト

0
0

【特
に

良
か

っ
た

点
等

】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
令

和
２
年

３
月

に
発

生
し

た
Ｄ

Ｖ
被

害
者

情
報

の
漏

え
い

に
つ

い
て

，
原

因
等

を
検

証
し

，
庁

内
会

議
の

場
で

共
有

し
，
再

発
防

止
に

努
め

る
。

・
Ｄ

Ｖ
被

害
者

を
支

援
す

る
関

係
各

課
と

の
連

携
，
情

報
共

有
を

図
る

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

D
V
に

つ
い

て
誰

（ど
こ

）に
も

相
談

し
な

か
っ

た
人

の
割

合
：
3
0
%
以

下

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・事
業

実
施

方
法

は
適

切
か

。
・事

業
コ

ス
ト，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・事
業

の
活

動
指

標
の

達
成

状
況

は
順

調
か

。
・事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R6
R7

R
4
【
N
o
.2
1
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

A
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

Ａ
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・
女

性
対

象
：
一

般
相

談
（
開

館
日

）
の

う
ち

，
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
相

談

　
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
相

談
を

通
じ

，
Ｄ

Ｖ
被

害
を

早
期

に
発

見
し

，
支

援
に

つ
な

げ
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

2
イ

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

2
2

相
談

事
業

（
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
も

の
）

総
合

的
な

相
談

窓
口

と
し

て
，
情

報
紙

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
で

広
報

し
，
相

談
に

つ
な

が
る

よ
う
，
引

き
続

き
取

り
組

む
。

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

Ｄ Ｖ ・ 性 犯 罪 等 暴 力 の 被 害 者 へ の 支 援

感
染

症
拡

大
を

受
け

，
８
/
1
7
～

９
/
1
6
の

一
般

相
談

の
う
ち

面
談

を
中

止
し

，
電

話
相

談
の

み
と

し
た

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

　
総

合
的

な
窓

口
と

し
て

，
相

談
に

応
じ

る
と

と
も

に
，
Ｄ

Ｖ
支

援
関

係
機

関
と

適
切

に
連

携
す

る
。

D
V
に

つ
い

て
誰

（ど
こ

）に
も

相
談

し
な

か
っ

た
人

の
割

合
：
3
0
%
以

下

女
性

対
象

相
談

2
,0

8
3
件

の
う
ち

，
暴

力
に

関
す

る
相

談
1
1
0
件

。
必

要
に

応
じ

て
関

係
機

関
と

連
携

し
た

。

動
画

作
成

に
よ

り
，
相

談
を

S
N
S
等

で
広

報
し

た
。

写
真

等
　
（
動

画
の

一
部

）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

0
0

R
4
【
N
o
.2
2
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

　

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

B
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

　
相

談
関

係
者

に
対

す
る

研
修

・
啓

発
・相

談
員

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

・
相

談
関

連
講

座

　
社

会
の

中
で

女
性

が
置

か
れ

て
い

る
立

場
を

理
解

し
，
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
敏

感
な

視
点

か
ら

の
相

談
業

務
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

2
イ

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

2
3

相
談

体
制

の
充

実

・相
談

員
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
  

開
催

日
①

5
/
2
7
　
②

7
/
2
　
③

7
/
2
3
　
研

修
テ

ー
マ

「
震

災
に

備
え

る
」
と

し
，
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
視

点
か

ら
の

相
談

業
務

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
的

に
全

３
回

実
施

。
・
相

談
関

連
講

座
　
家

族
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
生

き
づ

ら
さ

・働
き

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
女

性
の

た
め

の
講

座
な

ど
３
講

座
を

実
施

。

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

Ｄ Ｖ ・ 性 犯 罪 等 暴 力 の 被 害 者 へ の 支 援

・相
談

員
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
性

的
マ

イ
ノ
リ
テ

ィ
相

談
の

基
礎

知
識

や
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

ｓ
支

援
の

た
め

の
法

知
識

，
思

春
期

・
青

年
期

の
ト
ラ

ン
ス

ジ
ェ

ン
タ

ー
の

方
へ

の
対

応
等

を
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

ｓ
当

事
者

の
立

場
や

弁
護

士
，
全

国
有

数
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ク

リ
ニ

ッ
ク

の
知

見
か

ら
学

ぶ
機

会
と

し
た

。
相

談
員

間
の

活
発

な
や

り
と

り
も

行
わ

れ
，
様

々
な

領
域

で
の

他
職

種
連

携
に

つ
い

て
も

学
び

が
得

ら
れ

る
機

会
と

な
っ

た
。

・
申

込
者

の
欠

席
が

多
数

発
生

し
，
参

加
者

目
標

が
達

成
で

き
な

か
っ

た
が

，
感

染
拡

大
の

影
響

が
大

き
く
や

む
を

得
な

い
も

の
と

思
わ

れ
る

。
・
関

連
講

座
　
目

標
を

大
き

く
上

回
る

成
果

を
あ

げ
た

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

・相
談

員
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
　
実

施
回

数
　
３
回

　
参

加
者

数
　
各

3
5
名

・
相

談
関

連
講

座
　
実

施
回

数
　
３
回

　
参

加
者

数
　
①

1
5
名

，
②

2
0
名

，
③

1
5
名

D
V
に

つ
い

て
誰

（ど
こ

）に
も

相
談

し
な

か
っ

た
人

の
割

合
：
3
0
%
以

下

・相
談

員
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
　
　
実

施
回

数
　
3
回

　
　
参

加
者

数
　
5
4
名

(う
ち

男
性

1
9
名

）
テ

ー
マ

　
①

性
的

マ
イ

ノ
リ
テ

ィ
相

談
の

基
礎

知
識

②
相

談
員

が
知

っ
て

お
き

た
い

Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

ｓ
支

援
の

た
め

の
法

知
識

　
③

思
春

期
・
青

年
期

の
ト
ラ

ン
ス

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

方
へ

の
対

応
と

多
職

種
連

携
・
相

談
関

連
講

座
　
　
実

施
回

数
　
計

９
回

　
　
参

加
者

数
　
1
3
7
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち

男
性

７
名

，
ｵ

ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
2
1
名

　
①

よ
り
よ

い
関

係
を

築
く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

講
座

　
　
1
回

　
2
3
名

　
②

ア
ン

ガ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
講

座
　
　
2
回

　
4
1
名

（
男

性
7
名

※
オ

ン
ラ

イ
ン

2
1
名

）
　
③

女
性

の
居

場
所

づ
く
り
「
ゆ

る
り
の

し
っ

ぽ
」

　
　
6
回

　
7
3
回

　
（「

コ
ス

メ
バ

ン
ク

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト」

（
拠

点
：
東

京
）
と

連
携

し
，
無

償
で

化
粧

品
セ

ッ
ト
の

提
供

を
受

け
，
参

加
者

に
配

付
し

た
（
初

参
加

の
方

）
。
）

写
真

等

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

3
7
8

6
5
4

R
4
【
N
o
.2
3
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
管

理
監

督
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
を

実
施

す
る

。
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
苦

情
相

談
窓

口
の

周
知

を
図

る
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・ハ
ラ

ス
メ

ン
トを

内
容

ま
で

知
っ

て
い

る
と

答
え

た
人

の
割

合
：
7
0
%
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

【
課

題
等

】

担
当

課
人

事
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

0
0

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
管

理
職

を
対

象
と

し
た

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
研

修
に

つ
い

て
は

，
対

象
者

が
で

き
る

だ
け

受
講

で
き

る
よ

う
８
コ

ー
ス

設
定

し
た

。
ま

た
，
令

和
２
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
た

め
，
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
基

礎
知

識
は

す
で

に
理

解
し

て
い

る
と

い
う
前

提
で

講
義

内
容

を
組

み
立

て
，
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
な

伝
え

方
を

考
え

る
な

ど
，
主

に
育

成
視

点
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
を

採
り
入

れ
た

講
義

内
容

と
し

た
。

・ハ
ラ

ス
メ

ン
ト苦

情
相

談
員

を
対

象
と

し
た

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
研

修
を

１
日

，
ま

た
情

報
交

換
会

を
２
回

実
施

し
，
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト防
止

対
策

強
化

の
動

き
や

ハ
ラ

ス
メ

ン
トの

定
義

の
学

習
に

加
え

，
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

を
考

え
な

が
ら

，
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト苦
情

相
談

員
に

求
め

ら
れ

る
も

の
に

つ
い

て
，
目

的
や

役
割

を
共

有
す

る
と

と
も

に
，
相

談
員

同
士

の
意

見
交

換
の

場
と

し
た

。
　
職

員
一

人
ひ

と
り
が

，
お

互
い

の
価

値
観

等
の

違
い

を
認

め
，
尊

重
し

，
協

力
し

合
う
こ

と
で

，
ハ

ラ
ス

メ
ン

トの
な

い
職

場
づ

く
り
を

目
指

す
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

○
管

理
職

を
対

象
と

し
た

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
研

修
・
・
・

（
3
0
5
人

，
受

講
率

8
1
.6

％
）

○
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト苦
情

相
談

員
を

対
象

と
し

た
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト防
止

研
修

・・
・（

1
3
人

，
受

講
率

8
1
.3

％
）　

　
　
情

報
交

換
会

・
・
・
（
2
1
人

，
出

席
率

7
0
％

）

・研
修

に
つ

い
て

受
講

率
が

高
く
，
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト防
止

に
取

り
組

む
所

属
長

及
び

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
苦

情
相

談
員

の
姿

勢
が

伺
え

た
。
ま

た
，
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
苦

情
相

談
窓

口
の

周
知

に
つ

い
て

は
，
６
月

に
庁

内
掲

示
を

行
い

，
新

採
研

修
（
４
月

，
1
0
月

，
１
月

実
施

）
に

お
い

て
も

周
知

を
図

っ
た

。

　
市

職
員

等
を

対
象

と
し

た
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
研

修
を

実
施

し
，
職

場
に

お
け

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

と
，
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

事
態

が
生

じ
た

際
の

迅
速

・
適

切
な

対
応

に
つ

い
て

，
理

解
を

深
め

て
も

ら
う
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
　
ハ

ラ
ス

メ
ン

トの
な

い
職

場
を

目
指

し
て

，
講

義
内

容
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
，
受

講
率

を
高

め
る

よ
う

受
講

に
つ

い
て

周
知

し
て

い
く
。
ま

た
，
研

修
の

効
果

に
つ

い
て

も
検

証
し

て
い

く
。

R
5

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

あ ら ゆ る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た め の 啓 発 の 充 実

2
4

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
研

修

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

2
ウ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.2
4
】

35



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（実
施

）
C

he
ck

（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

あ ら ゆ る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た め の 啓 発 の 充 実

2
5

Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ職

員
研

修

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

2
ウ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
引

き
続

き
、
職

員
が

正
し

い
理

解
と

適
切

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
研

修
や

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
く
。

R
5

R
6

R
7

　
生

物
学

的
な

性
別

，
性

自
認

，
性

的
指

向
に

関
わ

ら
ず

，
個

人
と

し
て

尊
重

さ
れ

，
そ

の
個

性
と

能
力

を
発

揮
す

る
機

会
が

確
保

さ
れ

る
社

会
づ

く
り
を

目
指

す
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

福
祉

課
の

職
場

研
修

で
は

研
修

が
有

意
義

だ
っ

た
（
５

段
階

中
５
・４

の
回

答
者

）が
約

９
１
％

で
あ

っ
た

。
「身

近
な

問
題

と
し

て
再

認
識

し
た

。
知

ろ
う
と

す
る

姿
勢

が
大

切
だ

と
感

じ
た

。
」「

市
民

対
応

の
参

考
に

な
っ

た
」な

ど
の

感
想

が
寄

せ
ら

れ
た

。

　
多

様
な

性
の

あ
り
方

に
関

し
て

理
解

を
促

進
す

る
た

め
の

職
員

研
修

の
実

施

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

講
師

派
遣

の
要

望
が

あ
っ

た
所

属
に

お
け

る
人

権
研

修
及

び
新

採
研

修
で

、
性

的
指

向
・性

自
認

に
つ

い
て

の
研

修
を

実
施

し
た

。
わ

か
り
や

す
い

研
修

と
な

る
よ

う
動

画
も

用
い

た
。

福
祉

３
課

人
権

研
修

　
１
５
４
名

参
加

新
採

研
修

 ５
名

参
加

自
課

評
価

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【課
題

等
】

・希
望

す
る

職
員

だ
け

で
な

く
，
広

く
全

職
員

に
周

知
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

担
当

課
人

権
同

和
・男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R3
R4

R5
◆

推
進

委
員

会
か

ら
点

検
コ

メ
ン

ト

2
00

69
【特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
研

修
ア

ン
ケ

ー
ト
に

お
い

て
，
理

解
が

深
ま

っ
た

と
回

答
し

た
割

合
　
９
割

以
上

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

セ
ク

シ
ャ

ル
・ハ

ラ
ス

メ
ン

トを
内

容
ま

で
知

っ
て

い
る

と
答

え
た

人
の

割
合

：
7
0
%
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・事
業

実
施

方
法

は
適

切
か

。
・事

業
コ

ス
ト，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・事
業

の
活

動
指

標
の

達
成

状
況

は
順

調
か

。
・事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R6
R7

R
4
【
N
o
.2
5
】

36



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

A
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

　
サ

ポ
ー

タ
ー

講
師

に
よ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

関
す

る
出

前
講

座
の

実
施

。

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

トを
正

し
く
理

解
す

る
こ

と
で

，
一

人
ひ

と
り
の

人
権

を
尊

重
す

る
社

会
づ

く
り
を

目
指

す
。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

2
ウ

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

2
6

出
前

講
座

引
き

続
き

職
場

，
企

業
，
団

体
等

に
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト防
止

へ
の

理
解

が
広

が
る

よ
う
，
広

く
周

知
す

る
。
コ

ロ
ナ

5
類

移
行

に
よ

り
，
利

用
が

増
加

す
る

こ
と

を
見

込
み

，
広

報
を

強
化

し
，
重

要
性

を
伝

え
て

い
く
。

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

あ ら ゆ る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た め の 啓 発 の 充 実

サ
ポ

ー
タ

ー
講

師
に

よ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
講

座
は

ほ
ぼ

前
年

並
み

の
実

績
と

な
り
，
目

標
を

達
成

し
た

。

出
前

講
座

全
体

と
し

て
，
感

染
症

拡
大

の
影

響
は

残
っ

て
い

る
が

，
年

度
後

半
は

回
復

基
調

に
あ

る
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

要
請

に
応

じ
て

出
前

講
座

講
師

を
派

遣
す

る
。

セ
ク

シ
ャ

ル
・ハ

ラ
ス

メ
ン

トを
内

容
ま

で
知

っ
て

い
る

と
答

え
た

人
の

割
合

：
7
0
%
以

上

・
サ

ポ
ー

タ
ー

講
師

　
　
３
件

５
回

　
参

加
者

数
　
2
5
8
名

(う
ち

男
性

1
2
3

名
)

写
真

等

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

2
9

5
8

R
4
【
N
o
.2
6
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

D
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

　
に

じ
い

ろ
コ

ー
ル

（
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

ｓ
に

関
す

る
相

談
）

　
毎

月
第

４
土

曜
日

　
1
3
:3

0
～

1
6
:3

0
　
専

用
電

話
番

号
で

専
門

の
相

談
員

が
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

な
ど

の
相

談
を

受
け

る
。

　
性

的
少

数
者

を
対

象
に

し
た

Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

ｓ
に

関
す

る
相

談
を

実
施

し
，
多

様
な

性
へ

の
理

解
を

深
め

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

2
ウ

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

2
7

性
的

少
数

者
に

関
す

る
電

話
相

談

次
年

度
か

ら
に

じ
い

ろ
コ

ー
ル

を
フ

リ
ー

ダ
イ

ヤ
ル

に
変

更
し

，
若

い
世

代
を

含
め

，
よ

り
相

談
し

や
す

い
環

境
を

整
え

る
。

番
号

　
０
１
２
０
－

５
６
－

２
４
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ

ー
ル

に
じ

い
ろ

）

Ｄ Ｖ や ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を つ く り ま し ょ う

あ ら ゆ る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た め の 啓 発 の 充 実

情
報

紙
，
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
に

よ
り
広

報
し

，
ま

た
他

機
関

か
ら

の
紹

介
も

あ
り
前

年
よ

り
相

談
件

数
は

増
加

し
た

。
1
0
代

か
ら

の
相

談
が

1
件

と
少

な
く
，
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
等

と
は

異
な

り
，
電

話
料

金
が

発
生

す
る

こ
と

が
要

因
と

な
っ

て
い

る
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

　
L
B
G
T
ｓ
に

関
す

る
相

談
を

受
け

る
。

－

令
和

3
年

度
の

試
行

を
経

て
，
新

た
に

専
門

相
談

と
し

て
令

和
4
年

度
か

ら
開

始
し

た
。

月
1
回

　
相

談
件

数
計

　
2
1
件

実
施

時
期

　
毎

月
第

4
土

曜
　
１
３
：３

０
～

１
６
：３

０
実

施
方

法
　
電

話
相

談

写
真

等
（
S
N
S
に

よ
る

紹
介

）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

2
1
8

1
5
6

R
4
【
N
o
.2
7
】

38



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進

2
8

男
女

共
同

参
画

推
進

企
業

表
彰

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
・
引

き
続

き
募

集
時

の
広

報
や

表
彰

企
業

の
P
R
を

よ
り

工
夫

し
，
市

内
事

業
者

へ
男

女
共

同
参

画
の

取
組

の
浸

透
を

図
っ

て
い

く
。

R
5

R
6

R
7

　
育

児
・
介

護
休

業
制

度
の

充
実

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

，
女

性
活

躍
を

支
援

す
る

取
組

な
ど

を
積

極
的

に
実

施
す

る
事

業
者

を
表

彰
す

る
こ

と
で

，
働

く
場

に
お

け
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
の

意
識

向
上

を
図

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・募

集
時

に
，
チ

ラ
シ

配
付

の
ほ

か
，
商

工
会

議
所

や
青

年
会

議
所

等
の

関
係

団
体

へ
周

知
を

依
頼

し
，
市

内
事

業
者

に
対

し
，
事

業
を

広
く
広

報
し

た
こ

と
で

目
標

を
超

え
る

企
業

か
ら

応
募

が
あ

っ
た

。

「男
女

が
と

も
に

輝
く
高

知
市

男
女

共
同

参
画

条
例

」
に

基
づ

き
，
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
関

す
る

活
動

を
積

極
的

に
実

施
し

て
い

る
事

業
者

を
表

彰
し

，
市

内
事

業
者

の
男

女
共

同
参

画
推

進
を

目
指

す
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

・
表

彰
企

業
数

　
６
社

（
応

募
６
社

）
。

　
荒

川
電

工
(株

)，
紀

和
工

業
（
株

）
，
四

国
水

道
工

業
（
株

）
，
土

佐
新

高
建

設
（
株

）
，

フ
ク

ヤ
建

設
（
株

）
，
（
有

）
深

瀬
電

機
　
（
※

5
0
音

順
）

・８
月

１
日

に
本

庁
舎

特
別

応
接

室
に

て
表

彰
式

を
実

施
し

た
。

自
課

評
価

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】

担
当

課
人

権
同

和
・
男

女
共

同
参

画
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

2
8

2
0

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
表

彰
企

業
数

　
３
社

以
上

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
企

業
の

表
彰

企
業

数
：
毎

年
３
社

以
上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

R
4
【
N
o
.2
8
】

39



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

【
課

題
等

】
・
休

暇
を

取
得

し
な

い
理

由
は

分
か

ら
な

い
か

も
し

れ
な

い
が

，
職

場
の

忙
し

さ
や

欠
員

等
の

理
由

で
申

請
し

づ
ら

い
こ

と
も

あ
る

と
思

う
の

で
，
管

理
職

等
か

ら
の

働
き

か
け

も
必

要
で

は
。

・
育

児
休

業
取

得
率

は
，

年
々

増
え

て
は

き
て

い
る

が
，
７
割

近
い

職
員

は
取

得
し

て
い

な
い

の
で

，
制

度
は

あ
っ

て
も

取
得

し
に

く
い

の
で

は
な

い
か

。
休

暇
（
短

期
間

）
の

取
得

率
と

比
べ

る
と

か
な

り
低

い
と

思
う
。

・
育

休
を

取
得

す
る

に
は

，
家

事
ス

キ
ル

や
同

時
進

行
で

複
数

の
イ

レ
ギ

ュ
ラ

ー
な

事
務

を
処

理
能

力
を

併
せ

持
っ

て
い

る
必

要
が

あ
る

。
入

庁
1
0
年

く
ら

い
ま

で
の

職
員

（
性

別
問

わ
ず

）
に

，
子

育
て

経
験

職
員

（
性

別
問

わ
ず

）
か

ら
家

事
・
育

児
・
仕

事
の

ス
キ

ル
や

タ
ス

ク
管

理
に

つ
い

て
教

示
す

る
よ

う
な

研
修

を
実

施
で

き
な

い
か

。
こ

の
よ

う
な

タ
ス

ク
管

理
に

つ
い

て
見

識
を

有
す

る
外

部
講

師
で

も
良

い
と

思
う

。
№

3
1
「
男

性
対

象
家

事
の

基
礎

講
座

の
開

催
」
の

変
形

版
を

庁
内

で
実

施
す

る
イ

メ
ー

ジ
。

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・男
性

の
育

児
休

業
取

得
率

が
順

調
に

上
昇

し
て

い
る

こ
と

は
す

ば
ら

し
い

と
思

う
。

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

0

R
5

R
7

・
子

ど
も

が
生

ま
れ

た
男

性
職

員
に

対
し

，
休

暇
制

度
や

共
済

組
合

の
給

付
制

度
に

つ
い

て
ま

と
め

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

送
付

し
た

。

・
育

児
休

業
を

実
際

に
取

得
し

た
男

性
職

員
の

名
簿

や
，
体

験
記

を
庁

内
掲

示
し

，
広

く
職

員
全

体
に

対
し

て
周

知
を

図
っ

た
。

・
男

性
職

員
の

育
児

に
関

す
る

休
暇

の
取

得
促

進
を

図
る

た
め

，
令

和
３
年

度
の

取
得

実
績

等
に

つ
い

て
庁

内
掲

示
を

行
っ

た
。

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

○
令

和
４
年

度
実

績
　

・
男

性
職

員
育

児
休

業
取

得
率

：
3
2
.4

％
　

・
配

偶
者

出
産

時
特

別
休

暇
取

得
率

：
8
9
.7

％
　

・
育

児
参

加
特

別
休

暇
取

得
率

：
8
0
.9

％

・
職

員
へ

の
継

続
的

な
情

報
提

供
に

よ
り
，

男
女

問
わ

ず
育

児
に

関
す

る
制

度
等

に
つ

い
て

職
員

間
で

共
有

さ
れ

て
き

て
い

る
。

・
男

性
の

育
児

休
業

取
得

を
促

す
制

度
改

正
等

の
影

響
に

よ
り
，

民
間

企
業

も
含

め
，

男
性

の
育

児
休

業
取

得
の

機
運

が
高

ま
っ

て
き

て
い

る
こ

と
か

ら
，

本
市

に
お

い
て

も
子

ど
も

が
生

ま
れ

た
男

性
職

員
へ

の
意

識
付

け
や

，
職

場
の

理
解

が
進

ん
で

き
て

い
る

と
感

じ
る

。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

R
6

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

R
4

B
自

課
評

価
R
6

R
7

B
　
本

市
の

男
性

職
員

の
育

児
休

業
取

得
率

は
順

調
に

上
昇

し
て

い
る

が
，
国

と
地

方
の

公
務

員
の

取
得

率
の

政
府

目
標

が
引

き
上

げ
ら

れ
た

こ
と

も
あ

り
，
本

市
の

数
値

目
標

に
つ

い
て

も
引

き
上

げ
を

検
討

し
て

い
く
。

　
ま

た
，
実

効
性

の
高

い
取

組
を

行
っ

て
い

る
他

都
市

の
事

例
を

参
考

に
し

な
が

ら
，
今

後
の

取
組

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
て

い
く
。

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
ア

N
o
.

事
業

名

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進

2
9

男
性

職
員

の
子

育
て

参
加

の
促

進

　
男

性
職

員
が

積
極

的
に

育
児

に
参

加
す

る
こ

と
で

，
女

性
が

仕
事

と
子

育
て

の
二

者
択

一
を

迫
ら

れ
る

状
況

の
解

消
に

つ
な

が
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

高
知

市
男

性
職

員
の

育
児

休
業

取
得

率
：

3
6
%
以

上

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
子

ど
も

が
生

ま
れ

た
男

性
職

員
と

そ
の

所
属

長
に

対
し

，
男

性
職

員
が

取
得

で
き

る
休

暇
や

共
済

組
合

の
給

付
制

度
に

つ
い

て
の

周
知

文
書

を
送

付
す

る
。

・
育

児
休

業
を

取
得

し
た

男
性

職
員

の
名

簿
や

，
子

育
て

に
関

す
る

休
暇

等
に

つ
い

て
，
庁

内
掲

示
に

よ
り
情

報
提

供
を

行
う
。

　
男

性
職

員
の

育
児

休
業

等
の

取
得

促
進

を
図

る
と

と
も

に
，
子

育
て

に
理

解
あ

る
職

場
風

土
の

形
成

を
図

る
た

め
，
子

育
て

や
関

係
す

る
各

種
制

度
に

つ
い

て
職

員
へ

の
継

続
的

な
情

報
提

供
を

行
う
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

人
事

課

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

担
当

課

0

R
4
【
N
o
.2
9
】

40



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

【
課

題
等

】
・　

高
知

市
労

働
ニ

ュ
ー

ス
の

存
在

自
体

を
知

ら
な

い
労

働
者

が
少

な
く
な

い
よ

う
に

思
う

。
時

間
を

か
け

て
内

容
を

吟
味

し
作

っ
た

も
の

を
多

く
の

労
働

者
の

目
に

触
れ

て
も

ら
う
意

味
で

も
，
労

働
ニ

ュ
ー

ス
の

存
在

を
多

く
に

広
報

す
る

こ
と

が
必

要
だ

と
思

う
。

・　
「中

小
企

業
等

に
対

す
る

助
成

制
度

を
中

心
」に

と
い

う
取

組
と

，
４
年

度
に

ど
の

よ
う

な
助

成
金

制
度

を
掲

載
し

た
の

か
分

か
る

よ
う
に

記
載

し
て

お
け

ば
，
実

施
内

容
と

掲
載

内
容

が
リ
ン

ク
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

予
算

の
都

合
も

あ
る

と
は

思
う
が

，
紙

で
の

配
布

先
は

ど
う
い

っ
た

基
準

に
な

っ
て

い
る

の
か

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
だ

け
で

も
良

い
の

で
は

。
市

の
広

報
紙

へ
の

折
り
込

み
は

難
し

い
か

。
市

民
対

象
と

い
う

よ
り

は
，
労

働
組

合
対

応
の

よ
う
な

イ
メ

ー
ジ

を
受

け
る

。

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
令

和
５
年

度
に

つ
い

て
も

，
引

き
続

き
労

働
ニ

ュ
ー

ス
を

発
行

し
，
雇

用
，
労

働
の

制
度

改
正

に
関

す
る

ニ
ュ

ー
ス

を
中

心
に

，
時

宜
に

か
な

っ
た

情
報

を
届

け
る

。

R
5

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
ア

N
o
.

事
業

名

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進

3
0

「
高

知
市

労
働

ニ
ュ

ー
ス

」
の

充
実

・
情

報
提

供
の

拡
充

◆
事

業
（
概

要
）

・
「
高

知
市

労
働

ニ
ュ

ー
ス

」
を

年
４
回

発
行

し
，
情

報
誌

へ
の

折
込

や
労

働
組

合
等

に
配

布
す

る
と

と
も

に
，
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

幅
広

く
広

報
を

図
る

。
※

配
布

先
：
情

報
誌

「
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」
：
1
0
0
0
部

，
労

働
組

合
：
2
0
0
か

所

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
企

業
表

彰
の

表
彰

企
業

数
：
毎

年
３
社

以
上

　
平

成
1
8
年

度
か

ら
発

行
し

て
い

る
「
高

知
市

労
働

ニ
ュ

ー
ス

」
で

労
働

関
係

の
施

策
に

つ
い

て
周

知
を

図
る

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
働

き
た

い
人

が
性

別
に

か
か

わ
り
な

く
そ

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う
に

，
労

働
者

や
事

業
者

に
対

し
て

法
や

制
度

の
周

知
を

図
る

。

自
課

評
価

R
6

R
7

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課

　
中

小
企

業
等

に
対

す
る

助
成

制
度

を
中

心
に

，
労

働
関

連
法

の
改

正
等

の
情

報
を

掲
載

し
た

。
　
で

き
る

だ
け

多
く
の

方
に

読
ん

で
い

た
だ

け
る

よ
う

に
，
読

者
目

線
で

興
味

を
引

く
内

容
と

な
る

よ
う
心

が
け

た
。

産
業

政
策

課

・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

年
４
回

発
行

（
令

和
４
年

度
の

主
な

内
容

）
６
月

号
：ハ

ラ
ス

メ
ン

ト防
止

対
策

の
義

務
化

ほ
か

９
月

号
：
子

育
て

サ
ポ

ー
ト
企

業
の

認
定

制
度

の
改

正
，

令
和

４
年

度
高

知
市

男
女

共
同

参
画

推
進

企
業

表
彰

式
ほ

か
1
2
月

号
：
高

知
市

技
能

功
労

者
表

彰
式

，
労

働
者

共
同

組
合

法
の

施
行

ほ
か

３
月

号
：イ

ン
ボ

イ
ス

制
度

に
つ

い
て

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

9
9

写
真

等

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性

R
4
【
N
o
.3
0
】

41



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

C
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・
男

性
家

事
講

座
　
男

性
の

家
事

へ
の

参
画

を
促

進
し

，
男

女
の

性
別

役
割

分
業

に
つ

い
て

の
気

づ
き

や
，
家

庭
生

活
を

含
め

た
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

充
実

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

提
供

す
る

。

　
男

性
の

家
事

・
育

児
へ

の
参

加
を

促
進

し
，

男
女

の
性

別
役

割
分

業
へ

の
気

づ
き

や
，

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

つ
い

て
の

認
識

を
深

め
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

3
ア

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

3
1

男
性

対
象

家
事

の
基

礎
講

座
の

開
催

令
和

５
年

度
は

男
性

の
家

事
・
育

児
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

た
め

，
夏

休
み

親
子

料
理

教
室

を
新

た
に

加
え

，
家

事
講

座
，
介

護
講

座
の

３
回

を
実

施
予

定
。

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進

感
染

拡
大

を
考

慮
し

，
調

理
を

行
う

第
2
回

目
の

定
員

を
1
2
名

に
制

限
し

た
こ

と
か

ら
，
講

座
第

2
回

の
目

標
達

成
は

実
施

前
か

ら
困

難
で

あ
っ

た
が

，
事

業
の

趣
旨

と
し

て
実

習
は

欠
か

せ
な

い
こ

と
か

ら
大

幅
に

制
限

し
て

取
り
組

ん
だ

も
の

で
あ

る
。

2
回

で
計

５
１
名

と
な

り
，
全

体
の

8
割

を
超

え
て

い
る

こ
と

か
ら

B
と

し
た

。
募

集
で

は
，
ラ

ジ
オ

，
市

広
報

紙
，
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

，
新

聞
，

S
N
S
な

ど
幅

広
い

媒
体

で
広

報
し

た
が

，
参

加
者

数
が

8
名

に
と

ど
ま

っ
た

要
因

は
，
介

護
に

当
た

る
当

事
者

が
，
感

染
症

リ
ス

ク
を

踏
ま

え
て

，
参

加
に

慎
重

で
あ

っ
た

こ
と

が
考

え
ら

れ
，

ま
た

，
高

齢
者

に
は

S
N
S
が

ア
ク

セ
ス

し
に

く
い

媒
体

で
あ

っ
た

こ
と

も
影

響
し

た
と

思
わ

れ
る

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

・
男

性
家

事
・
介

護
基

礎
講

座
　
実

施
回

数
　
２
回

　
参

加
者

数
　
各

3
0
名

ー

男
性

の
家

事
・
介

護
へ

の
参

加
を

促
進

し
，
性

別
役

割
分

担
に

つ
い

て
の

気
づ

き
や

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
充

実
に

つ
い

て
考

え
る

講
座

と
し

て
座

学
や

講
話

，
介

護
食

づ
く
り
を

実
施

し
た

。
　
①

ケ
ア

メ
ン

を
サ

ポ
ー

ト
　
～

介
護

で
慌

て
な

い
た

め
の

心
構

え
～

　
②

ケ
ア

メ
ン

を
サ

ポ
ー

ト
　
～

料
理

初
心

者
の

た
め

の
介

護
食

づ
く
り
～

＜
講

師
＞

①
溝

渕
由

記
（
高

知
県

介
護

福
祉

士
会

副
会

長
）

／
苅

谷
貢

（
認

知
症

の
人

と
家

族
の

会
高

知
県

支
部

世
話

人
）

②
和

田
房

子
（
居

宅
療

養
管

理
指

導
事

業
所

ひ
さ

管
理

栄
養

士
，
在

宅
訪

問
管

理
栄

養
士

，
病

態
栄

養
専

門
管

理
栄

養
士

）
実

施
日

　
9
月

1
1
日

，
1
1
月

2
7
日

実
施

回
数

　
2
回

参
加

者
　
　
①

4
3
名

（
う
ち

オ
ン

デ
マ

ン
ド
3
6
名

）
　
　
　
　
　
　
 ②

８
名

写
真

等
　
(講

座
チ

ラ
シ

、
講

座
第

２
回

の
様

子
）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

2
7

1
6
3

R
4
【
N
o
.3
1
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト
）

【特
に

良
か

っ
た

点
等

】
・地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

を
孫

と
利

用
さ

せ
て

も
ら

い
ま

し
た

。
施

設
の

職
員

の
方

が
親

切
で

安
全

に
も

気
を

使
っ

て
も

ら
い

と
て

も
良

か
っ

た
。

・S
N
S
や

Z
O
O
M

の
活

用
も

あ
り
，
利

用
者

が
増

加
し

た
こ

と
は

良
い

こ
と

と
思

う
。
も

っ
と

父
親

の
利

用
が

増
え

る
よ

う
な

取
組

を
お

願
い

す
る

。
【課

題
等

】
・待

機
児

童
問

題
は

改
善

さ
れ

て
い

ま
す

が
，
少

子
化

が
心

配
で

す
。
地

域
子

育
て

支
援

施
設

や
，
幼

稚
園

・保
育

園
の

運
営

に
影

響
が

で
て

い
な

い
で

し
ょ

う
か

。
・重

要
な

取
組

な
の

で
，
こ

こ
に

お
金

を
掛

け
る

こ
と

に
異

論
は

な
い

が
，
決

算
額

が
突

出
し

て
い

る
。
素

人
の

疑
問

で
申

し
訳

無
い

が
，
こ

う
い

っ
た

場
合

，
市

議
会

や
専

門
家

に
よ

る
精

査
が

行
わ

れ
て

い
る

か
。

・施
設

数
（高

知
市

合
計

）1
6
か

所
・地

域
子

育
て

支
援

拠
点

事
業

　
延

べ
利

用
者

数
（
高

知
市

合
計

）
6
1
,6

0
0
人

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

社
会

資
源

「集
い

の
場

」
状

況
：
7
0
5
以

上

写
真

等

決
算

額
（千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

有 効 性

・事
業

の
活

動
指

標
の

達
成

状
況

は
順

調
か

。
・事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

1
0
9
,
9
7
9

1
1
8
,
6
3
9

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

延
べ

利
用

者
数

：
　
7
8
,8

8
1
　
人

子
ど

も
：
　

4
0
,6

0
2
　

人
大

人
：
　
　
3
8
,2

7
9
　
人

（
う
ち

父
親

　
2
,8

9
1
　
人

）
施

設
数

：1
6
か

所
市

内
1
6
か

所
の

施
設

で
子

育
て

親
子

が
交

流
し

，
相

談
や

情
報

提
供

等
の

援
助

が
受

け
ら

れ
る

よ
う
図

っ
た

。
延

べ
利

用
者

数
は

目
標

を
上

回
り
，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
で

令
和

２
～

３
年

度
は

減
少

し
て

い
た

が
，
令

和
４

年
度

は
前

年
度

よ
り
1
4
,6

1
1
人

増
と

な
っ

た
。
感

染
対

策
を

徹
底

し
て

安
心

し
て

利
用

で
き

る
よ

う
図

る
と

と
も

に
，

外
出

が
し

に
く
い

状
況

で
も

S
N
S
や

オ
ン

ラ
イ

ン
（z

o
o
m

）を
活

用
し

，
支

援
が

途
切

れ
な

い
工

夫
を

行
う
こ

と
で

，
子

育
て

家
庭

の
孤

立
化

防
止

に
つ

な
げ

る
よ

う
努

め
た

。

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
事

業
（子

ど
も

育
成

課
・保

育
幼

稚
園

課
所

管
）　

乳
幼

児
及

び
そ

の
保

護
者

が
相

互
の

交
流

を
行

う
場

所
を

開
設

し
，

子
育

て
に

つ
い

て
の

相
談

や
情

報
提

供
，

助
言

そ
の

他
の

援
助

を
行

う
。

【子
ど

も
育

成
課

所
管

】
　

社
会

福
祉

法
人

に
業

務
委

託
し

て
市

内
３
か

所
（南

部
・

西
部

・東
部

）の
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

で
実

施
。

ま
た

，
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

が
開

設
し

て
い

る
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

２
か

所
と

学
校

法
人

が
開

設
し

て
い

る
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

２
か

所
に

補
助

実
施

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
性

別
に

関
わ

ら
ず

，
育

児
に

関
わ

る
こ

と
が

子
ど

も
の

健
全

育
成

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
，
交

流
・相

談
の

場
を

男
女

と
も

に
行

き
や

す
く
身

近
な

も
の

と
な

る
よ

う
図

り
，
子

育
て

家
庭

が
孤

立
し

な
い

よ
う
，
地

域
で

の
子

育
て

支
援

を
推

進
し

て
い

く
。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

担
当

課
子

ど
も

育
成

課
効 率 性

・事
業

実
施

方
法

は
適

切
か

。
・事

業
コ

ス
ト，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

　
令

和
４
年

度
は

４
月

に
北

部
地

域
に

新
た

に
１
施

設
開

設
し

た
。
ま

た
，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
に

よ
る

長
期

間
の

閉
所

は
な

く
，
ほ

ぼ
年

間
を

通
し

て
開

設
す

る
こ

と
が

で
き

た
が

，
感

染
防

止
対

策
と

し
て

人
数

制
限

や
時

間
制

限
を

設
け

て
の

運
営

と
な

っ
た

。
　
妊

娠
期

か
ら

子
育

て
期

に
か

け
て

，
切

れ
目

な
い

支
援

を
行

い
，
保

護
者

の
性

別
に

関
わ

ら
ず

，
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
施

設
で

あ
る

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成

　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
  
令

和
４

年
度

か
ら

北
部

地
域

の
新

施
設

を
加

え
て

，
市

内
1
6
か

所
の

施
設

で
，
子

育
て

親
子

が
交

流
し

，
相

談
や

情
報

提
供

等
の

援
助

が
得

ら
れ

る
よ

う
事

業
を

実
施

し
て

い
る

。
　
土

曜
日

に
６

施
設

，
日

曜
日

に
４

施
設

，
祝

日
に

３
施

設
が

開
設

し
て

お
り
，
父

親
を

含
め

様
々

な
家

庭
の

事
情

に
沿

っ
た

利
用

し
や

す
い

環
境

と
な

る
よ

う
図

っ
て

い
る

。
　
相

談
・情

報
提

供
に

お
い

て
は

，
従

来
の

電
話

に
加

え
て

，
メ

ー
ル

や
ブ

ロ
グ

，
S
N
S
等

を
活

用
し

，
保

護
者

等
が

必
要

な
時

に
情

報
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
環

境
を

整
え

て
い

る
。

　
な

お
，
延

べ
利

用
者

数
の

目
標

に
つ

い
て

は
，
子

ど
も

・子
育

て
支

援
法

に
定

め
る

市
町

村
事

業
計

画
等

に
対

応
し

た
本

市
に

お
け

る
子

ど
も

・子
育

て
支

援
を

総
合

的
か

つ
計

画
的

に
推

進
す

る
た

め
の

計
画

で
あ

る
「第

２
期

高
知

市
子

ど
も

・子
育

て
支

援
事

業
計

画
（令

和
２

年
度

～
６

年
度

）」
に

て
設

定
し

て
い

る
事

業
目

標
値

で
あ

り
，
少

子
化

等
を

勘
案

し
て

い
る

も
の

の
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

は
勘

案
さ

れ
て

い
な

い
。

子
ど

も
・子

育
て

支
援

事
業

計
画

の
目

標
値

が
変

更
さ

れ
た

際
に

は
本

計
画

の
目

標
値

も
変

更
す

る
こ

と
と

な
る

。

R
5

自
課

評
価

R
6

R
7

A

D
o

（実
施

）
C

he
ck

（点
検

）
A

ct
io

n（
見

直
し

）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

育 児 ・ 介 護 に お け る 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し た 支 援 の 拡 充

3
2

地
域

の
子

育
て

支
援

・子
育

て
相

談

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
イ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
も
れ
び
テ
ラ
ス

R
4
【
N
o
.3
2
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　

個
別

事
業

実
施

状
況

報
告

（
点

検
シ

ー
ト
）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・会
員

数
　
1
,3

0
0
人

・
新

規
会

員
数

　
5
0
人

/
年

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

ー

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・事
業

コ
ス

ト，
費

用
対

効
果

は
適

当
か

。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

育 児 ・ 介 護 に お け る 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し た 支 援 の 拡 充

3
3

フ
ァ

ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ

ン
タ

ー
事

業

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
イ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　

 （
8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　

 （
6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

R
6

R
7

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

令
和

４
年

度
は

，
年

間
３
回

の
コ

ロ
ナ

禍
以

前
と

同
様

の
援

助
会

員
受

講
が

必
須

の
講

習
会

を
実

施
。

ま
た

，
重

点
地

区
を

設
定

し
て

の
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
や

量
販

店
・
ス

ポ
ー

ツ
ジ

ム
等

で
の

チ
ラ

シ
配

置
な

ど
，

P
R
を

強
化

し
た

。
会

員
数

合
計

は
目

標
を

下
回

っ
た

が
，

新
規

会
員

数
は

目
標

を
大

き
く
超

え
る

成
果

が
あ

っ
た

。
今

後
も

，
援

助
を

希
望

す
る

人
や

援
助

し
た

い
人

に
情

報
を

届
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
広

報
方

法
等

の
工

夫
・
検

討
を

行
う
。

会
員

数
合

計
：
1
,2

2
6
人

（
新

規
会

員
合

計
1
2
1
人

）
依

頼
会

員
登

録
者

数
7
2
0
人

（
男

性
4
2
人

，
女

性
6
7
8
人

）
，

４
年

度
新

規
登

録
9
1
人

（
男

性
5
人

，
女

性
8
6
人

）
。

援
助

会
員

登
録

者
数

4
5
6
人

（
男

性
2
9
人

，
女

性
4
2
7
人

）
，

４
年

度
新

規
登

録
2
7
人

（
男

性
3
人

，
女

性
2
4
人

）
。

両
方

会
員

登
録

者
数

5
0
人

（
男

性
１
人

，
女

性
4
9
人

）
，
４
年

度
新

規
登

録
３
人

（
男

性
0
人

，
女

性
３
人

）
。

・
子

育
て

と
仕

事
の

両
立

支
援

を
主

な
目

的
と

し
た

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
相

互
援

助
活

動
。

育
児

の
援

助
を

受
け

た
い

人
（
依

頼
会

員
）
と

行
い

た
い

人
（
援

助
会

員
）
が

会
員

と
な

り
，

フ
ァ

ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー

ト
・
セ

ン
タ

ー
が

仲
介

。
・
事

業
は

(公
財

)高
知

勤
労

者
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
に

委
託

し
て

実
施

。
・
援

助
内

容
は

，
保

育
施

設
・
学

校
等

へ
の

子
ど

も
の

送
り

迎
え

，
保

育
施

設
の

時
間

外
や

学
校

の
放

課
後

等
，

ま
た

保
護

者
の

病
気

や
冠

婚
葬

祭
等

の
急

用
時

の
子

ど
も

の
預

か
り
　

な
ど

。
援

助
会

員
に

な
る

た
め

に
は

，
所

定
の

講
習

の
受

講
が

必
要

。
・
利

用
料

は
援

助
活

動
終

了
後

，
依

頼
会

員
が

援
助

会
員

に
直

接
支

払
う

仕
組

み
。

利
用

料
⇒

6
0
0
円

～
7
0
0
円

/
時

間
（
曜

日
や

時
間

に
よ

り
異

な
る

)

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
就

労
形

態
の

多
様

化
や

共
働

き
家

庭
の

増
加

等
を

踏
ま

え
，

仕
事

と
家

庭
生

活
の

両
立

を
支

援
し

て
い

く
こ

と
で

，
男

女
が

と
も

に
い

き
い

き
と

社
会

参
加

で
き

る
環

境
づ

く
り
に

寄
与

す
る

。

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

　
援

助
会

員
募

集
及

び
講

習
会

案
内

を
市

広
報

誌
に

掲
載

す
る

ほ
か

，
地

域
の

窓
口

セ
ン

タ
ー

や
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
会

員
募

集
の

チ
ラ

シ
や

フ
ァ

ミ
リ
ー

サ
ポ

ー
ト
セ

ン
タ

ー
の

広
報

誌
を

配
置

し
て

も
ら

い
，
広

く
周

知
を

行
っ

た
。

　
令

和
４
年

度
は

昨
年

度
に

続
き

，
２
か

所
の

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
事

業
説

明
会

を
実

施
。

利
用

者
が

依
頼

会
員

に
つ

な
が

る
だ

け
で

な
く
，

パ
ー

ト職
員

が
援

助
会

員
に

つ
な

が
る

な
ど

，
成

果
を

あ
げ

た
。

　
性

別
に

関
わ

ら
ず

要
件

を
満

た
せ

ば
会

員
登

録
が

可
能

と
な

っ
て

お
り
，

援
助

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
当

た
っ

て
は

，
子

ど
も

の
性

格
や

行
動

と
の

相
性

に
加

え
，

内
容

に
応

じ
て

援
助

会
員

個
人

の
得

意
分

野
を

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

自
課

評
価

B

【
課

題
等

】
・
保

育
・
幼

稚
園

等
施

設
保

育
で

は
対

応
が

難
し

い
場

合
の

保
育

手
段

と
し

て
有

効
性

は
大

い
に

認
め

る
が

利
用

料
（1

時
間

6
0
0
～

7
0
0
円

）は
共

働
き

で
二

人
と

も
正

規
の

安
定

し
た

職
場

に
勤

務
す

る
ゆ

と
り
あ

る
世

帯
以

外
の

世
帯

，
一

人
親

・
非

正
規

就
業

世
帯

な
ど

で
は

利
用

を
躊

躇
す

る
金

額
で

あ
る

（
研

究
，

現
地

調
査

等
か

ら
）
。

世
帯

の
状

況
に

よ
り
時

間
当

た
り
使

用
料

を
一

定
補

助
す

る
等

の
措

置
の

導
入

・
検

討
を

求
め

た
い

（
九

州
で

は
県

・
市

町
村

に
よ

り
時

間
利

用
料

を
1
0
0
～

2
0
0
円

程
度

補
助

あ
り
）。

担
当

課
子

ど
も

育
成

課

写
真

等

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
　

よ
り
ス

ム
ー

ズ
に

マ
ッ

チ
ン

グ
を

す
る

た
め

に
援

助
会

員
の

拡
大

を
図

る
。

そ
の

取
り
組

み
と

し
て

，
援

助
会

員
数

が
少

な
く
依

頼
ニ

ー
ズ

の
高

い
地

区
で

の
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
や

店
舗

等
で

の
P
R
強

化
を

行
う

。
　

ま
た

，
必

要
な

子
育

て
家

庭
が

必
要

な
支

援
に

つ
な

が
る

よ
う

，
今

後
も

継
続

し
て

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
に

市
職

員
が

出
向

き
，

事
業

説
明

会
を

行
う

。

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

1
2
,
2
5
9

1
2
,
7
6
7

R
4
【
N
o
.3
3
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　

個
別

事
業

実
施

状
況

報
告

（
点

検
シ

ー
ト
）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

の
利

用
者

数
の

維
持

又
は

増
加

を
目

指
す

。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

待
機

児
童

数
：
０
人

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等
「
お

お
つ

・
に

じ
い

ろ
ひ

ろ
ば

の
お

た
よ

り
」

R
6

R
7

【
課

題
等

】
・
待

機
児

童
問

題
は

改
善

さ
れ

て
い

ま
す

が
，

少
子

化
が

心
配

で
す

。
地

域
子

育
て

支
援

施
設

や
，

幼
稚

園
・

保
育

園
の

運
営

に
影

響
が

で
て

い
な

い
で

し
ょ

う
か

。

担
当

課
保

育
幼

稚
園

課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

4
8
8
,
2
6
5

4
1
,
5
8
3

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

を
孫

と
利

用
さ

せ
て

も
ら

い
ま

し
た

。
施

設
の

職
員

の
方

が
親

切
で

安
全

に
も

気
を

使
っ

て
も

ら
い

と
て

も
良

か
っ

た
。

・
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

で
は

，
施

設
ご

と
に

毎
月

の
お

た
よ

り
の

発
信

や
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
In
st

ag
ra

m
を

活
用

し
て

活
動

の
様

子
な

ど
を

知
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
P
R
の

工
夫

を
し

た
。

ま
た

，
育

児
講

座
な

ど
の

開
催

に
あ

た
っ

て
は

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

対
策

と
し

て
，

内
容

の
工

夫
や

定
員

を
設

け
た

り
，

予
約

制
に

す
る

な
ど

で
，

安
心

し
て

参
加

で
き

る
よ

う
配

慮
し

た
。

・
子

ど
も

・
子

育
て

相
談

支
援

員
を

配
置

し
，

教
育

・
保

育
施

設
な

ど
を

円
滑

に
利

用
で

き
る

よ
う

，
情

報
提

供
や

個
別

の
相

談
対

応
を

行
っ

た
。

　
地

域
で

の
人

間
関

係
の

希
薄

化
や

,子
育

て
の

孤
立

化
は

深
刻

な
状

況
で

あ
り
，

子
育

て
不

安
は

高
ま

っ
て

い
る

。
こ

う
し

た
状

況
を

改
善

す
る

た
め

，
支

援
体

制
の

充
実

を
図

る
。

親
子

を
，

ま
た

親
同

士
を

「
つ

な
ぐ

」
と

い
う

取
組

み
が

重
要

に
な

っ
て

き
て

お
り
，
地

域
ぐ

る
み

で
子

育
て

を
進

め
て

い
く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
地

域
子

育
て

支
援

事
業

（
一

般
型

）
保

育
所

併
設

等
８

施
設

で
実

施
し

，
延

べ
利

用
者

数
は

2
5
,4

9
4
人

で
あ

っ
た

。
令

和
３
年

度
(８

施
設

で
2
1
,1

5
8
人

）
よ

り
増

加
し

た
が

，
こ

れ
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
交

流
ス

ペ
ー

ス
の

休
止

期
間

が
あ

っ
た

令
和

３
年

度
と

比
べ

，
令

和
4
年

度
は

利
用

人
数

が
若

干
回

復
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

た
だ

，
令

和
2
年

度
（
2
6
,1

5
1
人

）
よ

り
は

少
な

く
，

完
全

な
増

加
と

は
い

え
な

い
。

・
待

機
児

童
は

３
名

（
令

和
４
年

４
月

現
在

）
。

令
和

３
年

４
月

現
在

は
1
1
名

。

・
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

（
一

般
型

）
…

子
育

て
家

庭
へ

の
交

流
の

場
の

提
供

と
交

流
の

促
進

，
地

域
の

子
育

て
情

報
の

提
供

や
育

児
講

座
の

実
施

，
育

児
相

談
へ

の
対

応
等

を
行

う
。

・
子

育
て

相
談

事
業

…
子

育
て

相
談

，
園

庭
開

放
等 ・
利

用
者

支
援

事
業

…
子

ど
も

・
子

育
て

相
談

支
援

員
を

配
置

し
，
き

め
細

や
か

な
支

援
を

行
う
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

C
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　

 （
6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

C
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

In
st

ag
ra

m
な

ど
を

活
用

し
，

子
育

で
世

帯
に

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
の

存
在

や
ど

ん
な

施
設

か
を

知
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
情

報
提

供
を

継
続

し
て

い
く
。

ま
た

，
行

っ
て

み
た

い
と

思
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

育
児

講
座

な
ど

取
り
入

れ
，

毎
月

の
お

た
よ

り
で

も
発

信
す

る
な

ど
し

て
，

利
用

者
の

増
加

に
つ

な
げ

た
い

。
・
利

用
者

支
援

で
は

，
教

育
・
保

育
施

設
や

地
域

の
子

育
て

支
援

事
業

を
円

滑
に

利
用

で
き

る
よ

う
情

報
提

供
を

行
い

，
利

用
に

あ
た

っ
て

の
不

安
な

ど
に

対
し

，
丁

寧
に

聞
き

取
り
を

行
う

な
ど

，
き

め
細

や
か

な
支

援
体

制
を

継
続

し
て

い
く
。

R
5

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

育 児 ・ 介 護 に お け る 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し た 支 援 の 拡 充

3
4

多
様

な
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
イ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.3
4
】

45



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　

個
別

事
業

実
施

状
況

報
告

（
点

検
シ

ー
ト
）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
第

２
層

協
議

体
の

開
催

及
び

事
業

実
施

回
数

　
2
5
2
回

（
令

和
３
～

５
年

度
の

３
年

間
累

計
回

数
）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

社
会

資
源

「
集

い
の

場
」
状

況
：
7
0
5
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

育 児 ・ 介 護 に お け る 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し た 支 援 の 拡 充

3
5

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
イ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4

C
令

和
３
年

４
月

か
ら

の
1
4
か

所
の

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
は

第
２
層

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

て
い

る
が

，
兼

務
と

い
う

こ
と

も
あ

り
，

包
括

内
で

も
役

割
等

の
整

理
が

十
分

出
来

て
い

な
い

。
市

社
協

の
Ｃ

Ｓ
Ｗ

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

）
も

い
る

こ
と

か
ら

，
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
整

理
し

，
協

働
し

な
が

ら
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
と

し
て

第
二

層
協

議
体

の
設

置
や

開
催

が
で

き
る

よ
う

進
め

る
。

令
和

５
年

４
月

以
降

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
の

専
従

の
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
も

進
め

，
住

民
と

共
に

地
域

課
題

を
解

決
し

て
い

く
仕

組
み

作
り

に
努

め
る

。

R
5

R
6

R
7

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

令
和

４
年

度
は

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
も

あ
り
，

住
民

を
集

め
て

の
会

議
等

の
中

止
も

続
き

，
十

分
な

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

。
各

地
区

に
て

年
間

９
２
回

の
協

議
の

場
へ

参
画

す
る

こ
と

が
出

来
，

地
域

課
題

か
ら

課
題

解
決

に
向

け
た

話
し

合
い

が
さ

れ
た

地
域

も
あ

っ
た

。
各

地
域

の
住

民
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
住

民
主

体
に

よ
る

運
営

で
あ

る
訪

問
型

及
び

通
所

型
サ

ー
ビ

ス
B
事

業
も

創
設

さ
れ

，
令

和
４
年

度
は

，
モ

デ
ル

地
区

の
１
箇

所
に

加
え

，
新

規
に

訪
問

と
通

所
併

設
型

１
箇

所
と

訪
問

型
１
箇

所
が

立
ち

上
が

り
運

営
開

始
し

て
い

る
。

　
各

種
高

齢
者

支
援

事
業

か
ら

見
え

て
き

た
地

域
課

題
に

つ
い

て
，

地
域

住
民

や
関

係
機

関
と

話
し

合
う

場
（
第

２
層

協
議

体
）
を

創
設

す
る

。
　

住
民

主
体

の
地

域
課

題
解

決
の

た
め

の
仕

組
み

づ
く
り
を

目
指

す
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
既

存
の

地
域

の
集

い
は

，
女

性
の

参
加

者
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

男
性

で
も

参
加

で
き

る
，

集
い

の
場

や
地

域
の

課
題

解
決

活
動

の
創

出
を

目
指

し
，

第
２
層

協
議

体
の

活
動

を
支

援
す

る
。

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

【
課

題
等

】

担
当

課
基

幹
型

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

写
真

等

第
二

層
協

議
体

の
モ

デ
ル

地
区

と
し

て
，

現
在

定
例

的
な

会
と

し
て

は
，

旭
地

区
の

み
で

あ
る

。
他

地
区

で
は

，
既

に
市

社
協

が
取

組
を

進
め

て
い

る
「
ほ

お
っ

ち
ょ

け
ん

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

」
や

地
域

内
連

携
協

議
会

等
の

会
議

体
が

存
在

し
て

お
り
，

そ
れ

ら
を

第
二

層
協

議
体

と
し

て
共

同
開

催
す

る
な

ど
，

既
存

の
会

議
体

を
活

用
す

る
こ

と
で

住
民

負
担

を
出

来
る

限
り

減
ら

し
つ

つ
，

地
域

課
題

に
つ

い
て

協
議

す
る

機
会

を
作

る
よ

う
働

き
か

け
て

い
る

。

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

2
9
1

2
7
9

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

自
課

評
価

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　

 （
6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》 R
4
【
N
o
.3
5
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
入

れ
，
県

内
の

高
校

・
大

学
等

で
の

具
体

的
な

業
務

内
容

や
福

利
厚

生
事

業
の

説
明

等
，
採

用
後

の
イ

メ
ー

ジ
を

持
ち

や
す

い
よ

う
な

職
場

案
内

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
く
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

高
知

市
職

員
の

技
術

職
に

占
め

る
女

性
の

割
合

：
1
5
％

以
上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

【
課

題
等

】
・
A
（
A
ct

io
n）

の
と

こ
ろ

で
，
「
女

性
職

員
の

仕
事

と
家

庭
の

両
立

」
と

あ
る

が
，
男

性
の

技
術

職
の

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト
と

仕
事

の
バ

ラ
ン

ス
は

ど
う
か

。
女

性
が

増
え

て
い

な
い

職
場

で
男

性
の

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
が

良
好

な
の

か
も

含
め

て
の

検
討

が
必

要
で

は
な

い
か

。

担
当

課
人

事
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

0
0

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
取

組
は

と
て

も
良

い
と

思
う

。
職

場
環

境
の

改
善

意
見

な
ど

も
聞

い
て

，
女

性
に

配
慮

し
た

職
場

環
境

を
作

る
こ

と
で

，
男

女
と

も
働

き
や

す
い

職
場

に
な

る
と

思
う
。

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
生

と
し

て
積

極
的

に
受

け
入

れ
て

い
る

こ
と

は
良

い
こ

と
と

思
う
。
さ

ら
な

る
広

報
，
周

知
が

必
要

で
は

。

・
県

内
の

工
業

系
高

校
や

大
学

に
具

体
的

な
業

務
内

容
，
勤

務
条

件
に

福
利

厚
生

制
度

等
を

加
え

た
職

場
の

魅
力

を
積

極
的

に
広

報
し

，
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
生

と
し

て
学

生
を

受
け

入
れ

た
。
ま

た
，
仕

事
内

容
に

つ
い

て
具

体
的

に
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う
，
採

用
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク

に
先

輩
職

員
の

声
を

掲
載

し
た

。

・
ノ
ー

残
業

デ
ー

（
毎

週
水

曜
日

）
の

実
施

。
夏

季
休

暇
取

得
時

に
計

画
的

な
年

休
取

得
を

通
知

。

・
人

事
考

課
，
職

員
申

告
書

，
所

属
長

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
を

も
と

に
，
職

員
の

状
況

を
把

握
し

配
属

先
の

配
慮

に
務

め
た

。

・
仕

事
と

育
児

・
介

護
の

両
立

の
た

め
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

を
作

成
し

，
休

暇
等

の
周

知
に

努
め

た
。

　
女

性
が

能
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
職

場
環

境
を

形
成

し
，
多

角
的

な
視

点
で

業
務

を
推

進
す

る
こ

と
で

，
住

民
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

○
令

和
４
年

度
実

績
　
・
技

術
職

受
験

者
に

占
め

る
女

性
の

割
合

：
1
6
.0

％
　
・
技

術
職

採
用

者
に

占
め

る
女

性
の

割
合

：
2
3
.1

％

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
生

と
し

て
受

け
入

れ
る

こ
と

で
，
学

生
等

が
具

体
的

に
仕

事
の

内
容

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
制

度
等

の
周

知
に

よ
り
，
職

員
が

個
々

に
必

要
な

制
度

等
の

利
用

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
女

性
職

員
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

，
高

知
市

特
定

事
業

主
行

動
計

画
に

基
づ

く
技

術
系

職
員

の
女

性
の

採
用

者
数

の
拡

大
の

取
り
組

み
等

を
実

施
し

，
高

知
市

職
員

に
お

け
る

技
術

職
に

占
め

る
女

性
の

割
合

の
向

上
を

図
る

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
　
住

民
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
，
従

来
よ

り
女

性
職

員
の

割
合

が
低

い
技

術
職

に
お

い
て

は
，
女

性
の

人
材

確
保

が
特

に
重

要
で

あ
る

。
　
そ

の
た

め
，
引

き
続

き
工

業
系

高
校

や
大

学
の

学
生

を
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
生

と
し

て
積

極
的

に
受

け
入

れ
，
具

体
的

な
業

務
内

容
や

福
利

厚
生

に
つ

い
て

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
く
。

　
ま

た
，
女

性
職

員
が

仕
事

と
家

庭
を

両
立

し
，
そ

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う
，
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く
り
の

た
め

の
取

組
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

R
5

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

女 性 活 躍 の 推 進

3
6

高
知

市
職

員
の

技
術

職
に

占
め

る
女

性
の

割
合

の
向

上

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
ウ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.3
6
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　

個
別

事
業

実
施

状
況

報
告

（
点

検
シ

ー
ト
）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
ひ

と
り
親

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

の
利

用
者

（
相

談
者

）
が

，
目

標
値

の
1
,0

0
0
件

を
超

え
る

よ
う
，
セ

ン
タ

ー
の

周
知

徹
底

に
努

め
る

。
・
就

業
実

績
数

が
目

標
値

の
5
0
名

を
上

回
る

よ
う
支

援
す

る
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

ー

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，
費

用
対

効
果

は
適

当
か

。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

【
課

題
等

】

担
当

課
子

育
て

給
付

課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

5
,
3
0
0

6
,
1
5
4

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
利

便
性

の
高

い
L
IN

E
相

談
等

を
実

施
し

，
支

援
対

象
者

で
あ

り
な

が
ら

，
必

要
な

支
援

を
受

け
ら

れ
て

い
な

い
ひ

と
り
親

家
庭

に
対

し
，
自

立
に

向
け

た
適

切
な

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う
に

し
た

。

・
弁

護
士

や
司

法
書

士
だ

け
で

は
な

く
，
心

理
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
，
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
，
社

会
福

祉
士

，
フ

ァ
イ

ナ
ン

シ
ャ

ル
プ

ラ
ン

ナ
ー

の
専

門
家

相
談

を
行

い
，
様

々
な

相
談

が
で

き
る

よ
う
に

し
て

い
る

。

・
前

年
に

引
き

続
き

，
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

も
実

施
。

　
従

前
は

母
子

及
び

寡
婦

家
庭

中
心

の
支

援
で

あ
っ

た
が

，
近

年
は

支
援

の
対

象
を

父
子

家
庭

も
含

め
た

ひ
と

り
親

家
庭

全
般

と
し

，
様

々
な

悩
み

に
適

切
な

助
言

を
与

え
る

こ
と

で
生

活
の

安
定

を
図

り
，
就

業
相

談
の

内
容

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

経
済

的
な

自
立

を
目

指
す

。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
令

和
４
年

度
の

相
談

件
数

は
，
1
,8

3
5
件

（
L
IN

E
相

談
5
2
7
件

を
含

む
）
で

あ
り
，
前

年
（
6
9
1
件

）
か

ら
大

き
く
増

加
し

，
目

標
値

の
1
,0

0
0
件

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
就

業
相

談
は

，
従

前
ど

お
り
，
ソ

ー
レ

２
F
の

ひ
と

り
親

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

に
て

，
高

知
家

の
女

性
し

ご
と

応
援

室
等

と
連

携
を

し
な

が
ら

実
施

し
，
就

業
実

績
は

2
0
名

（
1
9

名
母

子
，
1
名

父
子

）
と

前
年

（
３
名

）
よ

り
増

加
し

た
。

　
ひ

と
り
親

家
庭

の
幅

広
い

相
談

内
容

に
対

し
て

必
要

な
情

報
提

供
や

助
言

等
を

行
う

相
談

業
務

を
行

う
。

 子
育

て
給

付
課

に
母

子
・
父

子
自

立
支

援
員

２
名

を
配

置
し

開
庁

日
は

常
時

相
談

を
受

け
付

け
て

い
る

。
　

就
業

相
談

は
，

県
と

共
同

で
「
ひ

と
り
親

家
庭

等
就

業
・
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
」
を

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
に

委
託

し
，

就
業

情
報

の
提

供
，

就
業

の
た

め
の

各
種

資
格

や
技

能
取

得
の

た
め

の
制

度
案

内
，

保
育

所
等

に
関

す
る

情
報

提
供

を
実

施
し

て
い

る
。

ほ
か

に
，

弁
護

士
や

司
法

書
士

の
専

門
相

談
員

に
よ

る
課

題
整

理
も

行
い

自
立

を
支

援
し

て
い

る
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

Ｃ
評

価
基

準
A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　

 （
8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　

 （
6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
・
L
IN

E
相

談
や

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
、
い

ろ
い

ろ
な

専
門

家
相

談
等

を
生

か
し

な
が

ら
．
必

要
な

支
援

を
受

け
ら

れ
て

い
な

い
ひ

と
り
親

家
庭

に
対

し
，
自

立
に

向
け

た
適

切
な

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う
に

し
て

い
く
。

・
就

職
実

績
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

，
高

知
家

の
女

性
し

ご
と

応
援

室
や

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
と

連
携

を
と

り
な

が
ら

，
就

業
相

談
や

求
人

情
報

の
提

供
を

行
っ

て
い

く
。

R
5

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

女 性 活 躍 の 推 進

3
7

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

相
談

及
び

就
業

自
立

支
援

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
ウ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.3
7
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

【
課

題
等

】
・
女

性
活

躍
の

推
進

に
紐

づ
け

る
の

で
あ

れ
ば

，
女

性
の

就
労

支
援

へ
の

取
組

と
い

う
こ

と
を

強
調

し
な

い
と

，
取

組
の

方
向

性
と

合
致

し
て

い
る

の
か

分
か

り
づ

ら
い

と
こ

ろ
が

あ
る

。
N
o
.4

0
「
女

性
の

た
め

の
就

労
支

援
講

座
」
と

タ
イ

ア
ッ

プ
し

た
事

業
と

し
て

位
置

付
け

る
こ

と
も

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う
。

担
当

課
産

業
政

策
課

写
真

等

　
各

セ
ミ
ナ

ー
は

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
策

を
徹

底
し

て
実

施
し

た
。

　
参

加
者

は
，
就

職
に

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う
に

，
企

業
側

の
人

材
登

用
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
セ

ミ
ナ

ー
の

テ
ー

マ
設

定
等

を
検

討
し

た
。

　
求

職
者

側
と

求
人

側
の

双
方

の
ニ

ー
ズ

を
マ

ッ
チ

ン
グ

さ
せ

る
た

め
，
セ

ミ
ナ

ー
や

合
同

面
接

会
等

へ
の

参
加

者
の

う
ち

希
望

者
を

高
知

市
無

料
職

業
紹

介
所

の
登

録
に

つ
な

げ
，
継

続
的

な
支

援
を

行
っ

た
。

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

1
4
,
9
7
8

1
7
,
1
3
8

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

自
課

評
価

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

参
加

者
数

：
1
3
5
人

就
職

者
数

：
8
3
人

（
内

訳
）

　
①

就
職

氷
河

期
世

代
支

援
事

業
　
　
参

加
者

数
 1

6
人

（
う
ち

就
職

者
数

４
人

）
　
②

地
域

雇
用

活
性

化
推

進
事

業
　
　
参

加
者

数
1
1
9
人

（
う
ち

就
職

者
数

2
0
人

）
　
③

高
知

市
無

料
職

業
紹

介
所

　
　
就

職
者

数
 5

9
人

　
就

職
氷

河
期

世
代

を
対

象
と

し
た

就
職

支
援

の
た

め
セ

ミ
ナ

ー
や

，
地

域
雇

用
活

性
化

推
進

事
業

に
よ

る
女

性
や

高
齢

者
等

を
対

象
に

し
た

就
職

支
援

セ
ミ
ナ

ー
や

企
業

説
明

会
等

を
開

催
し

，
就

職
に

つ
な

げ
る

。
　
ま

た
，
セ

ミ
ナ

ー
等

の
受

講
後

は
，
高

知
市

無
料

職
業

紹
介

所
に

登
録

い
た

だ
き

，
性

別
・
年

齢
に

か
か

わ
り
な

く
継

続
的

な
就

職
支

援
を

行
う

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
就

職
氷

河
期

世
代

を
は

じ
め

，
女

性
や

高
齢

者
等

さ
ま

ざ
ま

な
年

代
層

を
対

象
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

等
の

実
施

に
よ

り
，
性

別
や

年
齢

に
か

か
わ

ら
ず

，
男

女
と

も
に

い
き

い
き

と
働

け
る

社
会

の
実

現
に

寄
与

す
る

。
決

算
額

（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

R
4

C
令

和
５
年

度
の

各
事

業
に

つ
い

て
，
次

の
と

お
り
対

応
す

る
こ

と
と

す
る

。
①

地
域

雇
用

活
性

化
推

進
事

業
　
国

の
委

託
事

業
で

あ
る

地
域

雇
用

活
性

化
推

進
事

業
を

令
和

４
年

1
0
月

か
ら

の
再

受
託

し
た

事
業

（
接

客
・
販

売
力

向
上

セ
ミ
ナ

ー
・
面

談
会

等
）
を

実
施

し
，

目
標

値
の

達
成

を
図

る
。

②
高

知
市

無
料

職
業

紹
介

所
　
本

事
業

と
連

携
し

て
進

め
て

い
る

地
域

雇
用

活
性

化
推

進
事

業
で

実
施

し
た

セ
ミ
ナ

ー
受

講
者

に
対

し
，

直
接

面
談

に
よ

る
職

業
紹

介
を

実
施

す
る

な
ど

根
気

強
く
サ

ポ
ー

ト
を

続
け

て
い

く
。

R
5

R
6

R
7

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

女 性 活 躍 の 推 進

3
8

雇
用

促
進

・
就

労
支

援

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
ウ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
就

職
氷

河
期

世
代

支
援

事
業

や
雇

用
活

性
化

推
進

事
業

に
よ

る
就

職
支

援
の

セ
ミ
ナ

ー
の

参
加

者
数

，
セ

ミ
ナ

ー
受

講
後

の
就

職
者

数
（
高

知
市

無
料

職
業

紹
介

所
に

よ
る

就
職

者
を

含
む

。
）
。

　
参

加
者

：
1
9
7
人

　
就

職
者

数
：
9
2
人

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

ー

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

R
4
【
N
o
.3
8
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

女 性 活 躍 の 推 進

3
9

女
性

消
防

吏
員

増
加

に
向

け
た

取
組

み

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

3
ウ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
・
今

後
，
採

用
説

明
会

等
の

機
会

が
増

加
し

て
い

く
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
た

め
，
積

極
的

に
参

加
し

，
ま

た
，
こ

れ
ま

で
の

よ
う
に

女
性

消
防

吏
員

に
も

対
応

し
て

も
ら

う
。

・
チ

ラ
シ

の
配

付
に

も
枚

数
な

ど
の

限
度

が
あ

る
た

め
，

S
N
S
を

活
用

し
た

消
防

広
報

に
も

男
性

消
防

吏
員

と
活

動
を

共
に

す
る

女
性

消
防

吏
員

な
ど

を
投

稿
す

る
こ

と
で

，
男

女
の

垣
根

が
な

い
活

動
を

さ
ら

に
周

知
す

る
。

R
5

・
コ

ロ
ナ

の
た

め
，
開

催
回

数
は

1
度

と
な

っ
た

が
，
高

等
学

校
で

行
っ

た
採

用
説

明
会

に
若

年
層

の
女

性
消

防
吏

員
を

派
遣

し
，
生

の
声

を
届

け
る

と
と

も
に

作
成

し
た

チ
ラ

シ
を

配
布

し
た

。
・
社

会
人

向
け

の
１
D
ay

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

，
２
名

の
女

性
が

参
加

し
て

く
れ

た
。
そ

の
際

に
女

性
消

防
吏

員
が

説
明

や
質

疑
応

答
を

し
た

。
・
消

防
局

公
式

の
S
N
S
に

写
真

や
動

画
を

投
稿

す
る

際
に

，
女

性
消

防
吏

員
に

も
登

場
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

　
警

察
・
自

衛
隊

・
海

保
な

ど
公

安
職

の
中

で
は

消
防

職
が

女
性

職
員

の
比

率
が

最
も

低
い

た
め

，
総

務
省

消
防

庁
か

ら
「
消

防
本

部
に

お
け

る
女

性
消

防
吏

員
の

更
な

る
活

躍
に

向
け

た
取

組
の

推
進

に
つ

い
て

(平
成

2
7
年

消
防

庁
次

長
通

知
）
」
に

よ
る

女
性

消
防

吏
員

の
活

躍
推

進
の

た
め

の
積

極
的

な
取

組
の

要
請

が
あ

っ
た

。
市

と
し

て
も

，
多

様
な

視
点

・
経

験
を

有
す

る
職

員
に

よ
る

対
応

能
力

・
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
つ

な
げ

，
さ

ら
な

る
組

織
の

活
性

化
・
強

化
の

た
め

，
女

性
消

防
吏

員
の

増
加

を
目

指
す

と
と

も
に

，
女

性
の

職
域

拡
大

に
よ

り
，

女
性

の
活

躍
推

進
を

図
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
採

用
説

明
会

等
に

女
性

消
防

吏
員

を
起

用
し

た
こ

と
で

，
女

性
消

防
吏

員
の

存
在

を
身

近
に

感
じ

て
も

ら
え

た
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

・イ
ベ

ン
ト等

で
の

チ
ラ

シ
配

布
実

績
（約

5
0
枚

）

　
女

性
消

防
吏

員
の

増
加

に
向

け
，
女

性
消

防
吏

員
を

起
用

し
た

広
報

に
取

り
組

む
と

と
も

に
，
採

用
説

明
会

等
へ

の
現

役
の

女
性

消
防

吏
員

の
派

遣
に

よ
り
そ

の
存

在
を

印
象

付
け

，
消

防
職

員
採

用
試

験
び

女
性

受
験

者
数

の
増

加
を

図
る

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

は
女

性
の

職
業

選
択

に
役

立
て

る
た

め
の

情
報

公
開

と
し

て
女

性
職

員
の

状
況

に
つ

い
て

開
示

し
て

い
る

が
，
女

性
職

員
を

増
や

し
た

い
こ

と
や

女
性

が
疑

問
に

思
う
こ

と
へ

の
説

明
な

ど
広

報
の

充
実

が
必

要
で

は
な

い
か

と
思

う
。

担
当

課
消

防
局

総
務

課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

0
0

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
取

組
は

と
て

も
良

い
と

思
う
。
職

場
環

境
の

改
善

意
見

な
ど

も
聞

い
て

，
女

性
に

配
慮

し
た

職
場

環
境

を
作

る
こ

と
で

，
男

女
と

も
働

き
や

す
い

職
場

に
な

る
と

思
う
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
消

防
局

で
実

施
す

る
イ

ベ
ン

ト
や

就
職

説
明

会
，

防
災

訓
練

等
に

女
性

吏
員

を
積

極
的

に
派

遣
し

，
よ

り
多

く
の

市
民

に
女

性
消

防
吏

員
の

存
在

を
知

っ
て

も
ら

う
。

・
女

性
消

防
吏

員
及

び
そ

の
働

き
方

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
内

容
の

独
自

広
報

物
・資

料
等

を
作

成
し

，
広

報
活

動
に

利
活

用
す

る
。
（
総

計
2
0
0
枚

）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

ー

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

R
4
【
N
o
.3
9
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

B
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・
就

労
支

援
講

座

　
パ

ソ
コ

ン
ス

キ
ル

等
，
職

場
で

活
用

で
き

る
さ

ま
ざ

ま
な

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
で

，
仕

事
選

び
の

幅
を

広
げ

，
女

性
活

躍
の

機
会

を
増

や
す

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

3
ウ

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

4
0

女
性

の
た

め
の

就
業

支
援

講
座

就
労

支
援

パ
ソ

コ
ン

講
座

以
下

の
と

お
り
，
受

講
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

う
コ

ー
ス

が
選

択
で

き
る

よ
う
構

成
を

見
直

し
た

。
ワ

ー
ド
エ

ク
セ

ル
の

超
基

礎
か

ら
学

べ
る

講
座

（
各

1
回

）
エ

ク
セ

ル
検

定
対

策
講

座
（
1
回

）
及

び
検

定
実

施
実

施
　
7
月

　
定

員
各

講
座

1
5
名

就
労

支
援

講
座

　
職

場
で

活
用

で
き

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

身
に

付
け

る
講

座
を

実
施

1
0
月

予
定

　
（
テ

ー
マ

：
セ

ル
フ

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

力
）

家 庭 や 働 く 場 に お い て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 実 現 し ま し ょ う

女 性 活 躍 の 推 進

仕
事

に
必

要
不

可
欠

と
な

っ
た

P
C
ス

キ
ル

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

身
に

付
け

る
機

会
を

提
供

し
，
女

性
活

躍
の

機
会

を
後

押
し

し
た

。
＜

パ
ソ

コ
ン

講
座

（
2
回

）
＞

2
回

と
も

定
員

を
上

回
る

申
込

あ
り
。
当

日
連

絡
無

し
の

欠
席

に
よ

る
1
名

減
は

や
む

を
得

な
い

と
考

え
る

。
参

加
者

に
ス

キ
ル

の
バ

ラ
ツ

キ
が

大
き

く
，
よ

り
ニ

ー
ズ

の
あ

っ
た

構
成

が
必

要
。

＜
対

話
力

トレ
ー

ニ
ン

グ
＞

急
速

に
普

及
し

た
オ

ン
ラ

イ
ン

化
を

受
け

て
の

内
容

と
し

た
と

こ
ろ

，
定

員
を

上
回

る
申

込
が

あ
っ

た
。
定

員
を

下
回

っ
た

の
は

，
実

施
日

が
，
「
B
A
.5

対
策

強
化

宣
言

」
期

間
で

あ
っ

た
こ

と
が

影
響

し
た

と
思

わ
れ

る
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

・
就

労
支

援
講

座
（
エ

ク
セ

ル
基

礎
講

座
）

　
実

施
回

数
　
２
回

　
参

加
者

数
　
各

1
5
名

・
就

労
支

援
講

座
　
参

加
者

数
　
2
0
名

ー

就
労

支
援

パ
ソ

コ
ン

講
座

（
エ

ク
セ

ル
基

礎
講

座
）

　
　
参

加
者

数
　
2
9
 名

（
2
回

）
　
　
実

施
日

　
7
月

9
～

1
0
日

，
2
3
～

2
4
日

　
　
・
ひ

と
り
親

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

共
催

　
　
・
2
日

で
学

ぶ
エ

ク
セ

ル
基

礎
講

座
と

題
し

て
実

施 就
労

支
援

講
座

　
「
対

話
力

」
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

　
　
　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

本
，

　
　
　
オ

ン
ラ

イ
ン

面
接

の
コ

ツ
と

ポ
イ

ン
ト

　
　
参

加
者

数
　
1
4
名

　
　
実

施
日

　
　
　
８
月

２
８
日

写
真

等
（パ

ソ
コ

ン
講

座
　
左

：チ
ラ

シ
、
右

上
：講

座
右

下
：対

話
力

トレ
ー

ニ
ン

グ
）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

5
6
1

5
9
2

R
4
【
N
o
.4
0
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　

個
別

事
業

実
施

状
況

報
告

（
点

検
シ

ー
ト
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

地 域 で ， 防 災 で ， 男 女 共 同 参 画 を す す め ま し ょ う

地 域 活 動 に お け る 女 性 の 参 画 の 促 進

4
1

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
再

構
築

事
業

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

4
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

C
【
地

域
内

連
携

協
議

会
】
R
５
年

度
の

設
立

を
目

指
し

現
在

，
泉

野
地

域
で

取
組

を
進

め
て

い
る

。

【
新

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
計

画
】
R
５
年

度
の

策
定

を
目

指
し

第
六

地
域

と
潮

江
東

地
域

で
ま

ち
づ

く
り
に

関
す

る
地

域
住

民
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト
や

，
策

定
会

議
等

を
通

じ
て

，
男

女
を

問
わ

ず
，
大

人
か

ら
子

ど
も

ま
で

幅
広

い
世

代
に

参
画

し
て

も
ら

い
，
多

様
な

意
見

を
計

画
に

反
映

で
き

る
よ

う
努

め
る

。

R
5

【
地

域
内

連
携

協
議

会
】
地

域
内

の
団

体
が

互
い

に
連

携
・
協

力
し

あ
え

る
仕

組
み

を
構

築
し

て
い

る
。

【
新

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
計

画
】
地

域
主

体
の

取
組

が
多

く
盛

り
込

ま
れ

，
地

域
の

活
動

計
画

と
し

て
役

割
を

果
た

す
も

の
と

な
っ

て
い

る
。
引

き
続

き
，
女

性
の

参
画

に
よ

る
多

様
な

市
民

の
意

見
を

反
映

で
き

る
よ

う
に

，
地

域
の

状
況

に
沿

っ
た

支
援

を
行

っ
て

い
く
。

　
住

民
自

治
活

動
や

市
民

と
行

政
の

協
働

の
ま

ち
づ

く
り
を

進
め

る
う
え

で
，
女

性
の

参
画

に
よ

り
，
多

様
な

市
民

の
意

見
を

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

【
地

域
内

連
携

協
議

会
】
の

べ
2
9
地

域
（
3
0
小

学
校

区
）

で
認

定
。
Ｒ

4
年

度
は

コ
ロ

ナ
渦

の
影

響
も

あ
り
，
設

立
に

向
け

た
動

き
が

十
分

に
で

き
な

か
っ

た
。

【
新

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
計

画
】
H
2
9
年

度
と

3
0
年

度
に

策
定

さ
れ

た
「
第

１
期

久
重

の
ま

ち
づ

く
り
計

画
」
と

「
第

１
期

よ
こ

せ
と

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
計

画
」
に

つ
い

て
，
R
４
年

度
に

更
新

し
，
新

た
に

潮
江

南
地

域
で

「
第

１
期

潮
江

南
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
計

画
」
を

策
定

し
た

。

伝
統

的
な

地
縁

組
織

な
ど

が
家

族
構

成
の

変
化

や
少

子
化

・
高

齢
化

，
ま

た
人

口
減

少
社

会
の

到
来

な
ど

に
よ

っ
て

，
将

来
的

な
住

民
自

治
活

動
の

継
続

が
懸

念
さ

れ
る

中
で

，
今

後
の

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

あ
り
方

，
協

力
信

頼
に

よ
る

住
民

自
治

の
継

続
，

市
民

と
行

政
の

協
働

の
ま

ち
づ

く
り

の
仕

組
み

づ
く
り
を

目
指

す
も

の
。

な
お

，
主

な
事

業
と

し
て

，
地

域
内

で
の

連
携

・
協

力
に

よ
っ

て
地

域
課

題
の

解
決

を
目

指
す

仕
組

み
で

あ
る

「
地

域
内

連
携

協
議

会
」
の

設
立

・
運

営
に

関
す

る
支

援
や

地
域

の
将

来
を

見
据

え
た

「
新

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
計

画
」
の

策
定

・
推

進
が

あ
る

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

A
評

価
基

準
A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　

 （
8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　

 （
6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】

担
当

課
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

5
,
0
4
4

7
,
4
4
8

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

地
域

内
連

携
協

議
会

の
認

定
（
の

べ
数

）
：
3
1

地
域

(3
2
小

学
校

区
）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

高
知

市
に

お
け

る
自

治
会

長
に

占
め

る
女

性
の

割
合

：
2
5
%
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，
費

用
対

効
果

は
適

当
か

。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

R
4
【
N
o
.4
1
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
点

検
シ

ー
ト

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

地 域 で 、 防 災 で 、 男 女 共 同 参 画 を す す め ま し ょ う

地 域 活 動 に お け る 女 性 の 参 画 の 促 進

4
2

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
の

育
成

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

4
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

C
・
コ

ロ
ナ

対
策

を
講

じ
た

講
習

会
開

催
を

継
続

す
る

。
・講

習
受

講
者

が
よ

り
参

加
し

や
す

い
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

・
ス

ポ
ー

ツ
指

導
員

養
成

教
室

と
並

行
し

て
指

導
員

数
の

維
持

を
図

っ
て

い
く
。

・
指

導
員

と
し

て
の

や
り
が

い
を

得
ら

れ
る

よ
う
要

望
に

応
じ

た
活

動
を

前
向

き
に

サ
ポ

ー
ト
し

て
い

く
。

R
5

更
新

講
習

を
昼

に
し

て
ほ

し
い

と
い

う
ご

要
望

を
頂

い
た

た
め

，
昼

に
行

う
講

義
も

取
り
入

れ
た

。
開

催
時

は
，
換

気
・
消

毒
を

徹
底

し
，
当

日
の

検
温

を
実

施
す

る
な

ど
，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
防

止
対

策
を

徹
底

し
た

。

  
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

に
お

け
る

女
性

の
参

画
を

促
進

す
る

と
と

も
に

，
生

涯
を

通
じ

た
健

康
支

援
の

た
め

男
女

と
も

に
，
ス

ポ
ー

ツ
活

動
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
社

会
の

実
現

を
目

指
す

。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

ス
ポ

ー
ツ

指
導

員
認

定
更

新
講

習
会

は
４
回

実
施

。
更

新
対

象
者

5
2
人

中
4
4
人

参
加

（
参

加
率

8
4
.6

％
）
。

指
導

員
数

は
令

和
３
年

度
か

ら
1
6
人

減
少

し
て

い
る

。
ま

た
，
令

和
４
年

度
は

ス
ポ

ー
ツ

指
導

員
養

成
教

室
未

開
講

の
た

め
来

年
度

の
新

規
指

導
員

数
は

０
人

。
減

少
要

因
と

し
て

近
年

の
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

指
導

員
と

し
て

の
活

動
や

交
流

の
希

薄
化

が
考

え
ら

れ
る

。

　
地

域
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

役
と

し
て

，
地

域
で

の
ス

ポ
ー

ツ
大

会
や

教
室

等
の

企
画

運
営

な
ど

を
行

う
高

知
市

ス
ポ

ー
ツ

指
導

員
（
令

和
３

年
度

名
称

変
更

）
の

活
性

化
を

図
る

た
め

，
ス

ポ
ー

ツ
指

導
員

認
定

更
新

講
習

会
を

開
催

し
，
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

の
育

成
を

行
う
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

D
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】

担
当

課
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

3
4
6

2
1
8

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
ス

ポ
ー

ツ
指

導
員

認
定

更
新

講
習

会
を

年
４
回

実
施

予
定

。
更

新
対

象
者

全
員

の
参

加
を

目
指

す
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

高
知

市
に

お
け

る
自

治
会

長
に

占
め

る
女

性
の

割
合

：
2
5
%
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等

R
6

R
7

R
4
【
N
o
.4
2
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

　
活

躍
す

る
女

性
消

防
団

員
の

意
見

を
伺

い
な

が
ら

，
消

防
団

の
活

性
化

を
図

り
，
広

報
活

動
等

に
活

か
し

て
女

性
消

防
団

員
の

増
加

及
び

男
女

共
同

参
画

や
地

域
防

災
活

動
の

普
及

啓
発

を
行

う
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

高
知

市
に

お
け

る
自

治
会

長
に

占
め

る
女

性
の

割
合

：
2
5
%
以

上

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

【
課

題
等

】
・
南

部
分

団
だ

け
で

な
く
，
各

分
団

屯
所

の
状

況
を

確
認

し
，
必

要
な

改
善

を
計

画
的

に
行

う
べ

き
。
ま

た
，

女
性

団
員

確
保

に
向

け
活

動
状

況
等

の
積

極
的

な
周

知
を

。

写
真

等

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

-
0

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

　
南

部
分

団
屯

所
の

建
設

は
予

定
ど

お
り
の

日
程

で
完

成
，
引

き
渡

し
が

完
了

し
た

。

　
女

性
団

員
の

活
動

検
討

会
は

，
予

定
し

て
い

た
回

数
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
，
年

度
当

初
の

目
標

は
達

成
で

き
た

。

　
消

防
団

員
の

定
数

確
保

と
と

も
に

，
地

域
の

防
災

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
併

せ
持

つ
消

防
分

団
屯

所
の

整
備

を
図

り
，
消

防
団

が
地

域
防

災
の

中
核

的
な

役
割

を
担

え
る

よ
う
，
体

制
強

化
に

取
り
組

む
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
事

業
の

実
施

に
よ

り
，
消

防
団

の
役

割
や

必
要

性
の

周
知

を
図

る
と

と
も

に
，
男

女
共

同
参

画
を

推
進

し
，
地

域
防

災
に

お
け

る
女

性
の

参
画

の
促

進
を

す
す

め
る

。
◆

推
進

委
員

会
の

点
検

項
目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

担
当

課
消

防
局

総
務

課
効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

　
令

和
４
年

度
中

に
南

部
分

団
屯

所
の

移
転

新
築

工
事

を
行

い
，
令

和
４
年

７
月

3
1
日

に
竣

工
。
ト
イ

レ
等

，
女

性
団

員
に

配
慮

し
た

構
造

と
な

っ
て

い
る

。

　
令

和
４
年

度
は

女
性

団
員

に
よ

る
活

動
検

討
会

を
５
回

予
定

し
，
研

修
や

講
習

会
を

実
施

し
，
意

見
の

交
換

が
行

わ
れ

た
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
・
令

和
４
年

度
に

完
成

し
た

南
部

分
団

屯
所

は
，
３
年

度
完

成
し

た
御

畳
瀬

分
団

屯
所

と
同

様
に

，
女

性
団

員
に

配
慮

し
た

構
造

と
な

っ
て

い
る

。

・
４
年

度
は

５
回

の
女

性
団

員
活

動
検

討
会

を
実

施
し

た
，
今

後
は

回
数

で
は

な
く
，
会

議
の

内
容

に
重

点
を

置
い

て
い

く
必

要
が

あ
る

（
女

性
団

員
は

6
1
人

在
籍

※
R
5
.1

時
点

）

R
5

自
課

評
価

R
6

R
7

B

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

地 域 で 、 防 災 で 、 男 女 共 同 参 画 を す す め ま し ょ う

地 域 活 動 に お け る 女 性 の 参 画 の 促 進

4
3

消
防

団
の

充
実

強
化

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

4
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.4
3
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

D
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト
講

座
　
自

己
肯

定
感

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
を

高
め

る
こ

と
で

，
女

性
が

自
分

ら
し

く
社

会
に

参
画

す
る

た
め

に
必

要
な

ス
キ

ル
を

見
に

つ
け

る
。

　
女

性
が

能
力

を
十

分
に

発
揮

し
，
男

女
共

同
参

画
の

視
点

で
地

域
参

画
で

き
る

よ
う
，
課

題
を

学
び

知
識

や
ス

キ
ル

等
も

身
に

つ
け

る
講

座
を

開
催

す
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

4
ア

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

4
4

女
性

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

・
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
支

援

次
年

度
も

オ
ン

デ
マ

ン
ド
配

信
を

導
入

し
，
会

場
と

の
併

用
で

実
施

す
る

。

「内
な

る
チ

カ
ラ

を
引

き
だ

そ
う
」

8
月

開
催

　
会

場
2
0
名

，
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
あ

り
（
※

休
眠

預
金

活
用

事
業

）

※
休

眠
預

金
活

用
事

業
は

，
休

眠
預

金
等

交
付

金
に

か
か

る
資

金
を

活
用

し
た

事
業

と
し

て
内

閣
府

が
認

可
し

た
団

体
（
一

般
社

団
法

人
日

本
民

間
公

益
活

動
連

携
機

構
）
が

資
金

を
助

成
し

，
公

募
に

よ
る

採
択

団
体

が
実

行
す

る
。

地 域 で ， 防 災 で ， 男 女 共 同 参 画 を す す め ま し ょ う

地 域 活 動 に お け る 女 性 の 参 画 の 促 進

前
年

度
の

結
果

を
踏

ま
え

，
よ

り
参

加
し

や
す

い
オ

ン
デ

マ
ン

ド
形

式
で

実
施

し
た

こ
と

が
参

加
者

ニ
ー

ズ
と

合
致

し
前

年
度

か
ら

参
加

が
大

幅
に

増
加

し
た

。
ま

た
，
内

容
は

，
・ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

の
現

状
・
社

会
課

題
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
仕

方
・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

解
消

し
て

い
く
た

め
に

と
い

う
構

成
で

，
具

体
事

例
を

取
上

げ
な

が
ら

，
自

己
肯

定
や

潜
在

的
な

力
へ

の
気

づ
き

，
表

現
に

つ
い

て
も

学
び

が
深

ま
る

講
座

と
な

っ
て

お
り
，
事

業
目

的
に

合
致

し
て

い
た

。
目

標
を

達
成

し
た

と
考

え
る

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

・
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト
講

座
（
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

）
　
参

加
者

数
3
0
名

高
知

市
に

お
け

る
自

治
会

長
に

占
め

る
女

性
の

割
合

：
2
5
%
以

上

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

持
ち

な
が

ら
，
女

性
が

こ
こ

に
持

つ
能

力
を

十
分

発
揮

し
，
課

題
に

対
応

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
講

座
を

開
催

し
た

。

職
場

や
地

域
で

活
躍

し
て

い
る

女
性

が
参

加
し

や
す

い
よ

う
，
事

前
収

録
に

よ
る

オ
ン

デ
マ

ン
ド
配

信
に

よ
り
実

施
。

講
師

に
は

S
N
S
な

ど
で

女
性

の
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト
の

視
点

か
ら

発
信

し
，
ま

た
報

道
番

組
の

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
と

し
て

活
躍

中
の

方
を

起
用

し
，
2
週

間
限

定
配

信
し

た
。

＜
講

師
＞

辻
愛

沙
子

（株
式

会
社

ar
ca

代
表

取
締

役
／

ク
リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

）
期

間
　
3
月

1
4
日

（
火

）
～

2
7
日

（
月

）
参

加
者

　
9
2
名

写
真

等
　
　
講

座
配

信
の

様
子

を
S
N
S
で

紹
介

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

2
9
0

1
9
1

R
4
【
N
o
.4
4
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

　
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
導

入
し

た
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

施
設

数
の

増
加

（
令

和
４
年

度
実

績
：
1
6
施

設
）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

ー

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

【
課

題
等

】
・マ

ニ
ュ

ア
ル

に
女

性
も

メ
ン

バ
ー

に
入

っ
て

も
ら

う
よ

う
明

記
す

る
の

は
重

要
だ

が
，
自

主
防

災
組

織
の

現
在

の
体

制
（
役

員
配

置
）
の

検
証

も
必

要
で

は
。
（
中

核
メ

ン
バ

ー
が

男
性

で
占

め
ら

れ
，
性

に
よ

る
分

業
で

運
営

さ
れ

て
い

る
と

，
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
明

記
さ

れ
て

も
実

効
を

伴
わ

な
い

。
）

写
真

等

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

4
1
9

1
,
5
1
3

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
令

和
４
年

度
に

作
成

を
予

定
し

て
い

た
施

設
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

，
す

べ
て

作
成

を
完

了
し

た
。
（
令

和
４
年

度
目

標
1
6
施

設
，
実

績
：
1
6
施

設
）

　
大

規
模

災
害

発
生

時
に

避
難

者
が

避
難

所
を

自
主

運
営

で
き

る
よ

う
，
避

難
所

ご
と

に
「避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

作
成

す
る

。
　
ま

た
，
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
用

い
た

避
難

所
開

設
・

運
営

訓
練

を
実

施
し

，
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
効

果
検

証
を

行
う
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

・
避

難
所

の
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

時
に

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

導
入

す
る

。
・
避

難
所

開
設

訓
練

で
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
導

入
す

る
。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

担
当

課
地

域
防

災
推

進
課

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

・
各

施
設

の
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

ベ
ー

ス
と

な
る

テ
ン

プ
レ

ー
ト
に

，
避

難
所

運
営

体
制

を
確

立
す

る
際

は
多

様
な

視
点

が
運

営
に

反
映

さ
れ

る
よ

う
，
女

性
も

メ
ン

バ
ー

に
入

っ
て

も
ら

う
こ

と
を

明
記

し
，
ど

の
施

設
の

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
も

男
女

共
同

参
画

の
視

点
が

盛
り
込

ま
れ

る
よ

う
に

し
た

。
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

の
際

に
は

，
避

難
所

の
あ

る
地

域
の

自
主

防
災

組
織

と
意

見
交

換
を

行
い

，
実

際
に

地
域

住
民

が
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
沿

っ
た

運
営

が
で

き
る

も
の

と
な

る
よ

う
配

慮
し

た
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

へ
は

，
避

難
所

運
営

に
つ

い
て

，
女

性
に

限
ら

ず
障

が
い

者
等

，
多

様
な

視
点

が
運

営
に

反
映

さ
れ

る
よ

う
記

載
し

て
い

る
。
ま

た
，
マ

ニ
ュ

ア
ル

検
討

会
や

訓
練

時
に

は
，
性

別
や

身
体

の
特

性
に

よ
っ

て
限

ら
れ

た
役

割
を

あ
て

る
こ

と
の

な
い

よ
う
，
男

性
の

み
な

ら
ず

，
女

性
や

若
い

世
代

等
，
多

様
な

意
見

を
反

映
で

き
る

よ
う
取

り
組

ん
で

い
る

た
め

，
今

後
も

取
組

を
継

続
す

る
。

R
5

自
課

評
価

R
6

R
7

B

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

地 域 で ， 防 災 で ， 男 女 共 同 参 画 を す す め ま し ょ う

防 災 分 野 に お け る 女 性 の 参 画 の 促 進

4
5

避
難

所
運

営
体

制
の

整
備

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

4
イ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.4
5
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

・
れ

ん
け

い
こ

う
ち

防
災

人
づ

く
り
塾

　
令

和
４
年

度
　
全

８
回

開
催

・
受

講
者

に
，
防

災
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

視
点

の
啓

発
を

行
う
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

防
災

士
認

定
登

録
者

に
占

め
る

女
性

の
割

合
：
5
0
%
以

上

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

【
悪

か
っ

た
点

，
課

題
等

】

写
真

等

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

5
,
1
5
0

6
,
8
2
8

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

令
和

４
年

度
れ

ん
け

い
こ

う
ち

防
災

人
づ

く
り
塾

修
了

者
数

（
サ

テ
ラ

イ
ト
３
会

場
含

む
）
：
1
6
7
人

内
訳

：
男

性
6
9
人

（
約

4
1
％

）
，
女

性
9
8
人

（
約

5
9
％

）
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（
高

知
市

会
場

）
Ｑ

お
住

ま
い

の
地

域
防

災
活

動
に

男
性

・
女

性
の

意
見

が
反

映
さ

れ
て

い
る

と
感

じ
る

か
。
※

（
　
）
は

前
年

数
値

①
男

性
の

意
見

が
反

映
さ

れ
て

い
な

い
1
％

（
５
％

）
②

女
性

の
意

見
が

反
映

さ
れ

て
い

な
い

1
4
％

（
1
8
％

）
③

ど
ち

ら
も

反
映

さ
れ

て
い

る
1
4
％

（
1
2
％

）
④

分
か

ら
な

い
7
0
％

（
5
5
％

）
⑤

無
回

答
1
％

（
0
％

）
防

災
士

認
定

登
録

者
数

に
占

め
る

女
性

の
割

合
：

3
4
.1

%
（R

4
）

　
地

震
や

風
水

害
な

ど
の

大
規

模
災

害
に

備
え

て
，
地

域
で

防
災

活
動

に
取

り
組

む
防

災
リ
ー

ダ
ー

の
育

成
を

目
的

に
，
地

域
の

方
々

に
，
防

災
に

関
す

る
様

々
な

知
識

を
身

に
つ

け
て

も
ら

う
た

め
，
各

専
門

分
野

の
講

師
に

よ
る

全
８
回

の
講

座
「
れ

ん
け

い
こ

う
ち

防
災

人
づ

く
り
塾

」
を

実
施

す
る

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
事

業
の

実
施

に
よ

り
，
年

齢
・
性

別
を

問
わ

ず
幅

広
い

住
民

が
交

流
を

深
め

，
地

域
で

連
携

し
，
地

域
の

防
災

力
向

上
を

図
る

。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

担
当

課
防

災
政

策
課

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

　
令

和
４
年

度
は

，
地

震
や

豪
雨

災
害

，
災

害
時

応
急

手
当

や
避

難
生

活
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

視
点

な
ど

に
つ

い
て

開
講

し
，
新

た
な

テ
ー

マ
と

し
て

，
事

前
復

興
を

取
り
上

げ
た

。
　
ま

た
，
以

前
か

ら
の

課
題

で
あ

っ
た

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
へ

の
映

像
音

声
配

信
，
欠

席
者

用
D
V
D
の

質
を

上
げ

る
た

め
，
撮

影
・
録

音
の

質
を

上
げ

る
よ

う
対

策
を

講
じ

，
鮮

明
な

映
像

音
声

を
配

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
令

和
４
年

度
は

定
員

を
1
6
0
人

と
し

て
，
５
月

９
日

か
ら

６
月

１
０
日

の
間

で
募

集
を

行
い

，
高

知
市

会
場

に
つ

い
て

は
，
定

員
に

達
し

た
た

め
，
６
月

１
日

に
受

付
を

終
了

し
た

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
　
防

災
人

づ
く
り
塾

の
サ

テ
ラ

イ
ト
会

場
の

運
営

を
継

続
す

る
こ

と
で

さ
ら

に
多

く
の

圏
域

住
民

が
防

災
に

関
す

る
知

識
を

身
に

つ
け

，
圏

域
全

体
の

防
災

力
向

上
が

図
ら

れ
る

よ
う
取

り
組

ん
で

い
く
。

　
サ

テ
ラ

イ
ト
会

場
の

運
営

に
関

し
て

は
参

加
者

や
圏

域
市

町
村

か
ら

の
要

望
等

を
踏

ま
え

，
令

和
５
年

は
リ

ア
ル

タ
イ

ム
配

信
で

は
な

く
，
各

会
場

に
お

い
て

高
知

市
会

場
の

講
義

を
録

画
し

た
D
V
D
を

上
映

す
る

よ
う
運

営
方

法
を

変
更

す
る

。
　
引

き
続

き
，
託

児
サ

ー
ビ

ス
を

行
う
な

ど
，
幅

広
い

住
民

に
参

加
し

て
も

ら
う
た

め
の

運
営

の
検

討
を

行
う
と

と
も

に
，
防

災
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
関

す
る

講
座

等
を

行
い

，
受

講
者

に
啓

発
を

し
て

い
く
。

R
5

自
課

評
価

R
6

R
7

A

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

地 域 で 、 防 災 で 、 男 女 共 同 参 画 を す す め ま し ょ う

防 災 分 野 に お け る 女 性 の 参 画 の 促 進

4
6

れ
ん

け
い

こ
う
ち

防
災

人
づ

く
り
塾

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

4
イ

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.4
6
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
（点

検
シ

ー
ト）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

A
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・
女

性
防

災
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
連

続
講

座
）

　
男

性
中

心
で

構
成

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

地
域

の
防

災
組

織
等

に
対

し
，
女

性
が

積
極

的
に

発
言

す
る

た
め

の
知

識
を

深
め

，
地

域
で

の
活

躍
に

つ
な

げ
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

4
イ

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

4
7

女
性

防
災

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

講
座

修
了

生
が

主
体

的
に

地
域

に
関

わ
れ

る
よ

う
，

後
押

し
し

て
い

く
。
次

年
度

は
助

成
金

を
活

用
し

，
拡

充
し

実
施

す
る

。
（
※

休
眠

預
金

活
用

事
業

）
（１

）育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
　
講

座
「女

性
防

災
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の

実
施

　
（
場

所
　
ソ

ー
レ

，
西

部
，
東

部
）
※

西
部

R
5
の

み
，
東

部
R
6
の

み
，
ソ

ー
レ

は
R
5
,6

各
１
回

（
２
）
被

災
地

訪
問

　
R
5
：
宮

城
県

　
2
泊

3
日

（
３
）
修

了
生

の
地

域
活

動
（
修

了
生

と
大

学
生

等
に

よ
る

避
難

所
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
検

討
な

ど
）

（
４
）
修

了
生

の
活

動
支

援
（
ソ

ー
レ

に
支

援
窓

口
設

置
）

（
５
）
地

域
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
（
R
5
　
西

部
　
R
6
　
東

部
）

（
６
）
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

の
講

座
等

の
実

施
※

休
眠

預
金

活
用

事
業

は
，
休

眠
預

金
等

交
付

金
に

か
か

る
資

金
を

活
用

し
た

事
業

と
し

て
内

閣
府

が
認

可
し

た
団

体
（
一

般
社

団
法

人
日

本
民

間
公

益
活

動
連

携
機

構
）
が

資
金

を
助

成
し

，
公

募
に

よ
る

採
択

団
体

が
実

行
す

る
。

地 域 で ， 防 災 で ， 男 女 共 同 参 画 を す す め ま し ょ う

防 災 分 野 に お け る 女 性 の 参 画 の 促 進

防
災

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
視

点
の

大
切

さ
を

学
び

，
防

災
力

を
つ

け
る

こ
と

で
地

域
の

中
に

お
け

る
防

災
活

動
の

場
に

出
て

活
躍

で
き

る
女

性
の

育
成

を
行

っ
た

。
公

開
講

座
（
防

災
講

演
会

）
を

開
催

し
，
　
オ

ー
プ

ン
参

加
と

す
る

こ
と

で
，
男

女
問

わ
ず

，
女

性
の

防
災

分
野

へ
の

参
画

に
つ

い
て

考
え

て
い

た
だ

く
機

会
と

な
っ

た
。

修
了

生
が

自
主

的
な

活
動

組
織

を
立

ち
上

げ
て

お
り
，

講
座

運
営

に
も

積
極

的
に

関
わ

る
ほ

か
，
男

女
共

同
参

画
の

視
点

で
防

災
講

座
を

企
画

実
施

す
る

な
ど

，
講

座
受

講
後

の
活

動
が

見
え

る
化

し
て

い
る

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

・
女

性
防

災
リ
ー

ダ
ー

養
成

推
進

講
座

（
連

続
講

座
・
５
回

）
　
参

加
者

数
2
0
名

（
第

１
回

は
公

開
講

座
　
6
0
名

）

防
災

士
認

定
登

録
者

に
占

め
る

女
性

の
割

合
：
5
0
%
以

上

男
性

中
心

で
構

成
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
地

域
の

防
災

組
織

等
で

，
女

性
が

積
極

的
に

参
画

し
，
地

域
で

の
活

躍
に

つ
な

げ
る

た
め

の
講

座
を

開
催

し
た

。
　
（
７

回
）

6
回

目
を

公
開

講
座

と
し

，
講

師
の

厚
意

に
よ

り
理

解
を

深
め

る
た

め
の

７
回

目
も

実
施

し
た

。

<
講

師
>

神
原

咲
子

（
神

戸
市

看
護

大
学

教
授

／
高

知
県

立
大

学
看

護
学

部
特

任
教

授
）
　
そ

の
他

ゲ
ス

ト
講

師

実
施

日
①

6
月

2
5
日

　
②

7
月

9
日

　
③

7
月

3
0
日

④
8
月

2
7
日

　
⑤

9
月

1
0
日

　
⑥

1
0
月

1
日

　
⑦

1
1

月
2
6
日

参
加

者
会

場
1
４
７
名

　
オ

ン
ラ

イ
ン

9
名

う
ち

公
開

講
座

　
4
0
名

写
真

等
　
　
公

開
講

座
の

様
子

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

1
6

5
5
3

R
4
【
N
o
.4
7
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　

個
別

事
業

実
施

状
況

報
告

（
点

検
シ

ー
ト
）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
い

き
い

き
百

歳
体

操
参

加
者

数
9
,0

0
0
人

/
年 ・
い

き
い

き
百

歳
サ

ポ
ー

タ
ー

新
規

育
成

数
1
2
0
人

/
年

・
い

き
い

き
百

歳
体

操
等

会
場

に
お

け
る

低
栄

養
予

防
啓

発
活

動
の

実
施

箇
所

割
合

3
0
％

，
参

加
者

の
理

解
度

　
7
0
％

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

健
康

寿
命

（
6
5
歳

の
平

均
自

立
期

間
）
：
男

性
1
8
.2

7
年

　
女

性
2
1
.7

7
年

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，
費

用
対

効
果

は
適

当
か

。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

4
8

さ
ま

ざ
ま

な
世

代
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

た
健

康
づ

く
り
の

た
め

の
講

座
等

の
開

催

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

5
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4

C
こ

こ
数

年
の

外
出

自
粛

等
で

高
齢

者
の

虚
弱

化
も

進
ん

で
お

り
，
介

護
予

防
の

取
組

の
重

要
性

が
高

ま
っ

て
き

て
い

る
。
虚

弱
高

齢
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

，
リ
ハ

ビ
リ
職

等
の

派
遣

に
よ

る
訪

問
型

C
事

業
を

活
用

し
，
体

操
会

場
へ

の
繋

ぎ
直

し
や

，
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

巡
回

を
強

化
し

，
体

操
会

場
の

新
規

立
ち

上
げ

支
援

，
既

存
の

体
操

会
場

の
継

続
支

援
を

行
っ

て
い

く
と

共
に

，
広

く
市

民
に

も
普

及
啓

発
に

取
り
組

ん
で

い
く
。

R
5

R
6

R
7

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

元
々

，
い

き
い

き
百

歳
体

操
を

開
始

し
て

２
０
年

経
過

し
て

い
る

こ
と

も
あ

り
，
参

加
者

や
お

世
話

役
の

高
齢

化
に

伴
い

継
続

支
援

に
課

題
が

あ
っ

た
が

，
加

え
て

こ
こ

数
年

で
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

も
あ

り
，
廃

止
会

場
が

相
次

ぎ
，
参

加
者

数
も

大
幅

に
減

少
し

て
き

て
い

る
。

　
令

和
４
年

度
は

，
新

規
立

ち
上

げ
件

数
は

，
い

き
い

き
4

会
場

，
か

み
か

み
７
会

場
，
し

ゃ
き

し
ゃ

き
３
会

場
が

開
設

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
実

際
に

は
廃

止
会

場
の

ほ
う
が

上
回

り
，
市

内
の

実
施

個
所

数
は

令
和

２
年

度
か

ら
減

少
傾

向
に

あ
り
。
令

和
４
年

度
末

の
実

施
個

所
数

は
３
５
３
か

所
と

な
っ

て
い

る
。

・
い

き
い

き
百

歳
体

操
参

加
者

数
6
,4

2
3
人

／
年

・
実

施
箇

所
割

合
５
％

，
理

解
度

1
0
0
％

・
い

き
い

き
百

歳
体

操
，
か

み
か

み
百

歳
体

操
，
し

ゃ
き

し
ゃ

き
百

歳
体

操
の

実
施

・
低

栄
養

予
防

(栄
養

改
善

活
動

）
事

業
の

実
施 ・
い

き
い

き
百

歳
サ

ポ
ー

タ
ー

育
成

教
室

の
実

施 ◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
介

護
予

防
活

動
へ

の
住

民
参

画
を

促
進

す
る

こ
と

で
，
よ

り
活

動
的

な
生

活
と

な
り
，
住

み
慣

れ
た

地
域

で
い

き
い

き
と

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

な
る

。
　
既

存
の

い
き

い
き

百
歳

体
操

等
の

集
い

に
，

体
操

会
場

の
人

間
関

係
を

通
じ

，
男

性
の

参
加

を
促

す
。

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

【
課

題
等

】

担
当

課
基

幹
型

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

写
真

等

正
し

い
体

操
が

出
来

て
い

る
か

の
確

認
や

，
各

会
場

の
課

題
の

確
認

の
た

め
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
等

が
体

操
会

場
を

訪
問

し
，
体

操
指

導
や

会
場

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
令

和
４
年

度
は

派
遣

回
数

：
い

き
い

き
百

歳
体

操
１
３
８
回

，
か

み
か

み
百

歳
体

操
：
５
３
回

，
口

腔
ケ

ア
：
9
回

を
実

施
。

　
ま

た
，
体

操
会

場
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

住
民

の
育

成
の

た
め

，
い

き
い

き
百

歳
サ

ポ
ー

タ
ー

育
成

教
室

を
２

回
開

催
し

，
３
２
人

が
受

講
し

て
い

る
。

　
N
P
O
法

人
い

き
い

き
百

歳
応

援
団

と
連

携
し

，
課

題
や

取
組

状
況

を
把

握
す

る
た

め
体

操
会

場
の

訪
問

調
査

を
実

施
。
出

来
る

限
り
地

域
住

民
の

声
を

聞
く
機

会
を

作
る

よ
う
に

努
め

て
い

る
。

　
ま

た
，
会

場
の

取
組

情
報

の
共

有
を

目
的

と
し

て
い

き
い

き
百

歳
新

聞
を

年
2
回

発
行

。

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

3
1
,
6
3
8

2
8
,
8
4
5

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

自
課

評
価

B
評

価
基

準
A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　

 （
8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　

 （
6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4
【
N
o
.4
8
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

　
・
中

央
公

民
館

各
種

講
座

等
受

講
者

数
（
3
,0

0
0
人

）
・
地

域
の

市
立

公
民

館
事

業
参

加
者

数
（
3
,0

0
0
人

）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

健
康

寿
命

（
6
5
歳

の
平

均
自

立
期

間
）
：
男

性
1
8
.2

7
年

　
女

性
2
1
.7

7
年

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

【
課

題
等

】

写
真

等

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

－
－

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
中

央
公

民
館

の
前

期
の

講
座

に
つ

い
て

は
，
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

予
防

対
策

と
し

て
，
募

集
定

員
を

会
場

定
員

の
1
/
2
に

縮
小

し
た

。
　
中

央
公

民
館

各
種

講
座

等
受

講
者

数
　
1
,7

3
8
人

・
地

域
の

市
立

公
民

館
で

実
施

し
た

受
講

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

，
生

涯
学

習
の

中
で

身
に

付
け

た
知

識
や

技
術

を
活

か
そ

う
と

し
て

い
る

人
の

割
合

は
，
R
４
年

度
は

9
6
.8

％
と

高
い

数
値

を
維

持
し

て
い

る
。

（
参

考
：
R
３
年

度
　
9
6
％

）
　
地

域
の

市
立

公
民

館
事

業
参

加
者

数
 　

4
,1

4
2
人

　
市

立
公

民
館

で
年

間
を

通
じ

て
各

種
講

座
を

開
設

し
，
広

く
市

民
に

生
涯

学
習

の
機

会
を

提
供

す
る

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
性

別
・
年

齢
を

問
わ

ず
，
生

き
が

い
づ

く
り
と

健
康

増
進

，
ま

た
受

講
生

同
士

の
交

流
の

場
と

な
る

よ
う
な

講
座

を
実

施
す

る
。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

担
当

課
文

化
振

興
課

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

・国
や

県
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

予
防

対
策

を
参

考
に

感
染

予
防

対
策

を
確

立
し

，
受

講
生

が
安

心
し

て
参

加
で

き
る

環
境

作
り
に

努
め

た
。

・
文

化
プ

ラ
ザ

長
寿

命
化

整
備

工
事

に
伴

う
中

央
公

民
館

の
休

館
期

間
に

お
い

て
は

，
市

民
の

生
涯

学
習

の
機

会
を

確
保

す
る

た
め

に
，
代

替
施

設
（
オ

ー
テ

ピ
ア

高
知

図
書

館
，
県

立
美

術
館

ホ
ー

ル
）
を

利
用

し
て

一
部

の
講

座
等

を
実

施
し

た
。

・
地

域
の

市
立

公
民

館
で

は
，
講

座
開

催
時

の
コ

ロ
ナ

の
感

染
状

況
に

あ
わ

せ
て

参
加

者
数

を
流

動
的

に
調

整
で

き
る

よ
う
定

員
数

に
幅

を
も

た
せ

募
集

し
，

一
人

で
も

多
く
の

市
民

が
参

加
で

き
る

よ
う
努

め
た

。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
・
中

央
公

民
館

は
整

備
工

事
後

の
講

座
と

い
う
こ

と
も

あ
り
，
注

目
が

集
ま

る
。
各

室
に

沿
っ

た
内

容
を

盛
り

込
み

，
受

講
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
て

い
く
。

・
地

域
の

市
立

公
民

館
で

は
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

意
見

等
を

ふ
ま

え
，
市

民
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
教

養
や

能
力

の
向

上
を

目
的

と
す

る
学

習
の

ほ
か

、
地

域
の

課
題

解
決

に
つ

な
が

る
学

習
内

容
の

提
供

に
努

め
る

。

R
5

自
課

評
価

R
6

R
7

B

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

4
9

生
涯

学
習

活
動

の
促

進

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

5
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4
【
N
o
.4
9
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
点

検
シ

ー
ト

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

5
0

ス
ポ

ー
ツ

推
進

事
業

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

5
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

D
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

C
　
男

女
と

も
に

健
康

増
進

の
た

め
に

ス
ポ

ー
ツ

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
で

き
る

よ
う
に

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
注

視
し

な
が

ら
，
体

育
会

事
業

を
実

施
し

て
い

く
。

R
5

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

　
一

昨
年

に
比

べ
る

と
開

催
で

き
た

事
業

数
は

増
え

た
（
地

区
運

動
会

　
前

年
度

０
地

区
，
合

同
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
　
前

年
度

２
事

業
）
が

，
地

区
運

動
会

は
全

て
の

地
区

体
育

会
（
3
8
団

体
）
で

の
開

催
を

目
標

と
し

て
お

り
，
コ

ロ
ナ

前
と

比
較

し
て

大
き

く
下

回
っ

て
い

る
た

め
，
全

体
で

は
C
評

価
と

し
た

。
ま

た
，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
の

影
響

に
よ

る
体

育
事

業
の

中
止

も
あ

っ
た

。

　
小

学
校

区
ご

と
に

設
置

の
地

区
体

育
会

で
開

催
さ

れ
る

地
区

運
動

会
や

近
隣

地
区

合
同

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト
等

が
実

施
さ

れ
る

よ
う
地

区
体

育
会

へ
の

活
動

支
援

を
実

施
し

，
男

女
と

も
に

年
齢

を
問

わ
ず

ス
ポ

ー
ツ

に
触

れ
る

機
会

の
提

供
を

図
る

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
生

涯
を

通
じ

た
健

康
支

援
の

た
め

男
女

と
も

に
，
ス

ポ
ー

ツ
活

動
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
社

会
の

実
現

を
目

指
す

。

担
当

課

　
令

和
４
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
り
，
地

区
運

動
会

２
地

区
の

み
。
他

事
業

に
つ

い
て

は
一

部
開

催
を

中
止

。
　
近

隣
地

区
合

同
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
は

，
３
地

区
。

地
区

体
育

会
指

導
者

研
修

会
補

助
事

業
は

１
地

区
開

催
し

た
。

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

自
課

評
価

R
6

R
7

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
地

区
体

育
会

で
の

地
区

運
動

会
の

開
催

　
近

隣
地

区
合

同
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

健
康

寿
命

（
6
5
歳

の
平

均
自

立
期

間
）
：
男

性
1
8
.2

7
年

　
女

性
2
1
.7

7
年

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

【
課

題
等

】

写
真

等

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

6
7
7

1
,
3
8
1

R
4
【
N
o
.5
0
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

5
1

が
ん

検
診

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

5
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

Ａ
令

和
４
年

度
か

ら
一

部
の

検
診

に
つ

い
て

，
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

申
込

み
を

開
始

し
て

い
る

が
，
令

和
5
年

度
か

ら
は

，
病

院
で

受
診

す
る

胃
が

ん
検

診
・
乳

が
ん

検
診

・
子

宮
頸

が
ん

検
診

や
2
0
代

か
ら

3
0
代

の
方

が
対

象
の

女
性

健
診

に
つ

い
て

も
，
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

申
込

み
を

開
始

し
，
受

診
者

の
方

の
利

便
性

の
向

上
を

図
る

。

R
5

○
４
月

：
年

度
末

年
齢

4
2
～

4
5
歳

の
方

の
う
ち

前
年

度
に

受
診

し
て

い
な

い
方

と
，

4
6
～

6
3
歳

の
方

の
う
ち

過
去

５
年

間
に

高
知

市
実

施
の

検
診

の
受

診
履

歴
の

あ
る

方
で

前
年

度
に

受
診

し
て

い
な

い
方

へ
，

乳
が

ん
検

診
・
子

宮
頸

が
ん

検
診

個
別

受
診

券
と

集
団

案
内

を
送

付
。

○
６
月

：
乳

が
ん

検
診

は
年

度
末

年
齢

が
4
1
歳

，
子

宮
頸

が
ん

検
診

は
年

度
末

年
齢

が
2
1
歳

の
方

へ
，

無
料

ク
ー

ポ
ン

券
付

受
診

券
を

送
付

。
○

広
報

あ
か

る
い

ま
ち

7
月

号
で

乳
が

ん
検

診
と

子
宮

頸
が

ん
検

診
の

受
診

啓
発

記
事

を
掲

載
。

○
９
月

：J
A
高

知
市

の
広

報
誌

「グ
リ
ー

ン
広

場
」９

月
号

配
布

時
に

、
が

ん
検

診
受

診
案

内
の

チ
ラ

シ
を

配
布

○
１
０
月

：
高

知
市

内
の

町
内

会
へ

が
ん

検
診

の
受

診
案

内
の

回
覧

を
依

頼
。

○
１
２
月

：
高

知
市

の
が

ん
検

診
を

未
受

診
の

方
が

い
る

世
帯

へ
受

診
案

内
は

が
き

を
送

付
。

○
１
月

：
高

知
市

成
人

式
で

配
布

さ
れ

る
チ

ラ
シ

に
子

宮
頸

が
ん

検
診

受
診

案
内

を
掲

載
。

〇
２
月

：
高

知
市

内
の

町
内

会
へ

次
年

度
の

集
団

検
診

の
受

診
案

内
の

回
覧

を
依

頼
。

○
２
月

：
次

年
度

の
集

団
検

診
申

込
書

を
送

付
。

　
市

民
の

誰
も

が
生

涯
に

わ
た

り
社

会
参

加
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
に

，
が

ん
の

早
期

発
見

の
た

め
の

検
診

機
会

を
確

保
す

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
子

宮
頸

が
ん

検
診

：
1
6
.1

％
・
乳

が
ん

検
診

：
1
9
％

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

行
い

検
診

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
や

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

か
ら

，
受

診
を

控
え

て
い

た
方

が
検

診
受

診
を

再
開

し
て

お
り
，
受

診
者

数
に

つ
い

て
は

コ
ロ

ナ
前

の
令

和
元

年
度

並
み

に
回

復
し

て
き

て
い

る
。

　
胃

が
ん

検
診

，
大

腸
が

ん
検

診
，
胸

部
検

診
(以

上
，
4
0
歳

以
上

の
市

民
対

象
)，

子
宮

頸
が

ん
(2

0
歳

以
上

の
女

性
市

民
対

象
)，

乳
が

ん
検

診
(4

0
歳

以
上

の
女

性
市

民
対

象
)を

実
施

す
る

。
実

施
に

あ
た

っ
て

は
，
利

便
性

向
上

を
図

る
と

と
も

に
対

象
者

へ
の

受
診

勧
奨

を
行

う
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】

担
当

課
健

康
増

進
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

8
9
,
1
6
2

8
9
,
6
4
6

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
広

報
や

受
診

勧
奨

，
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

申
し

込
み

開
始

な
ど

取
組

内
容

が
充

実
し

て
お

り
，
受

診
者

の
利

便
性

が
向

上
し

て
い

る
と

思
う
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
子

宮
頸

が
ん

検
診

受
診

率
　
1
6
％

以
上

・
乳

が
ん

検
診

受
診

率
　
1
8
％

以
上

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

子
宮

頸
が

ん
検

診
受

診
率

：
2
0
%
以

上
乳

が
ん

検
診

受
診

率
：
2
2
%
以

上

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

写
真

等
　
あ

か
る

い
ま

ち
７
月

号
　
受

診
啓

発
記

事R
6

R
7

R
4
【
N
o
.5
1
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

5
2

成
人

歯
周

病
検

診

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

5
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
　
歯

周
病

は
全

身
疾

患
に

影
響

す
る

こ
と

か
ら

，
令

和
5
年

度
か

ら
は

，
対

象
年

齢
を

6
0
歳

ま
で

拡
大

し
，
4
0

歳
，
5
0
歳

，
6
0
歳

の
節

目
年

齢
を

対
象

と
し

て
実

施
す

る
。

　
ま

た
，
申

込
み

の
利

便
性

を
図

る
た

め
，
対

象
者

へ
の

個
別

案
内

ハ
ガ

キ
へ

申
込

用
の

Q
R
コ

ー
ド
を

掲
載

し
，
W

E
B
申

込
も

開
始

す
る

。
ま

た
，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

か
ら

も
Ｗ

Ｅ
Ｂ

申
込

を
可

能
と

す
る

。
W

E
B
環

境
の

な
い

方
も

い
る

た
め

，
従

来
の

電
話

で
の

申
込

も
併

用
す

る
。

R
5

・高
知

市
近

隣
の

市
町

村
で

も
受

診
で

き
る

よ
う
県

内
統

一
広

域
で

の
個

別
歯

科
医

療
機

関
委

託
で

実
施

。
・
4
月

に
対

象
者

9
,0

6
2
名

へ
個

別
に

案
内

通
知

。
・
各

種
保

健
事

業
で

の
P
R
。

・
広

報
あ

か
る

い
ま

ち
の

「
健

診
案

内
」
（
毎

月
）
や

啓
発

記
事

（
6
月

・
1
1
月

・
2
月

）
を

掲
載

。
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
P
R
。

・
オ

ー
テ

ピ
ア

で
の

P
R
（
6
月

）
。

・申
込

者
が

す
べ

て
受

診
に

結
び

付
く
よ

う
に

，
受

診
票

を
送

付
す

る
際

に
同

封
す

る
チ

ラ
シ

は
ナ

ッ
ジ

理
論

を
活

用
し

て
作

成
し

た
。

　
市

民
の

誰
も

が
生

涯
に

わ
た

り
社

会
参

加
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
に

，
生

活
習

慣
病

な
ど

の
全

身
疾

患
に

関
連

す
る

歯
周

病
を

早
期

に
発

見
し

，
歯

科
受

診
の

き
っ

か
け

づ
く
り
と

し
て

，
成

人
歯

周
病

検
診

を
実

施
す

る
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
申

込
者

　
7
8
3
名

に
対

し
て

，
5
1
9
名

の
受

診
で

あ
っ

た
。

　
対

象
者

へ
の

個
別

通
知

，
広

報
あ

か
る

い
ま

ち
，
高

知
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

の
他

，
新

た
に

高
知

市
公

式
L
IN

E
を

活
用

し
た

周
知

を
行

っ
た

。
　
マ

ス
ク

生
活

に
よ

る
口

腔
衛

生
の

悪
化

や
口

の
動

き
の

制
限

な
ど

口
腔

内
へ

の
悪

影
響

の
予

防
や

取
組

の
必

要
性

を
イ

ベ
ン

ト
な

ど
機

会
を

捉
え

た
啓

発
活

動
，
広

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

た
周

知
を

行
い

目
標

を
上

回
る

受
診

者
数

と
な

っ
た

。

　
か

か
り
つ

け
歯

科
医

を
持

つ
割

合
の

少
な

い
壮

年
期

の
節

目
年

齢
で

あ
る

4
0
歳

，
5
0
歳

(年
度

末
年

齢
)の

市
民

を
対

象
に

，
歯

周
病

検
診

を
委

託
歯

科
医

療
機

関
に

お
け

る
個

別
検

診
に

よ
り
実

施
す

る
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】

担
当

課
健

康
増

進
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

2
,
2
7
4

2
,
6
7
2

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
広

報
や

受
診

勧
奨

，
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

申
し

込
み

開
始

な
ど

取
組

内
容

が
充

実
し

て
お

り
，
受

診
者

の
利

便
性

が
向

上
し

て
い

る
と

思
う
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
受

診
者

数
　
4
3
0
人

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

健
康

寿
命

（
6
5
歳

の
平

均
自

立
期

間
）
：
男

性
1
8
.2

7
年

　
女

性
2
1
.7

7
年

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

ナ
ッ

ジ
理

論
を

活
用

し
た

申
込

者
へ

の
案

内
チ

ラ
シ

R
6

R
7

R
4
【
N
o
.5
2
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

5
3

こ
こ

ろ
の

相
談

窓
口

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

5
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

A
　
引

き
続

き
高

知
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

，
高

知
市

公
式

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
な

ど
を

活
用

し
，
ア

ク
セ

ス
し

や
す

い
相

談
の

場
と

な
る

よ
う
，
広

報
を

行
う
。

　
こ

こ
ろ

の
体

温
計

に
は

，
新

た
に

「
睡

眠
障

害
チ

ェ
ッ

ク
モ

ー
ド
」
「
楽

観
主

義
の

す
す

め
（
こ

こ
ろ

の
エ

ン
ジ

ン
）
」
を

搭
載

し
，
内

容
の

充
実

を
は

か
る

。
　
ま

た
，
市

民
の

こ
こ

ろ
の

健
康

が
保

た
れ

る
よ

う
相

談
対

応
の

質
を

向
上

し
て

い
く
。

R
5

・
精

神
保

健
福

祉
相

談
は

，
専

用
の

相
談

電
話

（
２

回
線

）
で

主
に

受
付

し
，
来

所
を

希
望

す
る

方
及

び
職

員
が

訪
問

が
必

要
と

判
断

し
た

時
に

は
来

所
や

訪
問

で
の

相
談

に
も

対
応

し
た

。
・
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

か
ら

簡
単

に
ス

ト
レ

ス
度

や
落

ち
込

み
度

な
ど

の
心

の
状

態
が

チ
ェ

ッ
ク

で
き

，
相

談
窓

口
が

表
示

さ
れ

る
シ

ス
テ

ム
「こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
を

，
高

知
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

，
名

刺
サ

イ
ズ

の
カ

ー
ド
に

Q
R
コ

ー
ド
を

載
せ

配
布

す
る

こ
と

で
，
周

知
し

た
。

・高
知

市
公

式
L
IN

E
で

相
談

窓
口

，
こ

こ
ろ

の
体

温
計

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
呼

び
か

け
た

。
・
県

と
連

携
し

て
相

談
窓

口
の

掲
載

さ
れ

た
ウ

エ
ッ

ト
テ

ィ
ッ

シ
ュ

を
窓

口
に

設
置

し
，
相

談
窓

口
の

周
知

を
行

っ
た

。
　
市

民
の

誰
も

が
生

涯
に

わ
た

り
社

会
参

加
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
に

，
相

談
対

応
を

通
し

て
こ

こ
ろ

の
健

康
を

保
つ

た
め

の
支

援
を

行
う
。

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
精

神
保

健
福

祉
相

談
（
訪

問
・
来

所
・
電

話
）
の

延
べ

件
数

　
5
,9

6
2
件

。
・
こ

こ
ろ

の
体

温
計

へ
の

ア
ク

セ
ス

数
　
5
5
,0

0
2
回

。

　
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
トフ

ォ
ン

，
L
IN

E
等

の
活

用
に

よ
り
，

相
談

窓
口

を
効

果
的

に
周

知
で

き
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

　
市

民
の

誰
も

が
こ

こ
ろ

の
健

康
に

つ
い

て
相

談
で

き
る

場
と

し
て

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

，
そ

の
対

策
の

影
響

を
受

け
て

仕
事

や
生

活
に

不
安

を
感

じ
て

い
る

方
な

ど
の

相
談

に
も

対
応

す
る

。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

自
課

評
価

R
6

R
7

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

【
課

題
等

】

担
当

課
健

康
増

進
課

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

2
5
0

2
6
2

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

精
神

保
健

福
祉

相
談

　
延

べ
2
,8

0
0
件

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

健
康

寿
命

（
6
5
歳

の
平

均
自

立
期

間
）
：
男

性
1
8
.2

7
年

　
女

性
2
1
.7

7
年

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

配
布

し
た

カ
ー

ド

R
6

R
7

R
4
【
N
o
.5
3
】

64



高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

【
課

題
等

】

担
当

課
母

子
保

健
課

写
真

等

学
校

及
び

養
護

教
諭

と
の

連
携

を
図

る
た

め
に

，
養

護
教

諭
定

例
会

に
て

毎
年

啓
発

活
動

を
行

な
っ

て
い

る
。
適

切
な

時
期

で
の

性
教

育
実

施
の

た
め

今
後

も
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
。

サ
ポ

ー
ト
授

業
に

つ
い

て
は

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
に

よ
り
保

健
師

業
務

が
ひ

っ
迫

し
，
出

務
が

困
難

と
な

っ
た

た
め

，
助

産
師

を
紹

介
す

る
な

ど
の

対
応

と
な

っ
た

。
，
性

教
育

関
係

の
物

品
貸

出
は

例
年

並
み

で
あ

る
が

，
学

校
等

依
頼

分
に

つ
い

て
は

全
て

対
応

で
き

た
。
今

後
も

依
頼

に
対

応
し

て
い

く
と

と
も

に
，
教

材
や

事
業

内
容

の
検

討
を

行
う
。

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

0
0

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

自
課

評
価

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

学
校

で
性

教
育

を
実

施
で

き
る

よ
う
に

，
養

護
教

諭
定

例
会

で
思

春
期

教
室

の
サ

ポ
ー

ト
や

性
教

育
関

係
の

物
品

貸
出

等
に

つ
い

て
説

明
，
啓

発
を

実
施

。
（
毎

年
）

思
春

期
教

室
（
サ

ポ
ー

ト
授

業
）

保
健

師
4
回

助
産

師
9
回

性
教

育
関

係
の

物
品

貸
出

小
学

校
：
8
校

，
高

等
学

校
：
1
校

，
そ

の
他

：
6
か

所
　
延

べ
1
7
回

・
養

護
教

諭
の

定
例

会
で

の
啓

発
を

行
う
。

【
思

春
期

教
室

】
学

校
で

性
教

育
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

，
対

象
者

や
授

業
の

内
容

に
合

っ
た

サ
ポ

ー
ト
，
資

料
教

材
の

提
供

，
物

品
の

貸
出

し
を

行
う
。

開
催

：
学

校
か

ら
の

依
頼

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

・
生

命
の

尊
重

や
自

己
及

び
他

者
の

個
性

を
尊

重
し

，
相

手
を

思
い

や
り
良

好
な

人
間

関
係

を
構

築
し

た
上

で
性

関
係

を
も

つ
た

め
に

適
切

な
行

動
を

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
男

女
共

に
生

命
の

誕
生

や
い

の
ち

に
つ

い
て

伝
え

て
い

く
。

・男
性

も
主

体
的

に
育

児
を

す
る

こ
と

の
重

要
性

や
育

児
の

喜
び

を
,児

童
と

両
親

の
両

世
代

に
伝

え
る

。
・
将

来
男

女
が

協
力

し
て

育
児

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，
育

児
に

関
す

る
実

技
も

男
女

と
も

に
実

施
す

る

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

R
4

B
学

校
及

び
養

護
教

諭
と

の
連

携
を

継
続

す
る

。

思
春

期
教

室
の

サ
ポ

ー
ト
に

つ
い

て
は

，
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
の

中
，
保

健
師

の
行

う
サ

ポ
ー

ト
授

業
と

小
学

校
や

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
で

行
う
助

産
師

に
お

願
い

し
，
学

校
か

ら
の

貸
出

依
頼

に
は

対
応

で
き

て
い

る
。
性

教
育

関
係

の
物

品
貸

出
も

含
め

市
内

の
小

中
学

校
へ

教
材

や
事

業
内

容
の

周
知

を
行

う
。

R
5

R
6

R
7

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

5
4

思
春

期
保

健
事

業

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

5
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
命

を
大

切
に

す
る

心
や

，
男

女
が

そ
れ

ぞ
れ

の
体

の
特

徴
や

違
い

を
理

解
し

尊
重

し
合

う
心

を
育

て
る

た
め

の
取

り
組

み
を

行
う
。

・
養

護
教

諭
定

例
会

で
の

啓
発

を
行

う
。

（
年

１
回

）
・
学

校
等

の
依

頼
に

よ
り
，

思
春

期
教

室
の

開
催

や
物

品
等

の
貸

し
出

し
を

行
う
。

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

ー

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

R
4
【
N
o
.5
4
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

低
出

生
体

重
児

出
生

率
：
9
.4

％
以

下

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

　
妊

娠
期

か
ら

の
関

わ
り
に

よ
り
，
出

産
・子

育
て

期
へ

の
切

れ
目

な
い

支
援

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
に

，
必

要
な

情
報

提
供

や
支

援
を

行
う

。
　
教

室
開

催
に

よ
り
，
出

産
・子

育
て

に
お

い
て

は
父

親
や

家
族

の
サ

ポ
ー

トが
重

要
で

あ
る

こ
と

の
啓

発
を

す
る

と
と

も
に

，
具

体
的

な
実

技
等

を
含

め
た

学
習

が
で

き
る

よ
う
に

す
る

。

R
6

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

5
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

A
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
　
パ

パ
マ

マ
教

室
・
子

育
て

相
談

は
ぐ

く
み

と
も

に
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

で
開

催
。
今

年
度

も
感

染
対

策
を

行
っ

た
上

で
参

加
者

の
増

加
を

図
り
，
妊

娠
，
出

産
，
子

育
て

に
か

か
る

相
談

支
援

や
情

報
の

提
供

に
取

り
組

む
。
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

う
ち

３
か

所
は

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
に

併
設

し
て

お
り
，
地

域
に

お
い

て
気

軽
に

妊
婦

や
子

ど
も

連
れ

で
訪

れ
や

す
い

雰
囲

気
を

形
成

，
教

室
開

催
に

よ
り
周

知
を

図
る

。
身

近
な

相
談

機
関

と
し

て
の

き
っ

か
け

づ
く
り
の

役
割

を
持

た
し

て
い

る
。

　
訪

問
で

き
な

か
っ

た
世

帯
に

対
し

て
も

，
情

報
提

供
の

実
施

を
す

る
と

と
も

に
，
乳

児
一

般
健

康
診

査
受

診
歴

や
予

防
接

種
歴

，
母

子
保

健
事

業
の

利
用

状
況

等
を

確
認

し
，
状

況
把

握
に

努
め

る
。

R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

・
妊

娠
届

出
時

の
妊

婦
の

面
接

率
1
0
0
％

R
3
R
4
と

継
続

達
成

。
・
パ

パ
マ

マ
教

室
は

，
妊

婦
が

パ
ー

ト
ナ

ー
や

家
族

と
一

緒
に

参
加

で
き

る
た

め
好

評
。

感
染

予
防

対
策

に
よ

り
１

回
の

上
限

を
8
組

と
し

た
た

め
，

参
加

組
数

は
目

標
に

届
か

な
か

っ
た

。
参

加
組

数
1
3
4

組
。

・
子

育
て

相
談

は
ぐ

く
み

は
各

種
専

門
職

に
よ

る
，

様
々

な
相

談
に

対
応

で
き

る
こ

と
が

高
い

満
足

度
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

相
談

者
数

増
加

。
相

談
者

数
（
延

）
4
5
9
人

。
ア

ン
ケ

ー
ト
に

よ
る

満
足

度
1
0
0
％

。
・
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

事
業

は
，

新
生

児
期

に
入

院
治

療
が

続
い

た
り
，

母
子

の
市

外
へ

の
里

帰
り
等

に
よ

り
長

期
不

在
の

パ
タ

ー
ン

も
あ

り
，

訪
問

不
成

立
の

家
庭

は
一

定
数

存
在

す
る

た
め

，
訪

問
率

9
4
.9

％
。

【
課

題
等

】

担
当

課
母

子
保

健
課

写
真

等

R
7

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

1
,
8
1
5

1
,
7
9
8

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
R
4
.4

月
に

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
4
か

所
目

と
な

る
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
開

設
。
土

曜
日

開
所

に
よ

り
妊

娠
届

出
の

利
便

性
を

図
っ

た
。

・
パ

パ
マ

マ
教

室
（
年

1
8
回

開
催

）
は

，
西

部
・
東

部
・
北

部
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

，
最

大
限

の
感

染
予

防
対

策
を

行
っ

た
う
え

で
予

定
通

り
開

催
。
沐

浴
体

験
や

妊
婦

体
験

を
取

り
入

れ
パ

ー
ト
ナ

ー
の

育
児

参
加

を
啓

発
し

た
。

・
妊

産
婦

子
育

て
相

談
は

ぐ
く
み

（
年

2
4
回

開
催

）
も

パ
パ

マ
マ

教
室

と
同

様
に

予
定

通
り
開

催
。
保

健
師

，
助

産
師

，
栄

養
士

，
歯

科
衛

生
士

，
保

育
士

な
ど

の
専

門
職

を
配

置
し

，
様

々
な

相
談

に
対

応
で

き
る

体
制

に
し

た
。

・
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

事
業

と
し

て
保

健
師

・
訪

問
員

に
よ

る
乳

児
家

庭
全

戸
訪

問
に

取
り
組

ん
だ

。

R
5

自
課

評
価

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

・
妊

娠
・
出

産
・
子

育
て

期
の

切
れ

目
な

い
支

援
と

し
て

，
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

，
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

の
妊

婦
の

窓
口

面
接

率
1
0
0
％

。
・妊

娠
期

に
出

産
・産

後
・子

育
て

に
関

す
る

知
識

，
技

術
が

習
得

の
機

会
の

提
供

。
地

域
の

中
の

子
育

て
サ

ー
ビ

ス
や

相
談

先
の

提
供

。
・
パ

パ
マ

マ
教

室
参

加
組

数
　

1
7
0
組

5
5

妊
娠

・
出

産
期

等
の

支
援

◆
事

業
（
概

要
）

・
妊

娠
・
出

産
・
子

育
て

期
の

切
れ

目
な

い
支

援
の

第
一

歩
と

し
て

，
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
母

子
保

健
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
，

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
の

窓
口

面
接

，
相

談
支

援
，

医
療

機
関

と
の

連
絡

調
整

を
行

う
と

と
も

に
必

要
な

支
援

に
つ

な
げ

る
。

・
妊

娠
期

に
出

産
・
産

後
・
子

育
て

に
関

す
る

知
識

・
技

術
を

習
得

し
，
子

育
て

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う
妊

婦
の

他
に

も
パ

ー
ト
ナ

ー
や

家
族

と
一

緒
に

参
加

で
き

る
「
パ

パ
マ

マ
教

室
」
を

開
催

す
る

。
・
妊

婦
や

子
育

て
中

の
保

護
者

が
一

人
で

悩
ま

ず
気

軽
に

相
談

で
き

る
機

会
と

し
て

「
妊

産
婦

子
育

て
相

談
は

ぐ
く
み

」
を

開
催

す
る

。
・
生

後
４
ヵ

月
ま

で
の

乳
児

の
い

る
全

て
の

子
育

て
家

庭
を

訪
問

し
，

家
庭

と
地

域
社

会
を

つ
な

ぐ
最

初
の

機
会

と
す

る
こ

と
に

よ
り
，

子
育

て
家

庭
の

孤
立

化
を

防
ぎ

，
乳

児
の

健
全

な
育

成
環

境
の

確
保

を
図

る
。

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
4
【
N
o
.5
5
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　
個

別
事

業
実

施
状

況
報

告
（点

検
シ

ー
ト）

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

　
子

ど
も

の
発

育
や

発
達

に
関

す
る

保
護

者
の

育
児

不
安

の
軽

減
を

図
る

と
と

も
に

，
幼

児
の

疾
患

や
精

神
運

動
発

達
面

で
の

問
題

を
早

期
に

発
見

し
，
治

療
や

支
援

に
つ

な
げ

る
。

１
歳

６
か

月
児

健
診

受
診

率
　

9
5
％

３
歳

児
健

診
受

診
率

　
9
5
％

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

低
出

生
体

重
児

出
生

率
：
9
.4

%
以

下

◆
推

進
委

員
会

の
点

検
項

目

必 要 性
・
事

業
が

プ
ラ

ン
の

数
値

目
標

に
結

び
つ

く
か

。

効 率 性

・
事

業
実

施
方

法
は

適
切

か
。

・
事

業
コ

ス
ト
，

費
用

対
効

果
は

適
当

か
。

有 効 性

・
事

業
の

活
動

指
標

の
達

成
状

況
は

順
調

か
。

・
事

業
成

果
の

向
上

の
た

め
に

具
体

的
取

組
は

妥
当

か
。

工 夫 ・

配 慮
・男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
配

慮
が

あ
る

か
。

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

5
6

幼
児

健
診

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

5
ア

N
o
.

事
業

名
◆

具
体

的
取

組
《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

R
4

B
コ

ロ
ナ

は
５
類

に
変

更
さ

れ
た

が
，
健

診
会

場
に

お
い

て
は

感
染

予
防

対
策

を
継

続
。
２
か

月
遅

れ
に

な
っ

て
い

た
受

診
者

へ
の

健
診

案
内

も
概

ね
通

常
状

態
に

戻
り
，
落

ち
着

い
た

環
境

で
の

健
診

を
行

う
こ

と
で

，
子

ど
も

の
発

育
発

達
を

支
援

す
る

。
１
歳

６
か

月
児

健
診

で
は

，
令

和
４
年

度
よ

り
子

ど
も

育
成

課
と

連
携

し
親

子
絵

本
ふ

れ
あ

い
事

業
を

開
始

し
，
健

診
の

機
会

を
利

用
し

た
支

援
に

つ
な

げ
て

い
る

。
　 健

診
未

受
診

の
幼

児
に

は
，
子

育
て

支
援

訪
問

員
や

保
健

師
が

手
紙

や
訪

問
に

よ
り
受

診
勧

奨
を

継
続

実
施

す
る

。

R
5

R
6

R
7

◆
事

業
（
概

要
）

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

１
歳

６
か

月
児

健
診

対
象

者
数

2
6
1
6
人

（
6
8
1
人

増
）
（
R
3
比

較
）

受
診

者
数

2
4
0
1
人

（
5
7
4
人

増
）

受
診

率
　

9
1
.8

％
受

診
勧

奨
訪

問
実

績
　
1
8
3
件

３
歳

児
健

診
対

象
者

数
2
5
1
3
人

（
5
9
4
人

増
）

受
診

者
数

2
3
3
6
人

（
5
0
1
人

増
）

受
診

率
　

9
3
.0

％
受

診
勧

奨
訪

問
実

績
　
2
0
2
件

　
母

子
保

健
法

に
基

づ
く
健

康
診

査
と

し
て

，
幼

児
の

成
長

発
達

の
確

認
及

び
子

育
て

の
助

言
を

行
う

た
め

，
１

歳
６

か
月

児
健

診
及

び
３

歳
児

健
診

を
実

施
す

る
。

　
幼

児
健

診
受

診
促

進
事

業
と

し
て

，
一

定
期

間
の

未
受

診
児

に
対

し
，

子
育

て
支

援
訪

問
員

や
保

健
師

が
訪

問
し

受
診

勧
奨

を
す

る
。

訪
問

し
て

会
え

な
い

場
合

，
文

書
に

よ
る

勧
奨

も
実

施
。

（
県

の
幼

児
健

診
受

診
促

進
補

助
金

を
活

用
。

）

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

　
受

診
率

向
上

及
び

父
親

の
子

育
て

参
加

の
機

会
促

進
た

め
，
各

健
診

の
う
ち

一
定

数
の

日
曜

健
診

を
実

施
す

る
。

決
算

額
（
千

円
）

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

【
課

題
等

】

担
当

課
母

子
保

健
課

写
真

等

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
令

和
2
・
3
年

に
は

健
診

を
中

止
し

た
期

間
が

あ
っ

た
た

め
，
受

診
者

も
減

少
し

て
い

た
。

令
和

4
年

度
は

感
染

予
防

策
を

最
大

限
に

と
り
，
繰

り
越

さ
れ

た
対

象
者

を
期

間
内

に
呼

出
す

た
め

，
枠

を
増

や
し

て
開

催
。
感

染
対

策
と

医
師

を
含

め
た

ス
タ

ッ
フ

の
体

制
調

整
に

苦
慮

し
た

。
日

曜
健

診
も

各
３
回

を
継

続
維

持
し

，
受

診
率

向
上

を
図

っ
た

。

健
診

未
受

診
の

幼
児

に
は

，
子

育
て

支
援

訪
問

員
や

保
健

師
が

自
宅

を
訪

問
し

受
診

勧
奨

を
実

施
し

て
い

る
。
受

診
率

の
向

上
に

貢
献

す
る

手
段

と
し

て
，

継
続

し
て

取
り
組

ん
で

い
く
。

※
本

来
１
歳

６
か

月
児

健
診

は
２
歳

の
誕

生
日

ま
で

，
３
歳

児
健

診
は

４
歳

の
誕

生
日

ま
で

が
受

診
期

限
。
そ

れ
ぞ

れ
２
歳

６
か

月
，
４
歳

６
か

月
ま

で
延

長
し

て
対

応
し

た
。

◆
推

進
委

員
会

か
ら

点
検

コ
メ

ン
ト

1
8
,
3
3
8

2
3
,
2
8
9

【
特

に
良

か
っ

た
点

等
】

・
目

標
は

達
成

で
き

て
い

な
い

が
，
コ

ロ
ナ

禍
で

活
動

制
限

が
あ

る
中

で
，
丁

寧
な

受
診

勧
奨

や
体

制
等

を
拡

充
し

て
よ

り
多

く
の

幼
児

が
健

診
を

受
診

で
き

る
よ

う
に

取
り
組

ん
だ

こ
と

は
良

い
こ

と
と

思
う
。

自
課

評
価

B
評

価
基

準
A

：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　
 （

6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

◆
対

応
《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4
【
N
o
.5
6
】
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高
知

市
男

女
共

同
参

画
推

進
プ

ラ
ン

2
0
2
1
　

個
別

事
業

実
施

状
況

（
点

検
シ

ー
ト
）

◆
具

体
的

取
組

《
工

夫
や

配
慮

し
た

点
等

》
R
3

A
◆

対
応

《
改

善
，

今
後

ど
の

よ
う

に
す

る
か

》

R
4

B
R
5

R
6

R
7

◆
検

証
《
達

成
状

況
，

そ
の

要
因

》

◆
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
目

的

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

決
算

額
（
千

円
）

基 本 目 標

取 組 の 方 向 性

P
la

n（
計

画
）

・
女

性
対

象
：
一

般
相

談
（
開

館
日

）
・
専

門
相

談
（
法

律
相

談
／

月
２
回

，
こ

こ
ろ

の
相

談
／

月
２
回

）
　

令
和

３
年

度
か

ら
こ

こ
ろ

の
相

談
を

月
２
回

に
拡

充
・
男

性
対

象
：
男

性
の

た
め

の
悩

み
相

談
　

月
３

回 　
人

生
1
0
0
年

時
代

を
見

据
え

，
心

身
の

健
康

を
保

ち
，

男
女

が
生

涯
に

わ
た

り
参

画
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。

◆
事

業
（
概

要
）

D
o

（
実

施
）

C
he

ck
（
点

検
）

A
ct

io
n（

見
直

し
）

5
ア

N
o
.

事
業

名

自
課

評
価

評
価

基
準

A
：
目

標
達

成
（
1
0
0
％

以
上

）
B
：
概

ね
達

成
　
 （

8
0
～

1
0
0
％

未
満

）
C
：
少

し
下

回
っ

た
　

 （
6
0
～

8
0
％

未
満

）
D
：
大

き
く
下

回
っ

た
 　

（
6
0
％

未
満

）

5
7

相
談

事
業

以
下

の
と

お
り
相

談
事

業
を

見
直

し
，

よ
り
相

談
し

や
す

い
体

制
と

す
る

。
男

性
相

談
を

　
月

3
回

か
ら

4
回

に
拡

充
し

す
る

。
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

ｓ
に

関
す

る
相

談
を

フ
リ
ー

ダ
イ

ヤ
ル

に
改

善
す

る
。

積
極

的
な

広
報

を
継

続
す

る
。

生 涯 に わ た る 健 康 生 活 を 充 実 さ せ ま し ょ う

あ ら ゆ る ラ イ フ ス テ ー ジ に お け る 心 と 体 の 健 康 支 援

(一
般

相
談

）
感

染
拡

大
に

よ
り
「
B
A
.5

対
策

強
化

宣
言

」
期

間
中

は
一

般
相

談
の

面
談

を
中

止
し

，
電

話
相

談
の

み
で

対
応

し
た

。
前

年
度

と
ほ

ぼ
同

程
度

の
相

談
件

数
で

あ
り
，

目
標

を
概

ね
達

成
し

て
い

る
。

(専
門

相
談

）
男

性
相

談
は

相
談

員
の

体
調

の
都

合
で

２
回

休
止

が
あ

り
，

ま
た

，
相

談
者

の
直

前
キ

ャ
ン

セ
ル

も
や

や
多

か
っ

た
。

◆
活

動
指

標
（
目

標
）

担
当

課
ソ

ー
レ

・
一

般
相

談
　

2
,0

0
0
件

以
上

健
康

寿
命

（
6
5
歳

の
平

均
自

立
期

間
）
：
男

性
1
8
.2

7
年

　
女

性
2
1
.7

7
年

女
性

対
象

相
談

  
2
,0

8
3
件

　
　

　
一

般
相

談
　

　
　

1
,9

5
1
件

（
Ｄ

Ｖ
含

む
）

　
　

　
法

律
相

談
  

  
　

　
　

9
0
件

　
　

　
こ

こ
ろ

の
相

談
  

  
　

4
2
件

・
男

性
対

象
相

談
　

6
0
件

・
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

ｓ
に

関
す

る
相

談
（
に

じ
い

ろ
コ

ー
ル

）
　

2
1

件 合
計

2
,1

6
4
件

相
談

室
の

案
内

を
情

報
誌

や
テ

レ
ビ

，
ラ

ジ
オ

，
S
N
S

を
用

い
て

積
極

的
に

広
報

し
た

こ
と

が
相

談
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

考
え

る
。

(専
門

相
談

に
つ

い
て

）
法

律
相

談
，

こ
こ

ろ
の

相
談

，
男

性
対

象
相

談
は

弁
護

士
，

心
理

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

が
対

応
。

予
約

制
。

法
律

相
談

各
回

４
名

×
２
回

（
１
ヶ

月
最

大
８
名

）
こ

こ
ろ

の
相

談
各

回
２
名

×
２
回

（
１
ヶ

月
最

大
４
名

）
男

性
相

談
各

回
２
名

×
３
回

（
１
ヶ

月
最

大
６
名

）
に

じ
い

ろ
コ

ー
ル

は
専

門
相

談
員

が
対

応
。

電
話

相
談

の
み

受
け

て
い

る
。

月
１
回

第
４
土

曜
午

後
３
時

間
。

写
真

等
（
情

報
紙

の
掲

載
事

例
）

（
参

考
）
関

連
す

る
数

値
目

標

1
,
7
9
6

1
,
7
5
6

R
4
【
N
o
.5
7
】
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施
策

番
号

担
当
課

項
　
目

平
成
3
0
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

1
人

権
同

和
･
男

女
共

同
参

画
課

高
知

市
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査
（
５

年
毎

に
実

施
）

①
抽

出
方

法
②

抽
出

日
③

調
査

期
間

④
有

効
回

収
数

⑤
有

効
回

収
率

-

①
住

民
基

本
台

帳
マ

ス
タ

ー
フ

ァ
イ

ル
よ

り
無

作
為

抽
出

3
,0

0
0

人
②

令
和

元
年

1
0

月
２

日
③

令
和

元
年

1
0

月
1
0

日
～

1
1
月

1
1
日

④
 1

,0
2

3
人

 （
う

ち
女

性
6

0
5

人
）

⑤
3

4
.1

％

-
-

-

2
人

権
同

和
･
男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
社

会
通

念
・
慣

習
・
し

き
た

り
」
な

ど
で

男
女

の
地

位
が

平
等

だ
と

思
う

人
の

割
合

」
-

1
5

.7
%

（
市

）
-

-
-

3
人

権
同

和
･
男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
男

は
仕

事
，
女

は
家

庭
な

ど
の

性
別

に
よ

る
固

定
的

な
役

割
分

担
意

識
に

同
意

し
な

い
割

合
」

-
7

0
.3

%
（
市

）
-

-
-

4
人

権
同

和
･
男

女
共

同
参

画
課

①
市

審
議

会
等

の
女

性
委

員
比

率
②

女
性

委
員

０
の

市
審

議
会

等
の

比
率

①
3

1
.0

%
(1

,4
0

8
人

の
う

ち
女

性
4

3
7

人
)

②
1
7

.1
%

(1
2

9
会

の
う

ち
2

2
会

が
女

性
0

人
)

①
3

0
.1

%
(1

,5
0

2
人

の
う

ち
女

性
4

5
2

人
)

②
1
7

.3
%

(1
3

8
会

の
う

ち
2

4
会

が
女

性
0

人
)

①
3

2
.3

%
(1

,4
1
7

人
の

う
ち

女
性

4
5

7
人

)

②
1
1
.0

%
(1

1
8

会
の

う
ち

1
3

会
が

女
性

0
人

)

①
3

1
.1

％
（
1
,3

1
7

人
の

う
ち

女
性

4
3

2
人

）
②

1
3

.0
%

（
1
1
5

会
の

う
ち

1
5

会
）

①
3

0
.7

％
（
1
,4

3
1
人

の
う

ち
女

性
4

3
9

人
）

②
1
0

.8
%

（
1
2

0
会

の
う

ち
1
3

会
）

5
人

事
課

高
知

市
管

理
・
監

督
職

（
係

長
級

以
上

）
女

性
比

率
3

1
.6

%
（
6

0
7

人
う

ち
女

性
1
9

2
人

）
3

3
.1

%
（
6

1
2

人
う

ち
女

性
2

0
3

人
）

3
3

.3
%

(6
2

0
人

う
ち

女
性

2
0

7
人

）
3

6
.0

%
(6

3
0

人
う

ち
女

性
2

2
7

人
）

3
7

.5
%

(6
3

4
人

う
ち

女
性

2
3

8
人

）

6
学

校
教

育
課

市
立

学
校

(小
・
中

・
特

別
支

援
学

校
)に

お
け

る
①

女
性

教
職

員
人

数
(比

率
)

②
女

性
管

理
職

人
数

(比
率

)

①
9

8
3

人
（
6

5
.4

％
）

②
3

7
人

（
2

9
.4

％
）

①
9

3
2

人
（
6

7
.6

％
）

②
4

1
人

（
3

2
.5

％
）

①
8

9
7

人
（
6

6
.2

％
）

②
4

0
人

（
3

2
.3

％
）

①
9

2
0

人
（
6

6
.4

％
）

②
4

3
人

（
３

３
．
３

％
）

①
8

9
6

人
（
６

４
．
９

％
）

②
４

１
人

（
３

２
．
０

％
）

7
人

権
同

和
･
男

女
共

同
参

画
課

【
男

女
共

同
参

画
研

修
】
（
階

層
別

）
①

対
象

階
層

②
参

加
人

数

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

①
主

査
補

・
技

査
補

級
　
②

2
3

1
名

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

①
主

事
・
技

師
級

　
②

3
0

6
名

「
ち

ゃ
ん

と
知

り
た

い
L
G

B
T

ｓ
」

①
係

長
級

　
②

1
9

0
名

「
S

O
G

I職
員

研
修

」
①

全
職

員
 ②

5
3

0
名

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
防

災
～

災
害

対
応

全
般

の
質

/
効

果
を

上
げ

る
た

め
に

～
」

①
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

：
係

長
級

職
員

オ
ン

デ
マ

ン
ド

研
修

：
全

職
員

②
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

：
4

3
人

オ
ン

デ
マ

ン
ド

研
修

：
再

生
回

数
1
6

7
回

8
人

事
課

(人
材

育
成

)

【
男

女
共

同
参

画
研

修
】

対
象

：
新

任
課

長
補

佐
研

修
参

加
人

数

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
平

成
3

1
年

１
月

1
6

日
２

年
目

課
長

補
佐

級
職

員
等

4
2

名

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
令

和
２

年
１
月

2
2

日
２

年
目

課
長

補
佐

級
職

員
等

5
4

人

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
令

和
３

年
１
月

６
日

２
年

目
課

長
補

佐
級

職
員

等
4

0
人

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
令

和
３

年
1
1
月

５
日

２
年

目
課

長
補

佐
級

職
員

等
3

6
人

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
令

和
4

年
1
1
月

8
日

２
年

目
課

長
補

佐
級

職
員

等
3

0
人

数
値
報
告

１
　
一
人
ひ

と
り
の
人

権
が
尊
重

さ
れ

る
社

会
を

つ
く
り

ま
し
ょ
う
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施
策

番
号

担
当
課

項
　
目

平
成
3
0
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

数
値
報
告

9
人

権
同

和
･
男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
Ｄ

Ｖ
を

経
験

し
た

こ
と

の
あ

る
人

の
割

合
」

-
2

5
.2

%
（
市

）
-

-
-

1
0

人
権

同
和

･
男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
Ｄ

Ｖ
に

つ
い

て
誰

（
ど

こ
）
に

も
相

談
し

な
か

っ
た

人
の

割
合

」
-

6
5

.1
%

（
市

）
-

-
-

1
1

人
権

同
和

・
男

女
共

同
参

画
課

ソ
ー

レ
　
女

性
対

象
一

般
相

談
の

う
ち

「
暴

力
」
に

関
す

る
相

談
件

数
1
2

4
件

1
3

6
件

9
7

件
7

4
件

7
4

件

1
2

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

児
童

相
談

の
う

ち
「
児

童
虐

待
相

談
」
件

数
2

2
1
件

2
3

0
件

（
修

正
）

2
1
7

件
1
8

0
件

1
9

1
件

1
3

少
年

補
導

セ
ン

タ
－

街
頭

補
導

状
況

【
市

少
年

補
導

セ
ン

タ
ー

】
①

在
学

少
年

  
 (

小
・
中

・
高

校
・
そ

の
他

の
学

校
)

②
非

在
学

少
年

(有
職

・
無

職
)

①
5

3
人

（
う

ち
女

子
1
4

人
）

②
９

人
（
う

ち
女

子
０

人
）

①
9

0
人

(う
ち

女
子

8
人

)
②

3
人

(う
ち

女
子

0
人

)
①

8
0

人
(う

ち
女

子
2

3
人

)
②

1
5

人
()

う
ち

女
子

1
人

)
①

1
6

8
人

(う
ち

女
子

2
8

人
)

②
1
7

人
(う

ち
女

子
4

人
)

①
９

４
人

（
う

ち
女

子
２

３
人

）
②

８
人

（
う

ち
女

子
１
人

）

1
4

少
年

補
導

セ
ン

タ
－

相
談

受
理

状
況

【
市

少
年

補
導

セ
ン

タ
ー

】
※

夜
間

電
話

相
談

「
ｱ
ｼ
ｽ
ﾄ
1
1
9

」
「
ｼ
ﾝ
ﾅ
ｰ
1
1
9

」
含

む
（
※

平
成

3
0

年
度

で
事

業
終

了
）

①
在

学
少

年
  

 (
小

・
中

・
高

校
・
そ

の
他

の
学

校
)

②
非

在
学

少
年

(有
職

・
無

職
)

①
1
7

2
人

（
う

ち
女

子
6

6
人

）
②

９
人

（
う

ち
女

子
４

人
）

①
1
6

7
人

(う
ち

女
子

4
6

人
)

②
1
人

(う
ち

女
子

0
人

)
①

1
3

2
人

(う
ち

女
子

5
4

人
)

②
2

人
()

う
ち

女
子

0
人

)
①

9
7

人
(う

ち
女

子
5

3
人

)
②

2
人

(う
ち

女
子

1
人

)
①

９
7

人
（
う

ち
女

子
4

6
人

）
②

1
人

（
う

ち
女

子
１
人

）

1
5

人
権

同
和

･
男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
性

別
に

よ
る

不
当

な
扱

い
と

感
じ

る
項

目
と

割
合

」
-

賃
金

格
差

　
1
1
.6

％
昇

給
･
昇

格
　
1
1
.3

％
自

由
に

休
暇

と
り

に
く

い
9

.2
％

育
児

･
介

護
休

暇
と

り
に

く
い

  
7

.1
％

-
-

-

1
6

人
権

同
和

･
男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
家

事
を

全
く

し
な

い
男

性
の

割
合

」
-

1
5

.2
%

-
-

-

1
7

人
事

課

①
男

性
の

育
児

休
暇

 取
得

者
数

・
取

得
率

（
市

職
員

）
②

配
偶

者
出

産
休

暇
 取

得
者

数
・
取

得
率

（
市

職
員

）

①
 ６

人
　
 8

.3
％

②
5

7
人

　
7

9
.2

％
①

７
人

　
9

.9
％

②
5

2
人

　
7

3
.2

％
①

９
人

　
1
2

.5
％

②
5

7
人

　
7

9
.2

％
①

1
0

人
　
1
7

.9
％

②
4

7
人

　
8

3
.9

％
①

2
2

人
　
3

2
.4

％
②

6
1
人

　
8

9
.7

％

1
8

人
事

課
市

新
規

採
用

職
員

(事
務

職
)女

性
比

率
<

実
施

年
度

別
>

7
3

%
(6

0
人

の
う

ち
女

性
4

4
人

）
5

7
.4

%
(5

4
人

の
う

ち
女

性
3

1
人

）
5

1
.2

％
（
4

1
人

の
う

ち
2

1
人

）
7

8
.1

％
（
6

4
人

の
う

ち
5

0
人

）
5

7
.1

％
（
4

9
人

の
う

ち
2

8
人

）

２
　
Ｄ
Ｖ
や

ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
な
い
社

会
を

つ
く
り

ま
し
ょ
う

３
　
家

庭
や

働
く
場

に
お

い
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平

等
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
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施
策

番
号

担
当
課

項
　
目

平
成
3
0
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

数
値
報
告

1
9

人
事

課
(人

材
育

成
)

【
市

女
性

職
員

の
人

材
育

成
・
能

力
開

発
研

修
】
参

加
人

数
①

自
治

大
学

（
2

5
日

間
）

②
市

町
村

ア
カ

デ
ミ

－
（
a
 4

日
間

・
b

 8
日

間
)

③
国

際
文

化
ア

カ
デ

ミ
－

(5
日

間
)

④
そ

の
他

の
研

修

①
１
人

②
１
人

③
１
人

④
１
人

①
１
人

②
１
人

③
１
人

④
１
人

①
１
人

②
１
人

③
０

人
④

０
人

①
0

人
②

0
人

③
1
人

④
０

人

①
0

人
②

１
人

③
１
人

④
０

人

2
0

学
校

教
育

課
高

等
学

校
進

学
率

①
全

体
②

男
　
 ③

女

①
9

8
.6

％
②

9
8

.2
％

　
③

9
9

.1
％

①
9

8
.7

％
②

9
7

.6
％

　
③

9
9

.5
％

①
9

8
.6

％
②

9
8

.4
％

　
③

9
8

.8
％

①
9

8
.3

%
②

9
8

.0
%

③
9

8
.8

%
未

進
学

（
就

職
含

む
）

男
　
2

1
名

　
女

　
1
1
名

①
９

８
．
５

％
②

９
８

．
２

％
③

９
８

．
８

％

2
1

子
育

て
給

付
課

ひ
と

り
親

家
庭

自
立

支
援

相
談

件
数

　
(延

件
数

)
<

医
療

・
健

康
，
就

労
，
児

童
，
経

済
的

支
援

等
>

①
母

子
家

庭
相

談
数

②
父

子
家

庭
相

談
数

①
母

子
家

庭
　
　
1
,4

1
2

件
②

父
子

家
庭

　
　
  

2
2

件
①

母
子

家
庭

　
　
1
,0

1
9

件
②

父
子

家
庭

　
　
  

3
0

件
①

母
子

家
庭

　
　
1
,0

8
4

件
②

父
子

家
庭

　
　
 3

8
件

①
母

子
家

庭
　
8

2
5

件
②

父
子

家
庭

　
2

8
件

①
母

子
家

庭
　
1
,7

2
9

件
②

父
子

家
庭

　
3

8
件

2
2

子
育

て
給

付
課

母
子

家
庭

等
就

業
･
自

立
支

援
セ

ン
タ

－
事

業
【
高

知
県

と
共

同
実

施
】

(就
業

相
談

・
就

業
情

報
提

供
等

支
援

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
提

供
)

①
相

談
件

数
②

就
業

者
数

①
5

4
3

件
②

2
6

人
（
高

知
市

の
み

)
①

6
3

2
件

②
3

1
人

（
高

知
市

の
み

)
①

6
4

7
件

②
2

1
人

（
高

知
市

の
み

)
①

6
9

1
件

②
３

人
（
高

知
市

の
み

）
①

1
,8

3
5

件
②

2
0

人
（
高

知
市

の
み

）

2
3

産
業

政
策

課
就

職
に

つ
な

が
っ

た
市

主
催

セ
ミ

ナ
－

修
了

者

①
若

者
就

職
応

援
セ

ミ
ナ

ー
①

1
1
人

（
う

ち
女

性
４

人
）

①
1
2

人
（
う

ち
女

性
８

人
）

①
3

人
（
う

ち
女

性
2

名
）

①
5

人
（
う

ち
女

性
２

人
）

①
４

人
（
う

ち
女

性
１
人

）

2
4

母
子

保
健

課

母
子

訪
問

指
導

（
実

人
数

／
延

人
数

)
  

①
妊

婦
　
②

産
婦

　
③

新
生

児
　
④

未
熟

児
<

2
1
年

度
か

ら
⑧

の
数

に
再

掲
>

  
⑤

乳
児

　
⑥

幼
児

　
⑦

そ
の

他

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

誕
生

お
め

で
と

訪
問

<
全

戸
訪

問
>

  
  

（
実

人
数

／
対

象
者

数
＝

訪
問

率
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
人

数
）

  
①

妊
婦

　
  

（
1
0

3
／

2
0

3
）

　
②

産
婦

　
 （

2
4

6
／

5
8

2
）

　
③

新
生

児
  

（
5

5
／

7
7

）
　
④

未
熟

児
 (

2
3

／
4

5
）

  
⑤

乳
児

  
 （

3
6

2
／

8
9

9
）

　
⑥

幼
児

  
 （

8
0

4
／

1
,0

9
4

）
　
⑦

そ
の

他
 （

2
1
／

2
4

）
 　

 ①
～

⑦
合

計
  

2
,9

2
4

人
（
延

）

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

（
訪

問
率

）
　
（
2

,3
6

1
／

2
,4

3
6

＝
9

6
.9

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
人

数
）

  
①

妊
婦

　
  

（
9

0
／

1
7

9
）

　
②

産
婦

　
 （

2
7

4
／

4
6

6
）

　
③

新
生

児
  

（
5

3
／

6
2

）
　
④

未
熟

児
 (

3
0

／
5

1
）

  
⑤

乳
児

  
 （

4
0

7
／

9
3

8
）

　
⑥

幼
児

  
 （

8
4

6
／

1
,1

7
5

）
　
⑦

そ
の

他
 （

1
2

／
2

9
）

 　
 ①

～
⑦

合
計

  
2

,9
0

0
人

（
延

）

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

（
訪

問
率

）
　
（
2

,2
3

0
／

2
,2

8
9

＝
9

7
.4

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
人

数
）

  
①

妊
婦

　
  

（
7

4
／

1
3

0
）

　
②

産
婦

　
 （

2
2

4
／

4
4

1
）

　
③

新
生

児
  

（
4

7
／

8
3

）
　
④

未
熟

児
 (

1
0

／
3

5
）

  
⑤

乳
児

  
 （

3
5

0
／

7
7

6
）

　
⑥

幼
児

  
 （

7
4

4
／

8
7

1
）

　
⑦

そ
の

他
 （

2
0

／
3

9
）

 　
 ①

～
⑦

合
計

  
2

,3
7

5
人

（
延

）

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

（
訪

問
率

）
　
（
2

,1
0

1
／

2
,2

0
5

＝
9

5
.3

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
人

数
)

  
①

妊
婦

　
  

（
5

6
／

9
6

）
　
②

産
婦

　
 （

2
3

1
／

4
0

0
）

　
③

新
生

児
  

（
5

7
／

7
1
）

　
④

未
熟

児
 (

1
3

／
2

8
）

  
⑤

乳
児

  
 （

2
8

3
／

4
8

5
）

　
⑥

幼
児

  
 （

5
0

4
／

6
2

6
）

　
⑦

そ
の

他
 （

1
1
／

1
5

）
 　

 ①
～

⑦
合

計
  

1
,7

2
1
人

（
延

)

⑧
赤

ち
ゃ

ん
（
訪

問
率

）
(2

,1
1
8

/
2

,2
2

3
 =

 9
5

.2
%

)

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
人

数
)

  
①

妊
婦

　
  

（
6

2
／

1
2

4
）

　
②

産
婦

　
 （

2
1
0

／
3

6
4

）
　
③

新
生

児
  

（
4

3
／

5
8

）
　
④

未
熟

児
 (

7
／

7
）

  
⑤

乳
児

  
 （

2
6

8
／

4
6

3
）

　
⑥

幼
児

  
 （

6
0

4
／

6
8

6
）

　
⑦

そ
の

他
 （

3
／

3
）

 　
 ①

～
⑦

合
計

  
1
,7

0
5

人
（
延

)

⑧
赤

ち
ゃ

ん
（
訪

問
率

）
(1

,9
3

4
/
2

,0
3

7
 =

 9
4

.9
%

)

３
　
家

庭
や

働
く
場

に
お

い
て
ジ
ェ

ン
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施
策

番
号

担
当
課

項
　
目

平
成
3
0
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

数
値
報
告

2
5

母
子

保
健

課

パ
パ

マ
マ

教
室

（
初

め
て

の
妊

娠
の

方
と

パ
ー

ト
ナ

ー
対

象
）

　
①

実
参

加
組

数
　
②

延
参

加
組

数

①
6

5
組

②
1
8

3
組

元
年

度
か

ら
内

容
・
回

数
等

変
更

・
パ

パ
マ

マ
教

室
  

　
妊

婦
 7

3
人

，
家

族
 7

3
人

・
パ

パ
マ

マ
ひ

ろ
ば

  
  

妊
婦

7
3

人
，
家

族
 6

9
人

合
計

参
加

総
数

 1
4

6
組

，
2

8
8

人

・
パ

パ
マ

マ
教

室
  

　
妊

婦
 8

4
人

，
家

族
 8

4
人

・
パ

パ
マ

マ
ひ

ろ
ば

  
  

妊
婦

1
0

6
人

，
家

族
 9

7
人

合
計

参
加

総
数

 1
9

0
組

，
3

7
1
人

・
パ

パ
マ

マ
教

室
  

　
妊

婦
 7

1
人

，
家

族
 6

8
人

合
計

参
加

総
数

 7
1
組

，
1
3

9
人

・
パ

パ
マ

マ
教

室
  

　
妊

婦
 1

3
4

人
，
家

族
1
3

0
人

合
計

参
加

総
数

 1
3

4
組

，
2

6
4

人

2
6

子
ど

も
育

成
課

フ
ァ

ミ
リ

－
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

－
  

①
依

頼
会

員
登

録
者

数
  

②
援

助
会

員
登

録
者

数
  

③
両

方
会

員
登

録
者

数
  

④
活

動
件

数

①
7

9
4

人
（
男

性
3

3
人

，
女

性
7

6
1
人

）
②

4
3

0
人

（
男

性
2

2
人

，
女

性
4

0
8

人
）

③
6

1
人

（
男

性
1
人

，
女

性
6

0
人

）
④

6
,4

5
6

件

①
7

8
4

人
（
男

性
3

4
人

，
女

性
7

5
0

人
）

②
4

4
1
人

（
男

性
2

6
人

，
女

性
4

1
5

人
）

③
6

2
人

（
男

性
1
人

，
女

性
6

1
人

）
④

5
,5

2
1
件

①
7

4
1
人

（
男

性
3

4
人

，
女

性
7

0
7

人
）

②
4

4
7

人
（
男

性
2

9
人

，
女

性
4

1
8

人
）

③
5

5
人

（
男

性
0

人
，
女

性
5

5
人

）
④

4
,2

7
8

件

①
7

2
7

人
（
男

性
3

6
人

，
女

性
6

9
1
人

）
②

4
4

3
人

（
男

性
2

8
人

，
女

性
4

1
5

人
）

③
5

1
人

（
男

性
1
人

，
女

性
5

0
人

）
④

5
,7

4
3

件

①
7

2
0

人
（
男

性
4

2
人

，
女

性
6

7
8

人
）

②
4

5
6

人
（
男

性
2

9
人

，
女

性
4

2
7

人
）

③
5

0
人

（
男

性
1
人

，
女

性
4

9
人

）
④

4
,4

2
9

件

2
7

子
ど

も
育

成
課

病
児

･
病

後
児

童
保

育
実

施
施

設
・
利

用
人

数
①

細
木

病
院

  
  

  
<

定
員

：
6

人
>

②
三

愛
病

院
  

  
  

<
定

員
：
6

人
>

③
う

ら
ら

か
保

育
園

<
定

員
：
3

人
>

④
も

み
の

き
病

院
(合

計
 利

用
人

数
)

①
　
4

1
9

人
②

　
5

9
0

人
③

　
2

7
2

人
④

　
4

4
0

人
（
計

1
,7

2
1
人

）

①
　
4

9
2

人
②

　
6

1
4

人
③

　
2

3
5

人
④

　
4

5
1
人

（
計

1
,7

9
2

人
）

①
　
1
5

3
人

②
　
1
3

1
人

③
　
1
2

5
人

④
　
1
2

8
人

（
計

5
3

7
人

）

①
　
2

8
1
人

②
　
1
7

0
人

③
　
1
8

2
人

④
　
1
9

6
人

（
計

8
2

9
人

）

①
　
3

5
6

人
②

　
 7

2
人

③
　
2

2
4

人
④

　
1
6

6
人

（
計

8
1
8

人
）

2
8

子
ど

も
育

成
課

子
育

て
相

談
件

数
(延

件
数

)

③
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
－

  
a
「
あ

い
」

  
b

「
ぽ

け
っ

と
ラ

ン
ド

」
  

ｃ
「
く

す
く

す
ひ

ろ
っ

ぱ
」

　
d

「
は

る
の

・
わ

く
わ

く
ぽ

け
っ

と
」

③
a
 　

2
6

3
件

  
 b

　
　
 9

3
件

  
c
 　

　
8

9
件

　
ｄ

 　
1
8

6
件

③
a
 　

3
6

1
件

  
 b

　
　
 6

6
件

  
  

c
  

　
1
3

0
件

　
ｄ

 　
 1

4
8

件

③
a
 　

2
0

3
件

  
 b

　
1
1
9

件
  

 c
 　

1
0

3
件

　
ｄ

　
1
6

4
件

③
a
  

2
1
3

件
  

 b
　
1
1
8

件
  

 c
  

1
9

2
件

　
ｄ

　
1
4

3
件

③
a
  

3
2

4
件

  
 b

　
1
3

7
件

  
 c

  
1
5

3
件

　
ｄ

　
1
5

0
件

2
9

子
ど

も
育

成
課

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

①
ク

ラ
ブ

数
②

児
童

数
③

指
導

員
数

（
男

女
比

）

①
8

8
②

3
,4

5
7

人
③

1
4

1
人

（
う

ち
女

性
1
4

0
人

）

①
9

2
②

3
,5

0
7

人
③

1
5

4
人

（
う

ち
女

性
1
5

3
人
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こうち男女共同参画センター 

（ソーレ）事業報告 





Ⅰ 情報収集及び提供に関する業務

１ 図書・情報資料収集・提供事業

本 10,134冊

ビデオ・ＤＶＤ 1,018本

計 11,152冊・本 8,198人

（２） 図書団体貸出

市町村図書館や学校、団体等に100冊まで貸し出し、図書情報の周知を図った。

貸出先 市町村１４件、大学４件

貸出冊数 ５３６冊

（３） 新聞クリッピング  

２ 図書・情報資料室利用促進事業

（１） テーマ別図書展示

定期的にテーマを決めて関連図書等を展示し、図書室の利用促進を図った。

（２） 図書のＰＯＰ作成

(高知リハビリテーション専門職大学、高知大学の学生　26件）

Ⅱ 調査研究に関する業務

男女共同参画に関する統計データ収集・提供事業

（１） 図書・DVDの購入・整理

蔵書数 図書利用登録者数

　　〃　　　累計

男女共同参画・人権に関連する新聞記事を館内に掲示した。

新規利用登録者数 99人

（１）統計データの収集・分析

　　統計データの収集・分析を行い、ホームページ内で公開した。（年間アクセス　１，１９７件）

（２）ウエブ調査の実施

　女性を取り巻く課題に関する実態調査（ウエブ調査４回）を行い、結果を情報紙やホームページで周知した。

　　ウエブ調査のテーマ：第１回男性の育児休業　第２回女性の政治参画　第３回性教育　第４回防災への女性参画

令和４年度　事業実施報告（こうち男女共同参画センター「ソーレ」）

　県内大学生にソーレの図書紹介文を作成してもらい、図書のPOPとして
展示やソーレＳＮＳへの掲載を行い、幅広い層へ図書の利用促進を図った。

４月 大学生による図書紹介ＰＯＰ 10月 DVを考える

５月 6月講演会に向けて図書紹介 11月 コミック特集

６月 男女共同参画期間の関連本 12月 新着図書からみた現在

７月 女の子が主人公の昔話絵本等 １月 ソーレまつり関連図書

８月 ジェンダー関連 ２月 講座関連図書　子どもの性　女性の健康

９月 新着図書の紹介 ３月 新着図書の紹介

図書・情報資料室

ＰＯＰによる図書の紹介
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Ⅲ 県民の理解を深めるための広報及び啓発に関する業務
１ 広報・啓発事業

（１） 情報紙の発行

　　　情報紙「ソーレ・スコープ vol.101～104」の発行（7・10・1・4月に各7,000部発行）

（２） ホームページによる情報発信

（３） メールマガジンの発行（ソーレの事業や取組を周知）

　メールマガジン「ＦＲＯＭ ソーレ」の配信（毎月１日、計12回　※令和４年度末の登録数 427件）

（４） ＳＮＳによる情報発信

　ＳＮＳ(Facebook、Twitter、Instagram）を活用した広報・啓発を行った。

（５） 啓発誌発行・配布

（６） 啓発パネル作成・貸出し・企画展示

啓発パネルの貸出　

館内企画展示9件

（７） その他の広報・啓発

（８） 講演会概要掲載

男女共同参画推進月間講演会、ＤＶ防止啓発講演会等の概要を情報紙やホームページに掲載した。

　実施事業の紹介・報告、センターの利用案内、男女共同参画に関する情報、
財団の経営状況等をホームページを通じて広く県民に発信した。
　また、よりわかりやすい情報発信のためホームページをリニューアルした。

　

市町村等　4件8パネル

　人権啓発フェスティバル（高知市内）に出展し、啓発パネルの展示やミニリーフレット入りのポケットティッシュ等
を配布し、来場者にソーレの利用促進と啓発を図った。

　男女共同参画及び女性問題に関する啓発誌を発行するとともに、講座開催や企
画展示の機会に合わせ、県民に配布し、理解促進につなげた。

　作成したパネル等を館内の企画や地域のイベントで展示するとともに、他機関に貸し出すことで男女共同参
画及び女性問題の啓発を図った。

啓発パネル展等
企画展示

男女共同参画推進月間（６月）、防災週間（９月）、女性に対す
る暴力をなくす運動期間（１１月）ソーレまつり（1月）ほか

地域イベント展示1件

人権啓発フェスティバル（高知市　12月）

情報紙ソーレ・スコープ

ソーレ啓発誌

啓発タペストリーの

作成、展示
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２ 出前講座事業

うち男性　1,246名

（１） 出前講座（サポーター講師活用）　　　　　※サポーター講師はソーレに登録している県内講師（令和4年度末23名）

　男女共同参画、ハラスメント、ＤＶ・デートＤＶ防止等について学ぶ機会を提供するため、講師を市町村や
地域、団体、企業等に派遣する講座等を行った。

実施回数及び参加者数 34講座　2,797名

　　　実施回数　２６回　参加者数　1,680名

1 51名 (26)

2 321名 (152)

3 26名 (10)

4 10名 (0)

5 19名 (2)

6 12名 (3)

7 19名 (5)

9 68名 (51)

11 20名 (7)

12 50名 (18)

13 72名 (27)

15 118名 (58)

16 13名 (3)

17 39名 (27)

18 18名 (4)

19 50名 (18)

20 46名 (5)

21 50名 (30)

22 223名 (183)

23 18名 (4)

(733)

開催日 内　容 派遣先 参加者数
（）内は男性

4月4日 ハラスメント防止
学校法人太平洋学園 太平洋学園
高等学校

5月10日 デートDＶ 高知県立岡豊高等学校

5月23日 災害と人権
安芸・香美地域人権啓発活動ネッ
トワーク協議会

6月4日 コミュニケーション
公益財団法人高知勤労者福祉サービス
センター なんこくファミリーサポートセン
ター

7月13日 性別役割・ジェンダー 室戸市役所

7月27日 男女共同参画 高知市（男女共同参画推進本部）

8月6日 子育て応援 株式会社四国銀行

9月20日

9月21日

9月27日 コミュニケーション 高知県警察本部

9月27日

10月6日

10月1日 男性の育児参加 土佐市立新居小学校ＰＴＡ

10月11日 LGBTｓ（性の多様性） 南国市役所

11月7日 性別役割・ジェンダー 高知市公営事業課

11月7日

11月14日

11月10日 メディアリテラシー 高知県立佐川高等学校

11月17日 メディアリテラシー 高知市立初月小学校

12月1日 メディアリテラシー 高知県立高岡高等学校

12月11日 メディアリテラシー 四万十市立大用小中学校

1月11日 メディアリテラシー
高知市立大津小学校 大津支部人
権教育研究協議会

1月14日 ジェンダー平等 黒潮町婦人連合会

2月7日 人権 土佐清水市役所

2月20日 デートDＶ 高知県立高知工業高等学校

2月22日 人権 室戸市立吉良川市民館

1,680名

8 ハラスメント防止 佐川町役場 172名 (74)

10 ハラスメント防止
社会福祉法人 須崎市社会福祉協
議会

35名 (23)

14 ジェンダー 高知市子ども育成課 230名 (3)
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（２） 出前講座（県内・県外講師活用）

（３） 出前講座（ソーレ職員）

（４） ウェルカムセミナー（施設見学他）

　　　実施回数　8回　参加者数　716名

1 91名 (36)

2 45名 (27)

3 194名 (92)

4 110名 (55)

5 38名 (2)

6 66名 (40)

7 172名 (67)

(319)

開催日
内
容

派遣先 参加者数
（）内は男性

6月24日 ジェンダー 南国市立十市小学校

9月13日 デートDV 高知大学

11月25日 アンコンシャスバイアス 南国市立香長中学校

11月25日 LGBTｓ（性の多様性） 津野町立葉山中学校

2月18日 ジェンダー 新日本婦人の会佐川支部

3月8日 LGBTｓ（性の多様性） 芸西村立芸西中学校

3月17日 LGBTｓ（性の多様性） 佐川町役場（2回実施）

716名

　　　実施回数　１回　参加者数　２８２名

1 282名 (133)

(133)

開催日 内容 派遣先 参加者数
（）内は男性

2月7日 デートDV 高知学芸高等学校

282名

　　　実施回数　３回　参加者数　１１９名

1 59名 (34)

2 7名 (1)

3 53名 (26)

(61)

開催日 内容 来館者（団体等） 参加者数
（）内は男性

9月22日 施設見学 高知市立旭東小学校

11月25日 施設見学 高知市立旭東小学校

11月30日 施設見学 高知市立旭小学校

119名
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Ⅳ 講演会、講習会、研修会等の開催に関する業務

１ 男女共同参画推進事業

男女共同参画推進月間講演会 ＳＯＧＩに関する講座

開催日

74名 (21)

40名 (8)

634名 (19)

31名 (5)

13名 (2)

75名 (11)

13名 (0)

事業（講座名） 内　　　　容 参加者数
（）内は男性

男女共同参画についての理解と意識の浸透を図るため、6月の男
女共同参画推進月間に講演会を実施した。

年齢や国籍、障害の有無や性的指向・性自認に関することも含め
て、幅広く多様な人々がそれぞれの生き方を認め合い、実現し、そ
れぞれの特性を活かして元気に暮らすことができる男女共同参画
社会の実現を目的とする講座を開催した。

演題「働き方と家族の未来図　データから読み解く仕事・家庭・
ジェンダー」
＜講師＞
筒井淳也（立命館大学産業社会学部教授）

多様性への理解と、性自認・性指向の尊重に資する内容の講座を
開催した。

　「ＬＧＢＴｓの多様な生き方は社会のチカラ」
　～子どもから大人まで私たちの気づきと社会の受容～

＜講師＞
原ミナ汰（ＮＰＯ法人共生社会をつくるセクシュアル・マイノリティ
支援全国ネットワーク共同代表理事）

16名 (3)
ＳＯＧＩに関する講
座
【オンライン】

9月4日

男女共同参画推
進月間講演会
【オンライン・オン
デマンド】
≪共催団体≫
高知県経営者協会
他

6月18日 演題「ポストコロナ・サバイバル　あなたはどう生き、どう働く？」
＜講師＞
大沢真知子（日本女子大学名誉教授）

男女共同参画講
座
【オンライン】

12月10日

女性を取り巻く様々な問題に対して、参加者がテーマごとに意見交
換できるように、カフェ形式で話し合う講座を開催した。

男女共同参画講
座「ジェンダーカ

フェ」

 9月 4日
10月 2日
11月 5日
12月 4日
 2月12日

①心にささる小さなトゲ　マイクロアグレッションについて考えて
みよう
②ルッキズムを考える－外見にもとづく差別や偏見とは何か－
③女性議員はなぜ増えないのか？－ハラスメントの実態から考
える－
④近代高知の女性－資料に見るそのすがた－
⑤誰もが働きやすい社会とは－「仕事×ジェンダー」の視点から
考える－
＜講師＞
①原ミナ汰（ＮＰＯ法人共生社会をつくるセクシュアル・
マイノリティ支援全国ネットワーク共同代表理事）
②小島優子（高知大学人文社会科学部門准教授）
③濵田真里（一般社団法人ジェンダー総合研究所共同代
表）
④筒井秀一（高知市立自由民権記念館館長）
　濵田実侑（高知市立自由民権記念館学芸員）
⑤安藤真由美（一般社団法人ジェンダー総合研究所共同代
表）

会場

オンライン

会場

オンライン

オンデマンド

会場

オンライン
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２ ＤＶ防止啓発事業

３ エンパワメント事業

４ ワーク・ライフ・バランス事業

開催日

97名 (22)

80名 (4)

内　　　　容 参加者数
（）内は男性

11月12日～25日の「女性に対する暴力をなくす運動」期間に合わ
せ、ＤＶ防止を広く県民に啓発するため講演会を実施した。

演題「外では見せない 内の顔 ～家庭内のモラル・ハラスメント
～」

　＜講師＞
　髙山　直子（カウンセラー）
（同時開催）11/8～25　啓発パネル展示，パープルリボンツリー等
の設置（市町村役場、大学等）

ＤＶ防止啓発講演
会
【オンライン】
<共催団体>
高知地方法務局 他
<協力機関>
四万十市教育委員会

11月13日

事業（講座名）

会場

オンライン

開催日講座名 内　　　　容 参加者数

男女共同参画の視点を持ちながら、女性がここに持つ能力を
十分発揮し、課題に対応できる能力を身につけることを目的
とする講座を開催した。

演題「ジェンダーギャップの現在地と、歩んでいくべき未
来」
＜講師＞
辻愛沙子（株式会社arca代表取締役／クリエイティブディ
レクター）

92名
エンパワメント講
座
【オンデマンド】

3月14日～
 27日

オンデマンド

ＤＶ防止啓発講演会

開催日事業（講座名） 内　　　　容 参加者数
（）内は男性

これから就職する学生を対象に、自らはどのような人生を求めてい
るか、仕事も含めて考える講座を開催した。（２回）

「女性の職業生活を通じた自己実現」
＜講師＞
長澤　紀美子（高知県立大学教授）
＜ロールモデル＞
島田希保（善楽寺住職）
松田さやか（株式会社高知新聞社編集局報道部）

これから就職する学生を対象に、自らはどのような人生を求めてい
るか、仕事も含めて考える講座を開催した。

＜講師＞
　児美川孝一郎（法政大学キャリアデザイン学部教授）
＜ロールモデル＞
　松田さやか（株式会社高知新聞社編集局報道部）
　濱田翔太（株式会社技研製作所）
　中野曜子（タイ語通訳、シシトウ農家）

197名 (27)

38名 (22)

大学生向けキャリ
ア形成支援
※高知県立大学との
連携

７月６日
１１月９日

大学生向けキャリ
ア形成支援
※高知大学との連携

9月15日

パープルリボンツリーの設置（写真：県立大学）
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５ リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ（性と生殖に関する健康と権利）

６ 他機関連携・共催事業

開催日

33名 (5)

64名 (4)

230名 (1)

こうち被害者支援センターと連携し、女性の人権をテーマに犯罪被
害者の支援につながる講演会を開催した。

犯罪被害者支援講演会
「子どもを性暴力の被害・加害から守るために　～私たち大人が
すべきこと～」

<講師>
小笠原和美（群馬県警察本部長）

「女性の人権」講
演会
【オンライン・オン
デマンド】
≪共催団体≫
ＮＰＯ法人こうち被害
者支援センター

2月26日

事業（講座名） 内　　　　容 参加者数

会場

オンデマンド

オンライン

男
性
家
事
・
介
護
基
礎
講
座

女
性
の
健
康
を
考
え
る
講
座

7名 (7)

36名

8名 (8)

男性の家事・介護への参加を促進し、性別役割分担についての気
づきやワークライフバランスの充実について考える講座として座学
や講話、介護食づくりを実施した。

男性家事・介護基
礎講座

　9月11日
11月27日 ＜講師＞

①溝渕由記（高知県介護福祉士会副会長）／苅谷貢（認知症の
人と家族の会高知県支部世話人）
②和田房子（居宅療養管理指導事業所ひさ管理栄養士、在宅
訪問管理栄養士、病態栄養専門管理栄養士）

①

②

オンデマンド

開催日

3月12日 25名

講座名 内　　　　容 参加者数
女性が自分自身の身体や心の状態を安全に保ち、自分で選択し
て健康に生きることを考えることを目的とした講座を開催した。

「不安から身体や心を守りたい『正しく知れば大丈夫』」
＜講師＞
毛山薫（医療法人薫風会けやまクリニック）

女性の健康を考え
る講座
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Ⅴ 人材育成に関する業務
１ 人材育成事業

２ 就業・起業支援事業

女
性
リ
ー
ダ
ー
応
援
塾

開催日

18名 -

6月25日

7月 9日 107名 -

7月30日

8月27日

9月10日 9名 -
11月26日

10月1日 40名 (12)

事業（講座名） 内　　　　容 参加者数
（）内は男性

職場等で活用できるスキルやリーダーシップを発揮するために必要
なことを学び、自分のスキルを活用しその場の運営にあたる力を養
うことを目的に連続講座を開催した。

　①　マインドアップセミナー「明日の私にご期待ください。」（講演）
　②③スキルアップセミナー「女性×はたらく」（講座） 34名
＜講師＞
①　堀井利江（オフィスホリイ代表）
②③小安美和（株式会社Will Lab　代表取締役）

30名 -

女性防災プロジェ
クト

男性中心で構成されることが多い地域の防災組織等で、女性が積
極的に参画し、地域での活躍につなげるための講座を開催した。
（6回）

<講師>
神原咲子（神戸市看護大学教授／高知県立大学看護学部特任
教授）　その他ゲスト講師

高知大学地域協
働学部
「地域理解実習」

通年
（週1回）

高知大学地域協働学部の「地域理解実習」の実施場所としてソー
レの施設や資料を提供し、大学と協働して男女共同参画の推進を
図った。
　実習 29回
＜講師＞
高知大学地域協働学部　講師　佐藤洋子

120名 (23)

女性リーダー応援
塾

10月2日
10月23日
11月20日

女性防災プロジェクト

防災講演会

防災講演会
<講師>
神原咲子(神戸市看護大学教授／高知県立大学看護学部特任
教授)

オンライン

会場

②③会場

①会場

職場での活用や仕事選びの幅を広げることにつながるスキルを身につける講座を開催した。

講座名 内　　容

① ７月  9～10日 エクセル基礎講座

② ７月23～24日 　＜講師＞

　横山桂子（サーティファィ認定インストラクター）

「対話力」トレーニング

　＜講師＞

　平野智佐（Office C Career代表、キャリアコンサルタント）

開催日 参加者数

８月28日

就労支援パソコン講座
≪共催団体≫
ひとり親家庭支援センター

29名

就労支援講座 14名

エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座

「
対
話
力
」

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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３ 県民からの企画提案事業

４ ボランティア育成・活用事業

男女共同参画を推進するための事業の企画運営について、県民（団体等）を対象に募集し、４企画を実施し
た。

講座等の名称

（講演）海南姉妹諸君ニ告グ
「地方で女性が連帯できる場をつくるということ」

26名 (3)

20名 (4)

3名 (1)

27名 (9)

ココロとカラダのつながる会（全３回講座）

妊娠力アップ＆女性特有の不調改善のための
養生講座

13名 -

ストレス軽減　女性のためのラフターヨガ講座 4名 -

妊活とこころの関係を考えるライフデザイン講座 4名 -

（講座）　いざというときに備えたい
～親子で挑戦　パッククッキング～

17名 (1)

（講演会）「あなたはどうする？避難生活で命と健
康を守るために」

26名 (0)

委託先 開催日 参加者数
（）内は男性

（１）中上　曜子 9月25日

2月26日

12月4日

1月19日

（２）株式会社ＶＰ　Ａｄｖｉｓｏｒｓ
【高知市外】

（講座）アンコンシャスバイアスについて知ろう

（３）ここからね会

（４）こうち減災女子部

1月17日

1月24日

1月30日

11月23日

1月29日

事業（講座名）

ボランティア活用 年間

学生ボランティア体験
8月 9日
8月19日
8月23日

37名 (7)
夏休みを活用した事業のボランティア体験をとおして、高
校生が男女共同参画について知る・学ぶ・考える機会を
提供した。

開催日 内　　容 参加者数
（）内は男性

事業のサポートを行う県民ボランティアを募集・活用すると
ともに、活動を通じて男女共同参画への理解浸透を図っ
た。
（活動内容）講演会や講座の受付、イベントの手伝い、図
書の選書や企画展示、新聞クリッピング

登録者数
18名

活動実績
延144名

学生ボランティア体験
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Ⅵ 女性問題の解決その他男女共同参画の推進に向けた相談に関する業務

１ 相談事業

相談の種類別件数

件    数

女性対象相談 2,083 件

一般相談　（休館日を除く毎日） 1,951 件

450 件

526 件

76 件

25 件

103 件

110 件

215 件

77 件

369 件

法律相談　　 （月2回） 90 件

こころの相談 （月2回） 42 件

男性対象相談 男性のための悩み相談 （月3回） 60 件

にじいろコール LGBTsに関する相談（月１回） 21 件

2,164 件

相談の種類

性 ・ 身 体 ・ 健 康

家 族 ・ 家 庭

生 き 方

福 祉

仕 事

暴 力

暮 ら し

金 銭

そ の 他

合   計

○性・身体・健康（４５０件）と家族・家庭（526件）が一般相談の半数を占めた。

○性・身体・健康では「不安・イライラ」に関すること（１４２件）、家族・家庭では親族関係（111件）、夫との関係

（106件）など の相談が多かった。

○その他は、男性からの相談や問合せなども含む

0
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40

暴⼒
加害

暴⼒
被害 ⽣き

⽅

夫婦
・家

族
⼈間

関係 仕事 病気 その
他

 男性相談主訴別

⼥性対象相談(⼀般相談）年齢別

101 101
67 55 64

0
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H30 R1 R2 R3 R4

DV相談件数（一般相談 女性）

2108
1997
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1954 1951
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過去５年間の一般相談における件数の推移
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２講座等

開催日

20名 (3)

21名 (4)

講座名 内  容 参加者数
（）内は男性

県内相談機関の相談員を対象に、女性の立場を理解し、ジェ
ンダーに敏感な視点を持って相談業務ができるよう研修を実
施するとともに相談員の連携を図った。

①性的マイノリティ相談の基礎知識
②相談員が知っておきたいＬＧＢＴｓ支援のための法知識
③思春期・青年期のトランスジェンダーの方への対応と多
職種連携
＜講師＞
①原ミナ汰（ＮＰＯ法人共生社会をつくるセクシュアル・
マイノリティ支援全国ネットワーク共同代表理事）
②川竹佳子（弁護士）
③中塚幹也（岡山大学大学院保健学研究科教授）

54名 (19)
相談員スキル
アップ研修

 9月 3日
10月15日
12月11日

相談関連講座
７月31日
８月７日

相談から見えてくる問題について、社会の中で女性が置かれ
ている立場や状況を女性自身が考え、社会参画する力を身に
つける講座を実施した。

よりよい関係を築くコミュニケーション講座

＜講師＞
小柳茂子（相模女子大学教授／公認心理師）

23名 －

相談関連講座
【オンライン】

2月4日

女性の居場所
づくり事業

① 6月 6日
② 7月11日
③ ９月26日
④11月21日
⑤ 1月16日
⑥ 3月13日

73名 -

＜講師＞
石井真奈（アンガーマネジメントコンサルタント）

トラウマやコロナ禍など、何らかの傷つきから生活や就労の
場でつまづき、生きづらさや働きづらさを感じている女性
に、自尊感情の回復や必要なスキルを身に付ける場となる講
座を実施した。
余剰化粧品の無償提供により女性を支援する「コスメバンク
プロジェクト」と連携し、コスメキットを参加者に配付し

女性の居場所づくり事業「ゆるりのしっぽ」
　①私の好きな一冊
　②カラーを知って夏を爽やかに
　③からだをゆるめてココロをととのえる
　④これまでのワタシ、これからの私
　⑤ゆるりと学ぶ「女性支援新法」
　⑥わたしのココロの声を聴く

＜講師＞
①ソーレ職員
②玖波井加代子（カラーコーディネート＆多目的スペース
ペパーミントクラブ）
③竹村朝海（臨床心理士／公認心理師）
④山下由香（高知家の女性しごと応援室キャリアコンサル
タント／産業カウンセラー）
⑤中島香織（弁護士）
⑥竹村朝海（臨床心理士／公認心理師）

家族間のコミュニケーションをテーマとして、ＤＶ・虐待等
の暴力予防、深刻化を防ぐことを目的に講座を実施した。

「イライラ」や「怒り」にさようなら～怒りと上手に向き
合うアンガーマネジメント講座～ オンライン

会場

ゆ
る
り
の
し
っ
ぽ

女
性
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト コスメバンクプロジェクト

提供化粧品セット
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Ⅶ 関係団体等の相互の交流の促進及び自主的活動への支援に関する業務

１ 団体等の自主活動支援事業（ソーレえいど事業）

男女共同参画の推進に資する事業を実施した団体等の活動を支援するため、１団体に対し助成した。

（第１回：応募１団体　採択なし、第２回：応募１団体　採択１団体）

２ソーレまつりの開催

　ソーレ開館を記念し講演会を開催したほか、利用団体等の活動発表や作品展示、イベント等を実施しセン
ターを広く県民に周知した。（館内及びオンラインで開催）

助　成　団  体  名 事業内容 助成額

（講演、ワークショップ）
女性の輝きを応援する　こころとカラダの元気づくり講座

計 100,000円

特定非営利活動法人
井戸端わもん

100,000円

開催期間

基調講演 １月14～29日 256名

 ・ワークショップ

 ・ステージ

 ・バザー

 ・パネル展示

 ・作品展示

 ・アトリウム展示

 【録画配信】　活動紹介

3,672名 (57)

事業名 内  容 参加者数
（）内は男性

　【録画配信】
「時代の先端を走り抜けた女性アーティストたち －20世紀初

頭のロシア・アヴァンギャルド」

　＜講師＞
　沼野恭子（東京外国語大学教授）

記念講演会 1月21日

　会場視聴・ライブ配信(ZOOM)
　「こんな世の中に誰がした？上野千鶴子の怒りの皿鉢盛り！」

79名 (14)

　＜講師＞
　上野千鶴子（社会学者、東京大学名誉教授）

190名 (27)

団体企画

　委託先：こうち男女共同参画ポレール
（講座）
親子でご飯づくり～お出汁をとって一汁三菜の料理を作ろう～

29名 (6)

（講演会）
「民権ばあさん楠瀬喜多と女性参政権」

42名 (10)

利用団体等による
イベント、発表など
（19団体参加）

１月14～29日

ソーレ
まつり
2023

1月21～22日

団体活動の
発表

 ６ 団体

【 録画配信】　ステージ発表  ５ 団体

 ５ 団体

参加者数の合計　（オンラインは視聴1回を1名として集計）　会場1,417名　オンライン2,255名

 ２ 団体

 ４ 団体

10 団体

 １ 団体

 ２ 団体

オンデマンド

会場

オンライン

会場

会場

ソーレまつり2023

館内及びオンラインイベントの実施
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発行／高知市市民協働部 人権同和・男女共同参画課 
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